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1 はじめにはじめにはじめにはじめに 
 このたびは HT1040をお求めいただき、ありがとうございます。 
 
 HT1040は Renesas H8/3069(HD64F3069R)を採用したシングルボードコンピュー
タです。ボード上にはハードウェア TCP/IPデバイスWiznet W5100や、FATファイ
ルシステムを内蔵した USBホストコントローラ FTDI VNC1Lのほか、カレンダ時計
や SRAM512KB、RS232Cシリアル 2チャンネルなど制御用途に必要とされる周辺回
路も搭載しています。 
 
 CPUのH8/3069は 16ビットの汎用レジスタを 16本もち、メモリ空間も最大 16MB
をリニアに扱うことができるほか、シリアルインターフェース、パラレルインターフ
ェース、タイマや A/Dコンバータ等が集積されており、制御用途に最適なマイクロプ
ロセッサです。 
 
 W5100は 100baseTX/10baseTに対応し TCP/IPをハードウェアで処理するため、
アプリケーションではプロトコルスタックを用意する必要がありません。 
 
 VNC1Lは FATファイルシステムを内蔵した USBコントローラで、CPUには非同
期シリアルポートで接続されており、単純なコマンドでファイルへのデータ書き込
み、読み出しが可能です。 
 
 拡張バスは 8ビット PC/104に準拠した信号配列になっており、弊社 HTシリーズ
等の拡張モジュールをスタッキング接続して使用することができます。拡張モジュー
ルにはオプトアイソレート I/O や GPIB、パルスモータコントローラなどが用意され
ています。 
 
 H8/3069内蔵フラッシュメモリの書き込みには特別なライタが不要で、パソコンか
らシリアルポートを通じて転送して書き込みすることができます。 
 

■ 
 
 本マニュアルは、HT1040のハードウェア・ソフトウェアの仕様や使用方法につい
て書かれたものです。HT1040の機能を最大限引き出すために、ご活用いただければ
幸いです。 
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2  注意事項注意事項注意事項注意事項 

2.1 安全安全安全安全にににに関関関関するするするする注意事項注意事項注意事項注意事項 
HT1040を安全にご使用いただくために、特に以下の点にご注意くださいますようお
願いいたします。 
 
 

本製品には一般電子機器用（ＯＡ機器・通信機器・計測機器・工作機械等）に製造さ
れた半導体部品を使用しておりますので、その誤作動や故障が直接生命を脅かした
り、身体・財産等に危害を及ぼす恐れのある装置（医療機器・交通機器・燃焼制御・
安全装置等）に組み込んで使用しないでください。 
 
また、半導体部品を使用した製品は、外来ノイズやサージにより誤作動したり故障し
たりする可能性がありますので、ご使用になる場合は万一誤作動、故障した場合にお
いても生命・身体・財産等が侵害されることのないよう、装置としての安全設計（リ
ミットスイッチやヒューズ・ブレーカ等の保護回路の設置、装置の多重化等）に万全
を期されますようお願い申しあげます。 

 

2.2 取取取取りりりり扱扱扱扱いいいい上上上上のののの注意事項注意事項注意事項注意事項 
HT1040に恒久的なダメージをあたえないよう、取り扱い時には以下のような点にご
注意ください。 
� 電源の投入 
 HT1040 や周辺回路に電源が供給されている状態では絶対に本ボードの着脱を

行わないでください。 
� 静電気 
 HT1040には CMOSデバイスを使用しておりますので、ご使用になるまでは帯

電防止対策されている出荷時のパッケージ等にて保管してください。 
� ラッチアップ 
 電源および入出力からの過大なノイズやサージ、電源電圧の急激な変動等で使

用している CMOSデバイスがラッチアップを起こす可能性があります。いった
んラッチアップ状態となると、電源を切断しないかぎりこの状態が維持される
ため、デバイスの破損につながることがあります。ノイズの影響を受けやすい
入出力ラインには保護回路を入れることや、ノイズ源となる装置と共通の電源
を使用しない等の対策をとることをお勧めします。 

！！！！
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2.3 ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア使用使用使用使用にににに関関関関してのしてのしてのしての注意事項注意事項注意事項注意事項 
本製品のために弊社から提供するソフトウェア（ドキュメント・サンプル等も含む）
は、現状のまま（AS IS）提供されるものであり、特定の目的に適合することや、そ
の信頼性、正確性を保証するものではありません。また、本製品の使用による結果に
ついてもなんら保証するものではありません。 
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3  資料資料資料資料・・・・参考文献参考文献参考文献参考文献 
本マニュアル記載の内容を補完する資料・参考文献を以下に示します。 
 
� Renesas H8/3069R F-ZTAT TM  ハードウェアマニュアル  (資料番号

RJJ09B0165-0600） 
� Renesas H8/300H シリーズ  プログラミングマニュアル  (資料番号

RJJ09B0141-0400） 
ハードウェアマニュアルには H8/3069の詳細な機能が、プログラミングマニュ
アルは H8/3069の CPU命令詳細が記載されています。株式会社ルネサステク
ノロジのWEBサイトからPDFファイル形式でダウンロードすることができま
す。(http://japan.renesas.com/) 
 

� エプソントヨコム Real Time Clock Module RX-4045SA/NB アプリケーション
マニュアル(資料番号 ETM01J-02) 
搭載されているカレンダ時計の仕様・使用方法について説明されています。エ
プソントヨコム株式会社のWEBサイトからPDFファイル形式でダウンロード
することができます。(http://www.epsontoyocom.co.jp/) 

 
� W5100 Datasheet (version1.1.8) 

詳細なレジスタの説明や、プログラミング方法が説明されています。Wiznetの
WEB サイトから PDF ファイル形式でダウンロードすることができます。
(http://www.wiznet.co.kr/) 
 

� Vinculum VNC1L Data Sheet version 2.00 
� Vinculum firmware User Manual Version 2.05 

VNC1L のデータシートおよびファームウェアの仕様や使用方法が説明されて
います。FTDIの Vinclum WEBサイトから PDFファイル形式でダウンロード
することができます。(http://www.vinculum.com/) 
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4  ガイドツアーガイドツアーガイドツアーガイドツアー 
この章では HT1040を初めて使用することを想定し、最低限の動作確認とフラッシュ
メモリの書き換え方法を簡単な例を交えて説明します。HT1040と4.1節で説明するソ
フトウェア・ハードウェアを準備し、説明に従って実際に HT1040を動作させてみる
ことをお勧めします。 

4.1 必要必要必要必要ななななハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア・・・・ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア 
 
� PC接続ケーブル 

HT1040 にパソコンおよび電源を接続するためのケーブルが必要です。このケ
ーブルは製品には付属せず別売ですが、コネクタ結線は図 6-2に示されていま
す。HT1040-03の PC接続コネクタは Dsub9ピンタイプですので、必要に応じ
て変換コネクタをご使用ください。 
 

� 電源 
供給電源電圧は 5Vです。HT1040に周辺回路の接続が何もない場合は、300 mA
程度が供給可能な電源をご用意ください。周辺にその他のボードを接続する場
合は、各ボードの消費電流に応じた容量の電源をご用意ください。 

 
 

HT1040 には電源電圧検出リセット回路がありますので、電源電圧が規定より
も低くなるとボードがリセットされてしまいます。動作が不安定とならないよ
う、電源には安定化した 5Vを使用してください。 

 
� 通信ソフトウェア 

お使いのパソコンで使用できる通信ソフトウェア（ターミナルソフトウェアと
も呼ばれます）をご用意ください。パソコンから Sフォーマット形式のファイ
ルを HT1040に転送しますので、通信ソフトウェアはテキストファイル送信機
能をサポートしている必要があります。 
Windows XPにはハイパーターミナルという通信ソフトウェアが標準で添付さ
れており、テキストファイル送信がサポートされています。(スタートからプロ
グラム→アクセサリ→通信にフォルダが見つからない場合は、アプリケーショ
ンの追加と削除を使ってインストールする必要があります。) Windows Vista
には通信ソフトウェアは含まれていませんので、TeraTerm 等のフリーソフト
ウェアをご利用ください。 
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4.2 ライタプログラムライタプログラムライタプログラムライタプログラムののののインストールインストールインストールインストール 
Windows上で動作する FLASHメモリ書き込みプログラムは、マニュアルディスクに
添付されています。 
弊社WEBサイト(http://www.umezawa.co.jp/)からも入手することができます。 

¥flashwrディレクトリ 
  HT1040WR.EXE       FLASHメモリライタプログラム 
¥loaderディレクトリ 
  SLDR1040.BIN  Sファイルローダ(出荷時のフラッシュメモリ内容) 
  KEYCODE.MOT  Sファイル転送実行テスト用プログラム 
  FKEYCODE.MOT FLASHメモリ書き込みテスト用プログラム 
 

FLASH メモリ書き込みプログラムにはインストーラやセットアッププログラムがあ
りませんので、必要に応じてスタートメニューへの登録や、ショートカット作成等を
行ってください。FLASHメモリ書き込みプログラムは HT1040WR.EXEをダブルク
リックする等の方法で実行することができます。 
 
アンインストールするには.... 
HT1040WR.EXEを削除してください。Windowsのシステムディレクトリに組み込ま
れた DLL等はありません。 
 

4.3 準備準備準備準備 
パソコンと HT1040を接続して動作させる前に、次の手順で通信ソフトウェアの設定
をして、通信ソフトウェアが正しく機能していることを確認してください。 
 
A. 通信ソフトウェアの設定 

お使いの通信ソフトウェアのヘルプ・マニュアル等を参照して、通信に必要な
パラメータを設定します。主な設定項目は次の通りです。 
 通信に使用するポート 使用するシリアルポート番号 
 通信速度   38400 
 データビット長  8 
 ストップビット長  1または 2 
 パリティビット  なし 
 ローカルエコー  なし 
 リターンキー入力  CR(0DH)のみを送信 
 バックスペース入力 BS(08H)を送信 
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B. パソコンへのケーブル接続 

パソコン接続ケーブルの Dsub コネクタ側をパソコンに接続します。この段階
では、ケーブルの逆端にある黒い５ピンコネクタは HT1040に接続しないでく
ださい。 
 

C. ループバック接続 
細い電線か部品のリード切り屑等を使って、HT1040 に接続する側の黒い５ピ
ンコネクタの２ピン、３ピン間をショートさせます。コネクタのピン配置は下
図をご参照ください。 

D. 通信ソフトウェアのテスト 
キーボードの文字・数字キーを押すと、押したキーに相当する文字が画面に表
示されれば正常です。 
 

キーボードから文字を送っても画面に何も表示されない場合は.... 
� 選択した通信ポートの設定 

通信用に指定したポートは有効になっていますか？  
� ケーブルの異常 

ケーブルの断線や、ループバックの配線不良がないか、テスターで導通を確認
します。コネクタの結線は6.2.5項をご参照ください。 
 

E. ケーブルの GND接続テスト 
ループバックテストだけではパソコン接続ケーブルの GND 断線が検出できま
せんので、以上の手順でキーを押すと正常に表示がでることを確認したら、最
後に現在ショートしている 2-3 ピンを、さらに１ピンとショートしてからキー
を押し、今度は画面に表示がでないことを確認してください。万一この接続を
加えても表示がでる場合は接続ケーブルの GND が断線している可能性があり
ますのでテスターで導通を確認してください。 

F. HT1040モードスイッチ、ジャンパソケットの設定 
スイッチ SW1のレバーを下向き(基板側向き)に設定してください。出荷時のジ
ャンパを変更している場合は、JP1:2-3 JP2:1-2 JP3:1-2 に設定してください。 

 

4.4 電源電源電源電源のののの接続接続接続接続 
通信ソフトウェアの動作に問題がなければ、パソコンは通信ソフトウェアを立ちあげ
たままにして、HT1040接続用の 5極コネクタの 1-2-3間ショートをはずし、HT1040

1  GND
2  RxD
3  TxD
4  VCC
5  GND

2-3間をショート

 
図 4-1 接続ケーブルコネクタピン配置 
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に接続します。コネクタ上の HRS のロゴマークがジャンパ設定表のある面になるよ
う接続します。このコネクタには電源接続用の電線が配線されていますので、極性を
誤らないようにして電源を接続し、電源を投入します。（４ピンに接続されている赤
色電線が+5V、５ピンに接続されている黒色電線が GNDです。） 
 
開発中は、実験用安定化電源装置等の電流制限がかけられるものを使用し、適切なリ
ミットを設定して使用することをお勧めします。また万一極性を誤った場合や、5V
を越える電圧が加えられた場合に備えて、ボード外部にツェナーダイオードやヒュー
ズ等で構成した保護回路を接続しておくのも効果的です。 
 
正常であれば、画面に以下のようなメッセージが表示されます。(表示されるリビジ
ョンや、日付は以下に示すものとは異なる場合があります。） 
 

HT1040 S Record File Loader ver.1.00(May 21, 2009) 
Copyright (c) Umezawa Musen Denki Co.Ltd. 2009 
- 

 
キーボードから、?と入力し Enterキーを押すと、コマンド一覧が表示されます。 

-? 
Available commands 
Dump                  D/DB/DW/DL 
Examine               E/EB/EW/EL 
Load S-format file    L 
Port                  I/IB/IW/IL/O/OB/OW/OL 
Excution              G 
RTC                   RTC 
VNC1L command mode    USB 
TCP/IP commands       NET 
USB Disk commands     DISK 
Vector table mode     VTY/VTE 
- 

 
画面に何も表示があらわれない場合は.... 
� 電源電圧・極性の確認 

電源電圧と、極性が正しいことをテスター等で確認してください。 
� コネクタ挿入極性の確認 

ジャンパ設定表のある面を上にしたときに、PC接続用５極コネクタ上にかかれ
た HRSのロゴが見えます。逆接続されていた場合は正しい向きに入れ直してく
ださい。 

� ボードの不良 
テスターで消費電流を測定してみてください。正常であれば HT1040単独で使
用している場合、250～260mA程度になります。極端に少ない、あるいは多い
場合はボード不良の可能性があります。 

� FLASHメモリ内容の問題 
FLASH メモリには、出荷時に S ファイルローダが書きこまれていますが、こ
の内容をアプリケーションプログラムで上書きした場合は、S ファイルローダ
が動作しません。この場合は、8章の説明にしたがって、FLASHメモリの内容
を Sファイルローダプログラムで更新してください。 
 

� モードスイッチの設定 
モードスイッチが USER側(下側)になっていることを確認してください。 

 

斜体文字部分は
キーボードから
の入力を表しま
す。 
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コンソールには何か出力されているが、正しい文字になっていない場合 
� 通信速度の設定 

通信ソフトウェアのボーレート設定が 38400bps 以外になっている可能性があ
ります。4.3節のループバックテストではボーレートの設定が違っていることは
チェックできませんので、再度通信ソフトウェアの設定を確認してください。 

4.5 Sファイルローダファイルローダファイルローダファイルローダののののコマンドコマンドコマンドコマンド 
前項までの動作に問題がなければ、コマンドのいくつかを試してみてください。(コマ
ンドの詳細は13.1節をご参照ください。) 
たとえば Dコマンドでは、メモリ内容を表示させることができます。 
 
-D 400000 
400000 5E 40 01 3A 5E 40 00 20 0C 80 A0 61 4C 04 0C 08  ^@.:^@. .. aL... 
400010 54 70 A0 7A 4F 04 0C 08 54 70 80 E0 0C 08 54 70  Tp zO...Tp....Tp 
400020 6D F6 5E 40 00 C0 0C 8E A8 FF 47 F6 0C E8 55 D8  m.^@.ﾀ..ｨ.G...U ﾘ 
400030 5E 40 01 18 40 EC 54 70 01 00 6D F6 0F 86 40 06  ^@..@.Tp..m...@. 
400040 6C 68 5C 00 00 D2 68 68 46 F6 01 00 6D 76 54 70  lh¥..ﾒ hhF...mvTp 
400050 01 00 6D F6 7E BC 73 60 47 60 29 BD 0C 98 A8 11  ..m.~ｼ s`G`)ｽ..ｨ. 
400060 47 08 A8 13 46 0E F8 01 40 02 18 88 6A A8 00 40  G.ｨ.F...@...j ｨ.@ 
400070 02 08 40 42 7A 06 00 40 02 02 01 00 69 60 0B 70  ..@Bz..@....i`.p 
- 

Eコマンドを使うと、メモリ内容を更新することができます。 
 
-E 400000 
400000 5E 12 
400001 40 34 
400002 01 56 
400003 3A 78 
400004 5E . 
-D 400000 L 10 
400000 12 34 56 78 5E 40 00 20 0C 80 A0 61 4C 04 0C 08  .4Vx^@. .. aL... 
- 

 
■ 

 
以降の節では、簡単なプログラムを PC から転送して HT1040 上で実行したり、
FLASHメモリの内容を書き換えする手順について説明します。 

4.6 Sフォーマットファイルフォーマットファイルフォーマットファイルフォーマットファイルをををを転送転送転送転送・・・・実行実行実行実行するするするする 
ここでは、例としてライタープログラム解凍時に作成された¥loader ディレクトリに
ある、keycode.motを転送・実行する手順を説明します。 
 
1. PCで通信ソフトウェアを起動し、Lを入力して ENTERキーを押します。 

このとき、画面にはプロンプトが表示されません。 
2. 通信ソフトウェアのテキストファイル送信機能を使用して、keycode.motファイ

ルを送信します。(PCの通信ソフトウェアとしてハイパーターミナルを使用して
いる場合は、転送→テキストファイルの送信の順にメニューを選択します。) 
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3. ファイル送信が完了すると、Sフォーマットファイルで指定されているプログ ラ
ムスタートアドレスが表示され、コマンドプロンプトに戻ります。 

 
-L 
Start Address:400000 
- 

4. Gを入力し ENTERキーを押してください。プログラムは押されたキーコードを
表示します。ESCキーを押すとプログラムは終了し、コマンドプロンプトに戻り
ます。 

-G 
Key code dump program 
54 45 53 54 0D 1B 
Returned from G command 
- 

 

4.7 FLASHメモリメモリメモリメモリのののの内容書内容書内容書内容書きききき換換換換ええええ 
ここでは、例としてライタープログラム解凍時に作成された¥loader ディレクトリに
ある、fkeycode.motを FLASHメモリに転送・書き込みする手順を説明します。プロ
グラムの動作は前節でテストしたものと同じです。(ただしプログラムは終了できませ
ん。) 
 
1. 通信ソフトウェアを実行中の場合は、通信ソフトウェアをいったん終了します。

(FLASHメモリ書き込みプログラムが同じ通信ポートを使用するため、競合する
ためです。) 

2. HT1040WR.EXEプログラムを起動します。 
3. HT1040を接続しているシリアルポートを選択します。 
4. モードスイッチ SW1を BOOT側(上側)にあげてブートモードを設定します。 

設定が済んだら HT1040に電源を供給します。 
5. File→Send で書き込みする MOT ファイルを選択します。この例では

fkeycode.motを選んで開くを押してください。 
6. 書き込み中のメッセージが表示されたのち、正常に終了すると書き込み終了のメ

ッセージが表示されます。 
7. HT1040の電源を切断し、モードスイッチを USER側(基板方向)に倒します。ジ

ャンパ JP1,JP2,JP3が次のように設定されていることを確認してください。 
JP1:2-3  JP2:1-2  JP3:1-2 

8. FLASHメモリ書き込みプログラムを終了し、通信ソフトウェアを起動します。 
9. HT1040に電源を供給すると、前節と同じプログラムが動作します。 
 
COMx Open Error!と表示される 
� 指定された COMポートが使用できません。存在しないポート番号を指定してい

るか、他のソフトウェアと競合している可能性があります。他の通信ソフトウェ
アを立ち上げている場合は、いったん終了してください。 

 
Handshake Error あるいは Handshake Timeout Error と表示される 
� HT1040 との通信に失敗しました。FLASH メモリ書き込みモードにするための

ジャンパ設定が正しく設定されているか、HT1040に正しく電源が接続されてい
るかどうかを確認してください。 
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Flash Programming Error と表示される 
� FLASH メモリ書き込みに失敗しました。HT1040 の電源を再投入して書き込み

をやり直してみてください。 
 
使用したい COM ポートが一覧に表示されない 
� 指定された COMポートを他のプログラムが使用中の場合、一覧には表示されま

せん。他のプログラム(通信ソフトウェア等)をいったん終了してください。 
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4.8 プログラムプログラムプログラムプログラム開発手順開発手順開発手順開発手順のまとめのまとめのまとめのまとめ 
本章の最後に、プログラム開発の流れをまとめておきます。 
 

図 4-2 ソフトウェア開発手順 

 
 

   パソコン     HT1040 

 

デバッグ 

アセンブル・コンパイル 

アプリケーション実行 

� ICE/ROMICE 
� リモートデバッガ 

Sファイル作成 

FLASH メモリへ書き込み 
� PC からシリアル転送 
� 専用ライタ 

開発終了 

ソースファイルの編集 

文法エラー？

デバッグ完了？  

YES 

NO 

YES

NO
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5  仕様仕様仕様仕様 
本ボードの主な仕様を表 5-1に示します。 

表 5-1 HT1040仕様 

プロセッサ 日立  HD64F3069RF25V(H8/3069R) 
システムクロック 16MHz(原発振、分周可能) 
メモリ SRAM 16KB(CPU内蔵,バックアップ無) 

SRAM 512KB(バックアップ付) 
FLASH 512KB(CPU内蔵、書き換え回数 100回min.) 

システムリセット 電圧検出リセット部:S80842(セイコー電子) 
    検出電圧 4.099V(Min.) 4.200V(Typ.) 4.301V(Max.) 
外部リセット入力 

カレンダ時計 エプソントヨコム RX-4045SA(バックアップ付) 
シリアルポート 2チャンネル 

チャンネル 0,1 RS232C 
 (チャンネル 1は FLASHメモリ書き換えに使用) 

ボーレートジェネレータ 各チャンネル独立、CPU内蔵 
汎用入出力 35ビット(一部端子は他の I/O機能と重複) 
A/Dコンバータ CPU内蔵 10ビット 8チャンネル(変換時間 3.5μs) 
D/Aコンバータ CPU内蔵 8ビット 2チャンネル(変換時間 10μs) 
タイマ 16ビット 3チャンネル 

8ビット 4チャンネル 
ウォチドッグタイマ CPU内蔵 
バックアップ 0.1F電気二重層コンデンサ(電池併用可能) 

512KB SRAM最低保持電圧 2.0V 
カレンダ時計 計時最低電圧 1.15V 
バックアップ電流 1.45uA Typ. (@3.0V) 

基板サイズ 90.2×95.9×15.2mm（突出部を含まず） 
電源電圧 5V±5% 
消費電流 動作時 250mA(Typ.) 
動作温度範囲 0～60℃ 
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6 ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア機能機能機能機能 
この章では、HT1040 のハードウェア機能に関連する事項について説明します。
H8/3069の機能詳細については、ルネサステクノロジ発行の H8/3069R ハードウェア
マニュアルをご参照ください。 

6.1 ブロックブロックブロックブロック図図図図 
図 6-1に HT1040のブロック図を示します。 

図 6-1 HT1040ブロック図 
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6.2    コネクタコネクタコネクタコネクタ 

6.2.1 コネクタピンコネクタピンコネクタピンコネクタピン配列配列配列配列 
表 6-1から表 6-8にコネクタの信号配列を示します。表中、/印の付いた信号名はその
信号が負論理であることを示します。-印の端子は未使用です。また、/TXD0、/RXD0、
/TXD1、/RXD1は RS232Cレベルです。 

 
   表 6-1 CN1信号配列 

A1 /IOCHCHK B1 GND 
A2 SD7 B2 RESETDRV 
A3 SD6 B3 +5V 
A4 SD5 B4 - 
A5 SD4 B5 - 
A6 SD3 B6 - 
A7 SD2 B7 - 
A8 SD1 B8 - 
A9 SD0 B9 - 
A10 IOCHRDY B10 GND 
A11 AEN B11 /SMEMW 
A12 SA19 B12 /SMEMR 
A13 SA18 B13 /IOW 
A14 SA17 B14 /IOR 
A15 SA16 B15 (+5VPullUp) 
A16 SA15 B16 - 
A17 SA14 B17 (+5VPullUp) 
A18 SA13 B18 - 
A19 SA12 B19 (+5VPullUp) 
A20 SA11 B20 SYSCLK 
A21 SA10 B21 IRQ7 
A22 SA9 B22 - 
A23 SA8 B23 IRQ5 
A24 SA7 B24 IRQ4 
A25 SA6 B25 - 
A26 SA5 B26 (+5VPullUp) 
A27 SA4 B27 (+5VPullUp) 
A28 SA3 B28 (+5VPullUp) 
A29 SA2 B29 +5V 
A30 SA1 B30 - 
A31 SA0 B31 GND 
A32 GND B32 GND 
 

   表 6-2 CN2信号配列 

E1 /TXD1 F1 /RXD1 
E2 /TXD0 F2 /RXD0 
E3 GND F3 SYSCLK(P67)
E4 /LWR(P66) F4 /WR(P65) 
E5 /RD(P64) F5 /AS(P63) 
E6 P62(/BACK) F6 P61(/BREQ) 
E7 /IOCHRDY(P60) F7 /CS2(P82,IRQ2) 
E8 /CS0(P84) F8 AVCC 
E9 VREF F9 AN0 
E10 AN1 F10 AN2 
E11 AN3 F11 AN4 
E12 AN5 F12 AN6 
E13 AN7 F13 AVSS 
E14 PA0 F14 PA1 
E15 PA2 F15 PA3 
E16 PA4 F16 PA5 
E17 PA6 F17 PA7 
E18 /VPROG F18 VCC 
E19 PV0 F19 PV1 
E20 PV2 F20 PV3 
E21 PV4 F21 PV5 
E22 PV6 F22 PV7 
E23 TXD0 F23 RXD0 
E24 FWEX F24 /SHDN232 
E25 /IORESET F25 /RTCINT 
E26 SCK0 F26 SCK1 
E27 P40 F27 P41 
E28 P42 F28 P43 
E29 P44 F29 P45 
E30 P46 F30 P47 
E31 VCC F31 GND 
E32 BACKUP F32 /EXRESET 
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表 6-3 CN3信号配列 

1 GND 
2 /RxD1 
3 /TxD1 
4 +5V 
5 GND 

 

表 6-4 CN4信号配列 

1 +VBAT 
2 GND 
 
 
 
 

   表 6-5 CN2A信号配列 

1 VCC 2 GND 
3 /TXD1 4 /RXD1 
5 /TXD0 6 /RXD0 
7 AN0 8 AN1 
9 AN2 10 AN3 
11 AN4 12 AN5 
13 AN6 14 AN7 
15 PA0 16 PA1 
17 PA2 18 PA3 
19 PA4 20 PA5 
21 PA6 22 PA7 
23 PV0 24 PV1 
25 PV2 26 PV3 
27 PV4 28 PV5 
29 PV6 30 PV7 
31 P40 32 P41 
33 P42 34 P43 
35 P44 36 P45 
37 P46 38 P47 
39 SCK0 40 SCK1 

 
表 6-6 CN6信号配列 

1 USBPOWER 
2 USB2P 
3 USB2M 
4 GND 

表 6-7 CN7信号配列 

1 USBPOWER 
2 USB1P 
3 USB1M 
4 GND 
5 VCC 
6 POWERSENS
 
表 6-8 CN8信号配列 

1 BD0 
2 BD1 
3 BD2 
4 BD3 
5 BD4 
6 BD5 
7 BD6 
8 BD7 
9 3.3V 
10 GND 
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6.2.2 CN1信号機能信号機能信号機能信号機能 
CN1 には、CPU バス関連信号を配置しています。信号配置は PC/104 に準拠してい
ますが、バスドライブ能力やタイミング等完全には互換ではありませんのでご注意く
ださい。 

表 6-9 CN1信号機能 

信号名信号名信号名信号名    機能機能機能機能    
SYSCLK システムクロック出力です。HT1040では H8/3069の CLK出力がそのまま接続

されていますので、デフォールトデフォールトデフォールトデフォールトではではではでは 16161616MHzMHzMHzMHz がががが出力出力出力出力されますされますされますされます。。。。バスに接続さ
れる拡張モジュールで、SYSCLK に 8MHz を必要とするものがある場合は、
H8/3069 のクロック分周器を設定してこの端子に 8MHz が供給されるようにし
てください。設定方法は7.1.1節をご参照ください。H8/3069 のスタンバイ機能
を使用することで、この出力を停止することができます。 

SA[19:0] アドレス出力です。この端子は H8/3069 のポート 1,2,5 と兼用となっており、
H8/H8/H8/H8/3069306930693069 のののの動作動作動作動作モードモードモードモード 5,75,75,75,7 のときのときのときのときデフォールトデフォールトデフォールトデフォールトではではではではアドレスアドレスアドレスアドレス出力出力出力出力となりませとなりませとなりませとなりませ
んんんん。。。。ポート 1,2,5のディレクションレジスタを設定してアドレス出力としてくだ
さい。設定方法は7.1.2節をご参照ください。 

AEN この端子はプルダウンで Lに固定されています。PC/104バスに接続される拡張
モジュールは、通常 I/O アドレスデコードにこの信号が Lであることを使用して
います。 

SD[7:0] データ入出力バスです。 
/SMEMR PC/104バスに拡張されるモジュールに対する、メモリリード信号です。H8/3069

のアドレス空間 280000-2FFFFFが PC/104バスのメモリ空間 80000-FFFFFに
対応します。デフォールトデフォールトデフォールトデフォールトではこのではこのではこのではこの機能機能機能機能はははは無効無効無効無効となっていますとなっていますとなっていますとなっています。。。。7.1.7節をご参
照ください。 

/SMEMW PC/104バスに拡張されるモジュールに対する、メモリライト信号です。H8/3069
のアドレス空間 280000-2FFFFFが PC/104バスのメモリ空間 80000-FFFFFに
対応します。デフォールトデフォールトデフォールトデフォールトではこのではこのではこのではこの機能機能機能機能はははは無効無効無効無効となっていますとなっていますとなっていますとなっています。。。。7.1.7節をご参
照ください。 

/IOR PC/104 バスに拡張されるモジュールに対する、I/O リード信号です。H8/3069
のアドレス空間 200000-20FFFFが PC/104バスの I/O空間 0000-FFFFに対応
します。デフォールトデフォールトデフォールトデフォールトではこのではこのではこのではこの機能機能機能機能はははは無効無効無効無効となっていますとなっていますとなっていますとなっています。。。。7.1.7節をご参照く
ださい。 

/IOW PC/104 バスに拡張されるモジュールに対する、I/O ライト信号です。H8/3069
のアドレス空間 200000-20FFFFが PC/104バスの I/O空間 0000-FFFFに対応
します。デフォールトデフォールトデフォールトデフォールトではこのではこのではこのではこの機能機能機能機能はははは無効無効無効無効となっていますとなっていますとなっていますとなっています。。。。7.1.7節をご参照く
ださい。 

IOCHRDY H8/3069の/WAIT端子に接続されており、この信号が Hになるまでバスサイク
ルが延長されます。デフォールトデフォールトデフォールトデフォールトではこのではこのではこのではこの機能機能機能機能はははは無効無効無効無効となっていますとなっていますとなっていますとなっています。。。。バスに
接続するモジュールがこの機能を使用する場合は、バスコントロールレジスタを
設定して、この機能を有効にしてください。詳細は7.1.5節をご参照ください。

RESETDRV リセット出力です。ＨＨＨＨアクティブアクティブアクティブアクティブですのでごですのでごですのでごですのでご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。外部リセット入力
は/EXRESETです。RESETDRVにスイッチ等を接続しないでください。 

IRQ7 外部割込み入力です。H8/3069の IRQ0端子に割り当てられています。 
IRQ4 外部割込み入力です。H8/3069の IRQ4端子に割り当てられています。 
IRQ5 外部割込み入力です。H8/3069の IRQ5端子に割り当てられています。 
/IOCHCHK H8/3069のノンマスカブル割り込み入力/NMIに接続されています。 
 



    18 

6.2.3 CN2信号機能信号機能信号機能信号機能 
CN2には主に H8/3069の I/O信号端子が配置されています。 

表 6-10 CN2信号機能 

信号名信号名信号名信号名    機能機能機能機能    
PA[7:0] ポート A 入出力信号です。デフォールトでは入力となっていますが、H8/H8/H8/H8/3069306930693069

のののの動作動作動作動作モードモードモードモード 3333ではではではでは PA7PA7PA7PA7がががが強制的強制的強制的強制的にににに A20A20A20A20出力出力出力出力となりますのでごとなりますのでごとなりますのでごとなりますのでご注意注意注意注意くださいくださいくださいください。。。。
RM2 を実装してプルアップまたはプルダウンすることができます。なお、これ
らの端子は H8/3069内蔵の他の I/O機能(タイマ等)と兼用です。 

PV[7:0] 増設入力ポート V 入力信号です。 RM3 を実装してプルアップまたはプルダウ
ンすることができます。ポート Vは H8/3069のアドレス 220000でアクセスし
ます。 

P4[7:0] ポート 4入出力信号です。デフォールトでは入力となっています。RM1を実装
してプルアップまたはプルダウンすることができます。 

CLK/(P67) CN1の SYSCLKと同一の信号が接続されています。 
/LWR(P66) H8/3069の同名端子に接続されています。H8/3069動作モード 6,7以外では常に

/LWR出力となります。 
/WR(P65) H8/3069 の P65/HWR 端子に接続されています。H8/3069 動作モード 6,7 以外

では常に/HWR出力となります。 
/RD(P64) H8/3069 の P64/RD 端子に接続されています。H8/3069 動作モード 6,7 以外で

は常に/RD出力となります。 
/AS(P63) H8/3069の P63/AS端子に接続されています。H8/3069動作モード 6,7以外では

常に/AS出力となります。 
P62(/BACK) H8/3069の P62/BACK端子に接続されています。デフォールトでは P62入力と

なっており、出力として使用する場合や、/BACK として使用する場合は設定が
必要です。 

P61(/BREQ) H8/3069の P61/BREQ端子に接続されています。デフォールトでは P61入力と
なっており、出力として使用する場合や、/BREQ として使用する場合は設定が
必要です。 

/IOCHRDY 
(P60) 

H8/3069の P60/WAIT端子に接続されています。デフォールトでは P60入力と
なっており、出力として使用する場合や、/WAIT として使用する場合は設定が
必要です。なお、この信号は CN1の/IOCHRDYにも配置されていますので、出
力として使用する場合は CN1経由で接続される信号と競合のないようご注意く
ださい。 

P82 
(/CS2,/IRQ2)

H8/3069の P82/CS2/IRQ2端子に接続されています。デフォールトでは P82入
力となっていますが、通常この信号はオンボード 512KBSRAMの選択信号とし
て使用するよう設定して使用します。SRAMを使用しない場合は P82入出力ま
たは IRQ2として使用することができます。 

P84(/CS0) H8/3069の P84/CS0端子に接続されています。デフォールトでは P84入力とな
っています。 

SCK0 
(P94,/IRQ4)

H8/3069の P94/SCK0/IRQ4信号が接続されています。デフォールトではこの信
号は P94(汎用入出力)の入力ポートとなっています。SCK0入出力として使用す
る場合は設定が必要です。この端子には、CN1 の IRQ4 反転信号が接続されて
います。 

SCK1 
(P95,/IRQ5)

H8/3069の P95/SCK1/IRQ5信号が接続されています。デフォールトではこの信
号は P95(汎用入出力)の入力ポートとなっています。SCK1入出力として使用す
る場合は設定が必要です。この端子には、CN1 の IRQ5 反転信号が接続されて
います。 
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信号名信号名信号名信号名    機能機能機能機能    

/TxD0 RS232C レベルのチャンネル 0 送信データ出力です。H8/3069 の P90/TxD0 信
号がレベル変換回路を通して接続されています。デフォールトではこの信号は
P90(汎用入出力)の入力ポートとなっていますので、シリアルシリアルシリアルシリアル通信通信通信通信にににに使用使用使用使用するするするする場場場場
合合合合ははははモードモードモードモードをををを変更変更変更変更してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

/RxD0 RS232C レベルのチャンネル 0 受信データ入力です。レベル変換回路を通して
H8/3069のP92/RxD0に接続されています。デフォールトではこの信号はP92(汎
用入出力)の入力ポートとなっていますので、シリアルシリアルシリアルシリアル通信通信通信通信にににに使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合ははははモモモモ
ードードードードをををを変更変更変更変更してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

/TxD1 RS232C レベルのチャンネル 1 送信データ出力です。H8/3069 の P91/TxD1 信
号がレベル変換回路を通して接続されています。この信号は CN3にも接続され
ています。デフォールトではこの信号は P91機能(汎用入出力)の入力ポートとな
っていますので、シリアルシリアルシリアルシリアル通信通信通信通信にににに使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合ははははモードモードモードモードをををを変更変更変更変更してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。

/RxD1 RS232C レベルのチャンネル 1 受信データ入力です。レベル変換回路を通して
H8/3069の P93/RxD1に接続されています。この信号は CN3にも接続されてい
ます。デフォールトではこの信号は P93機能(汎用入出力)の入力ポートとなって
いますので、シリアルシリアルシリアルシリアル通信通信通信通信にににに使用使用使用使用するするするする場合場合場合場合ははははモードモードモードモードをををを変更変更変更変更してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

TxD0(P90) H8/3069 の内蔵シリアルポートチャンネル 0 の送信出力端子です。この端子は
P90(汎用入出力)と兼用です。デフォールトでは P90(汎用入出力)の入力ポートと
なっていますので、使用用途に応じてモードを変更してください。 

RxD0(P92) この端子には、チャンネル 0 の RS232C レベル変換回路を通った受信データ出
力が接続されています。この端子は H8/3069では P92(汎用入出力)と兼用です。
デフォールトでは P90(汎用入出力)の入力ポートとなっていますので、使用用途
に応じてモードを変更してください。 

/EXRESET 外部リセット入力端子です。 GND との間にスイッチを接続することができま
す。 

BACKUP メインの電源が切断された場合でもバックアップを必要とするデバイスの電源
を接続します。HT1040では 512KBSRAMと RTCの電源が接続されています。
この端子には電気二重層コンデンサが接続されています。注意注意注意注意：：：：外部電池外部電池外部電池外部電池はこはこはこはこ
のののの端子端子端子端子ではなくではなくではなくではなく、、、、CN4CN4CN4CN4 からからからから接続接続接続接続してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。 

AVREF H8/3069 内蔵 A/D コンバータの基準電圧入力です。デフォールトではボード上
で VCC に接続されていますが、JP7 をカットし他の電圧（ただし 0≦AVREF
≦VCC）を入力することができます。 

AN[7:0] H8/3069の P7/AN[7:0]/DA[1:0]に接続されています。RM4を実装してプルアッ
プまたはプルダウンすることができます。 

AVCC H8/3069内蔵 A/D変換回路部分の電源端子です。ボード上で他の回路用の VCC
に接続されていますが、JP5をカットし外部から供給することができます。 

AVSS H8/3069内蔵A/D変換回路部分のGND端子です。ボード上で他の回路用のGND
に接続されていますが、JP6をカットし外部から供給することができます。 

FWEX この端子の入力信号がH8/3069の FWE入力に接続されます。(FWEは H8/3069
の内蔵 FLASHメモリの書き込みを許可する信号です。) 

/VPROG この端子は 10kΩでプルアップされており、Lにすると VNC1Lはファームウェ
ア書き込みモードとなります。 

/SHDN232 通常はこの端子をオープンで使用します。この端子を L にすると、ボード上の
232Cドライバがシャットダウンモードとなります。(ただしこのとき送信はでき
なくなります。)  

/IORESET この端子に L にすると、CN1 の RESETDRV がアクティブとなり、PC/104 バ
スに接続された拡張ボードをリセットすることができます。この入力により
CPU はリセットされませんので、プログラムにより拡張ボードのリセットを行
うことが可能です。(たとえば汎用出力ポートを使って、H8/3069 内蔵ウォッチ
ドッグタイマ動作時に拡張ボードのリセットを出力するような場合に使用でき
ます。) 

/RTCINT カレンダ時計からの割り込み出力端子で、オープンドレインです。 
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6.2.4 CN2A信号機能信号機能信号機能信号機能 
CN2A には、CN2 に接続されている主な信号が 40 極にまとめられており、CN2 の
信号をピンヘッダ等で引き出す場合に使用することができます。信号機能について
は、表 6-10の同名信号機能説明をご参照ください。 

6.2.5 CN3信号機能信号機能信号機能信号機能 
CN3はシリアルチャンネル 1入出力および電源接続端子です。PCと接続してフラッ
シュメモリの書き換えをする場合は、この端子を使用します。 

 
表 6-11 CN3信号機能 

信号名信号名信号名信号名    機能機能機能機能    
+5V ボードの電源を供給します。CN1から電源を供給する場合は接続不要です。 
GND 電源およびコンソールの GNDに接続します。 
TxD1* H8/3069 内蔵シリアルポートのチャンネル１送信出力が RS232C レベル変換回

路を通して接続されています。この信号は CN2の E1にも接続されています。
RxD1* RS232C レベル変換回路を通して H8/3069 内蔵シリアルポートのチャンネル１

受信入力に接続されています。この信号は CN2の F1にも接続されています。
 
別売の PC 接続用ケーブル(HT1030-03)はこのコネクタに接続します。接続は次の通
りです。 

図 6-2 HT1030-03パソコン接続ケーブル結線 

6.2.6 CN4信号機能信号機能信号機能信号機能 
CN4はバックアップ用の電源接続用端子です。バックアップ機能については6.15節を
ご参照ください。CN4にはコネクタが実装されていません。 

表 6-12 CN4信号機能 

信号名信号名信号名信号名    機能機能機能機能    
+VBAT SRAM・RTCのバックアップ用に電池を接続する端子（プラス側）です。 
GND バックアップ用電池のマイナス側を接続します。 

   

RxD(2) (3)TxD1

TxD(3) (2)RxD1

DTR(4) (4)VCC

DSR(6) (5)GND

GND(5) (1)GND

RTS(7)

CTS(8)

    Dsub  9極コネクタ        HT1030 CN3
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6.2.7 CN5信号機能信号機能信号機能信号機能 
CN5 は、10baseT/100baseTX 用パルストランス内蔵のモジュラジャックです。LED
が内蔵されており、W5100の LED出力に接続されています。 

表 6-13 CN5 LED機能 

LEDLEDLEDLED    機能機能機能機能    
黄 リンク確立で点灯 

緑・オレンジ 緑点灯時は送信、オレンジ点灯時は受信 

6.2.8 CN6/CN6A信号機能信号機能信号機能信号機能 
CN6には VNC1Lの USBポート 2の信号が接続されています。CN6Aには USBの
Aタイプコネクタが実装されています。CN6にはコネクタが実装されていません。 

表 6-14 CN6信号機能 

信号名信号名信号名信号名    機機機機能能能能    
USBPOWER MAX1607 でスイッチされた USB 電源出力です。この端子に電源を供給するた

めには VNC1Lに設定が必要です。をご参照ください。この信号は USBポート
1/2共通に接続されています。 

USB2M USBポート 2の D-信号端子です。 
USB2P USBポート 2の D+信号端子です。 
GND GND 
 
なお CN6と CN6Aを同時に使用することはできません。CN6に搭載可能なコネクタ
の型式例は表 6-17をご参照ください。 

6.2.9 CN7/CN7A/CN7B信号機能信号機能信号機能信号機能 
CN7には VNC1L の USB ポート 1 の信号が接続されています。USB ポート 1 は、
VNC1L のファームウェアによりホストまたはデバイスとして使用することができま
す。(出荷時に書き込まれているファームウェアはホスト用です。)ホストとして使用
する場合はCN7AにAタイプUSBコネクタを、デバイスとして使用する場合はCN7B
に Bタイプ USBコネクタを実装することができます。CN7/CN7A/CN7Bにはコネク
タは実装されていません。搭載可能なコネクタの型式例は表 6-17をご参照ください。 

表 6-15 CN7信号機能 

信号名信号名信号名信号名    機能機能機能機能    
USBPOWER MAX1607でスイッチされた USB 電源出力です。この端子に電源を供給する

ためには VNC1Lに設定が必要です。をご参照ください。この信号は USBポ
ート 1/2共通に接続されています。 

USB1M USBポート 1の D-信号端子です。 
USB1P USBポート 1の D+信号端子です。 
POWERSENS USBポート 1をデバイスとして使用する場合のホスト接続検出信号です。 
VCC +5V 
GND GND 
なお CN7/CN7A/CN7B は同時に使用することはできませんので、使用する場合はい
ずれかにコネクタを実装してください。CN7Bを使用する場合は、HT1040の電源を
PC から供給することも可能です。この場合は JP4 にジャンパポストを実装し、1-2
間にジャンパソケットを取り付けてください。 
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CN7B に B タイプの USB コネクタを実装した場合は、PC に FTDI のドライバをイ
ンストールすることで HT1040のフラッシュメモリ書き換えを USB 経由で行うこと
ができます。内蔵フラッシュメモリ書きこみについては10章をご参照ください。 

6.2.10 CN8 
CN8は VNC1Lの汎用入出力ポート信号が接続されています。 
このポートの入出力レベルは 3.3V ですのでご注意ください。(入力は 5V までの電圧
が入力可能です。) CN8にはコネクタが実装されていません。 
 

表 6-16 CN8信号機能 

信号名信号名信号名信号名    機能機能機能機能    
BD[7:0] VNC1Lの汎用入出力信号です。デフォールトでは BD7は入力、BD[6:0]は出力

となっています。出力の初期値は Lです。 
+3.3V ボードの 3.3V電源出力が接続されています。 
GND GND 

6.2.11 コネクタコネクタコネクタコネクタ型式型式型式型式 
コネクタ型式等を表 6-17に示します。CN1、CN2、CN3、CN5および CN6Aは実装
済みです。その他のコネクタは実装可能なコネクタの型式例です。 
 

表 6-17 コネクタ型式 

コネクタコネクタコネクタコネクタ    メーカーメーカーメーカーメーカー    型式型式型式型式    備考備考備考備考    
CN1 ASTRON 25-0206-232-1G-R PC/104 J1スタックスルー 
CN2 ASTRON 25-0201-232-1G-R  
CN3 ヒロセ電機 A2-5PA-2.54DS(71) 適合ハウジング A2-5S-2.54C 

圧着ピン A1-2226SCC 
CN4 JST S2B-XH-A  
CN5 PULSE J0G-0007NL  
CN6 JST S4B-XH-A  
CN6A OMRON XM7A-0442-A  
CN7 JST S7B-XH-A  
CN7A OMRON XM7B-0442  
CN7B LUMBERG 2411 03  
CN8 ヒロセ電機 HIF3FC-10PA-2.54DS(71)  

6.3 ジャンパジャンパジャンパジャンパ設定設定設定設定 
ここでは機能別にジャンパの設定について説明します。なお、３極ポスト型のジャン
パはシルクで○印がある端子から 1、2、3 番ピンとなっています。0Ωチップ抵抗で
ショートしているジャンパは基板に表示がありませんので、図 6-3をご参照ください。 
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図 6-3 JP5～8位置 

6.3.1 動作動作動作動作モードモードモードモード(JP1,2) 
JP1,2は H8/3069の動作モードを選択するジャンパです。H8/3069にはモード 1から
7までの動作モードがありますが、HT1040はモード 5でご使用ください。JP1 ,JP2
の切替でモード３に設定することも可能ですが、モード３では CPU 内蔵のフラッシ
ュメモリが無効となるため、HT1040 の外部にメモリ増設が必要です。モード 3 は
ROM インサーキット形のデバッガを接続するために ROM ソケットを拡張バスに接
続して使用するような場合にご使用ください。JP1,2 は出荷時動作モードがモード 5
となるように設定されています。ジャンパは表 6-18に示された組み合わせ以外には
設定しないでください。 

表 6-18 H8/3069動作モード設定 

JP1JP1JP1JP1    JP2JP2JP2JP2  動作動作動作動作モードモードモードモード    
1-2 2-3 モード 3(内蔵フラッシュ禁止、外部バス有効) 
2-3 1-2 モード 5(内蔵フラッシュ有効・外部バス有効、出荷時設定)  

 

6.3.2 ブートモードブートモードブートモードブートモード・・・・ユーザモードユーザモードユーザモードユーザモード選択選択選択選択(JP3) 
JP3は、リセット時にブートモード(フラッシュメモリ書換)とするか、ユーザモード(フ
ラッシュメモリに書き込まれているプログラム実行)とするかを設定するジャンパで
す。出荷時 JP3は 1-2に設定されており、SW1でモード選択します。 

表 6-19 オプションメモリタイプのジャンパ設定 

JP3JP3JP3JP3    機能機能機能機能    
1-2 ブートモードかユーザモードかは SW1の状態で設定されます。(出荷時設定) 
2-3 ブートモード 
なし ユーザモード(ブートモード禁止) 

 

JP5 
JP7 
JP6 

JP8 
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6.3.3 バスパワーバスパワーバスパワーバスパワー(JP4) 
JP4は、CN7B にタイプ B の USB コネクタを実装した場合に、この USB コネクタ
から HT1040の電源を供給するかどうかを設定するジャンパです。出荷時には部品が
取り付けられていませんので、USB コネクタから電源の供給を受ける場合は JP4 を
実装し、1-2にソケットを取り付けてください。 

表 6-20 バスパワー選択 

JP4JP4JP4JP4    機能機能機能機能    
1-2 HT1040の電源を CN7Bから供給します。 
2-3 HT1040の電源を CN7B以外から供給します。 

 
《注意》 
JP4を 1-2に設定した場合は、HT1040の電源を USBコネクタ CN7B以外から供給
しないでください。外部電源と USBコネクタから供給された 5Vとが競合し、接続し
た PCに損傷を与える可能性があります。 
USBデバイスはデフォールトで最大消費電流が 100mA以下と規定されていますが、
HT1040 の消費電流は 250mA(Typ.)のため、バスパワーで接続する場合は USB 規格
には適合しませんのでご注意ください。 

6.3.4 A/Dコンバータコンバータコンバータコンバータ(JP5,6,7) 
JP5から 7は H8/3069内蔵 A/D コンバータ部の電源と基準電圧の供給をボード内か
ら行うか、外部から行うかの切り替えジャンパです。出荷時は全てのジャンパが 0 オ
ームのチップ抵抗で接続されていますので、切り替えが必要な場合はこれらの抵抗を
取り外してください。 

表 6-21 A/Dコンバータ電源周辺ジャンパ設定 

ジャンパジャンパジャンパジャンパ    機能機能機能機能    
JP5 AVCC(A/Dコンバータ部の VCC)をシステムの VCCに接続しています。ジャンパ

をはずした場合は CN2-F8から A/Dコンバータ部の VCCを供給してください。
JP6 AVSS(A/Dコンバータ部の GND)をシステムの GNDに接続しています。ジャンパ

をはずした場合は CN2-F13から A/Dコンバータ部の GNDを接続してください。
JP7 VREF(A/D コンバータの基準電圧)をシステムの VCC に接続しています。ジャン

パをはずした場合は CN2-E9 から A/D コンバータの基準電圧を供給してくださ
い。 

 

6.3.5 オンボードオンボードオンボードオンボード SRAM有効有効有効有効・・・・無効無効無効無効(JP8) 
JP8 は、ボード上の SRAM を有効・無効を設定するジャンパです。出荷時にはジャ
ンパが 0 オームのチップ抵抗で接続されており、SRAM は有効になっています。ボ
ード上の SRAMを無効にする場合は、抵抗を取り外してください。 
ボード上の SRAMを無効にした場合、CN2に接続されている CPUの/CS2を使用し
て外部にさらに大容量のメモリを増設することができます。 

表 6-22 SRAM有効・無効 

JP8JP8JP8JP8    機能機能機能機能    
Short ボード上の SRAMが使用できます。 
Open ボード上の SRAMは使用できなくなります。 
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6.4 モードスイッチモードスイッチモードスイッチモードスイッチ(SW1) 
モードスイッチはブートモードとユーザモードを切替するスイッチです。 

表 6-23 モードスイッチ設定 

スイッチ位置 動作モード 
USER JP1,2で設定された動作モード 
BOOT ブートモード 

 
なお JP3 のジャンパソケットを取り外すと、SW1 によるブートモード設定が禁止さ
れますので、SW1の誤切替でブートモードに設定されることを防止できます。 

6.5 TP 
HT1040には、TP1から TP3までの 3つのテスト用端子が用意されています。部品は
取り付けられていませんので、必要に応じてチェック端子等を取り付けてご使用くだ
さい。 

表 6-24 TP機能 

TPTPTPTP    機能機能機能機能    
TP1 GNDに接続されています。 
TP2 /EXRESETに接続されています。 
TP3 Lレベルを入力すると、ブートモードで CPUの/NMI端子を Hにします。 

TP3については6.13節をご参照ください。 
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6.6 メモリメモリメモリメモリ,I/Oマップマップマップマップ 
H8/3069のメモリ選択信号出力は、バ
スコントロールレジスタ (BCR)の
RDEAビットが 1の場合、全メモリ空
間が 2MBずつ 8つのエリアに分割さ
れ、それぞれのエリアに対応した/CS0
～/CS7 で接続するデバイスを選択す
ることができます。HT1040 では、
/CS1 と/CS2 のエリアを使用していま
す。 
図 6-4に出荷時のジャンパ設定(モー
ド 5)に対応した HT1040 のメモリマ
ップを示します。モード 3では先頭部
分のフラッシュメモリが無効となる
以外、メモリマップは同一です。 
H8/3069 では、I/O もメモリ空間に割
り当てられます。拡張バスでサポート
される PC/104 モジュールは通常 I/O
アドレス空間に割り当てられている
ため、HT1040 では CPU からみた特
定のアドレス範囲が PC/104 バスの
I/O アドレス空間となるようにマッピ
ングされています。詳細は6.6.4項をご
参照ください。 
メモリマップで空白の領域は未使用
です。Reserved の領域はデコードの
簡略化によるイメージが出現するた
め、使用することができません。 
 
 

6.6.1 512KB SRAM 
出荷時のジャンパ設定(JP8 がショートの状態)で、512KB SRAM は 400000 から
47FFFF までを占有します。ただし、SRAM を選択する/CS2 出力は電源投入直後無
効となっていますので、H8/3069の関連するレジスタを設定する必要があります。詳
しくは7.1.6節をご参照ください。このメモリは電気二重層コンデンサでバックアップ
されています。 

6.6.2 H8/3069内蔵内蔵内蔵内蔵 SRAM 
FFBF20から FFFF1Fまでの 16KBは H8/3069内蔵の SRAM領域です。この SRAM
は電源投入直後から有効となっていますが、システムコントロールレジスタ(SYSCR)
の設定により無効にすることができます。設定については6.7.13項をご参照くださ
い。なお、このメモリはバックアップ対象とはなりませんのでご注意ください。 

 
0 000 00 

0 800 00 

 

2 000 00 

2 100 00 

2 200 00 

2 200 01 

2 400 00 

2 480 00 

2 800 00 

3 000 00 

4 000 00 

4 800 00 

6 000 00 

 

E 000 00 

F EE0 00 

F EE1 00 

F FBF 20 

F FFF 20 

F FFF EA 

機能割り当て       エリア分割

FLAS H(512KB) 

 

 

 

(エリア 0) 

PC/ 104 I/O 

(re served) 

PortV 

(re served) 

W5100 

(re served) 

PC/104 MEMORY  

(re served) 

 

 

(エリア 1) 

SRAM(512KB) 

(re served) 
(エリア 2) 

 
(エリア 3～ 6) 

 

I/O REGISTERS  

 

SRA M(16KB) 

I/O REGISTERS  

 

 
 

(エリア 7) 

0 7FF FF 

 

1 FFF FF 

2 0FF FF 

2 1FF FF 

 

2 3FF FF 

2 47F FF 

2 7FF FF 

2 FFF FF 

3 FFF FF 

4 7FF FF 

5 FFF FF 

 

D FFF FF 

F EDF FF 

F EE0 FF 

F FBF 1F 

F FFF 1F 

F FFF E9 

F FFF FF 

図 6-4 メモリマップ 
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6.6.3 H8/3069内蔵内蔵内蔵内蔵 FLASHメモリメモリメモリメモリ 
000000から 07FFFFまでの 512KBは H8/3069内蔵 FLASHメモリが占有していま
す。(H8/3069動作モード 3ではこの FLASHメモリは無効となります。)このメモリ
は通常作成したアプリケーションを保存するために使用されます。占有アドレスは変
更することができません。FLASH メモリはブートモードによる書き換えのほか、ア
プリケーションプログラムからの書き換えも可能です。 
アプリケーションから書き換えを行う場合は、CN2の FWEX端子を正しく制御する
必要があります。詳細は H8/3069R F-ZTATハードウェアマニュアル 18章をご参照く
ださい。 

6.6.4 CN1拡張拡張拡張拡張バスバスバスバス空間空間空間空間 
200000-20FFFFまでは、CN1を通して拡張する増設ボードの I/O空間に割り当てら
れています。CN1の信号配置は PC/104規格に準拠しているため、弊社 HTシリーズ
の I/O モジュールをスタッキング接続することができます。PC/104 規格が想定して
いる CPU は x86 系のバスのため、I/O およびメモリがそれぞれ別のアドレス空間を
もっています。一方 H8/3069では I/Oアドレス空間の概念はなく、I/Oもメモリも同
一の空間にマッピングされるため、HT1040では CN1で拡張される I/O空間 0000～
FFFFを上記のように 200000～20FFFFにマッピングしています。 
280000-2FFFFFまでは、CN1を通して拡張する増設ボードのメモリ空間に割り当て
られています。CN1を通して増設される PC/104バスのメモリ空間のアドレス 80000
～FFFFF までとなります。(通常、80000 より下位のメモリ空間を占有する PC/104
拡張モジュールはありません。) 

6.6.5 ポートポートポートポート V 
ポート Vは入力専用の 8ビットポートで、アドレス 220000番地を占有します。ポー
ト V についてはをご参照ください。アドレスデコード簡略化のため実際には 220001
～23FFFFまでイメージが存在しています。 

6.6.6 W5100 
W5100は 240000～247FFFを占有します。 
W5100のレジスタについては6.10節をご参照ください。 

6.7 H8/3069内蔵内蔵内蔵内蔵 I/Oレジスタレジスタレジスタレジスタ 
H8は I/Oとメモリの区別がなくどちらもメモリ空間にマッピングされており、I/Oに
関連するレジスタは FEE000～FEE0FF、FFFF20～FFFFE9 までを占有していま
す。I/O機能詳細については、H8/3069 R F-ZTATハードウェアマニュアルをご参照
ください。 
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表 6-25 HT1040初期設定に関連する内蔵 I/Oアドレス 

名称名称名称名称    R/WR/WR/WR/W    アドレスアドレスアドレスアドレス    機能機能機能機能    リセットリセットリセットリセット時時時時  
ASTCR R/W FEE021 アクセスステートコントロールレジスタ FF 
BCR R/W FEE024 バスコントロールレジスタ C6 
DIVCR R/W FEE01B 分周比コントロールレジスタ FC 
IER R/W FEE015 IRQイネーブルレジスタ 00 
IPRA R/W FEE018 インタラプトプライオリティレジスタ A 00 
ISCR R/W FEE014 IRQセンスコントロールレジスタ 00 
ISR R/W FEE016 IRQステータスレジスタ 00 
P1DDR W FEE000 ポート 1データディレクションレジスタ FF/00 
P2DDR W FEE001 ポート 2データディレクションレジスタ FF/00 
P5DDR W FEE004 ポート 5データディレクションレジスタ FF/F0 
P8DDR W FEE007 ポート 8データディレクションレジスタ F0/E0 
PBDDR W FEE00A ポート Bデータディレクションレジスタ 00 
SYSCR R/W FEE012 システムコントロールレジスタ 09 
WCRL R/W FEE023 ウェイトコントロールレジスタ L FF 
 
以下の項では、H8/3069内蔵レジスタのうち HT1040を使用するために最低限設定し
なければならないレジスタを中心に簡単に説明します。 

6.7.1 ASTCR 
アクセスステートコントロールレジスタは、H8/3069の 8つに分割されたメモリ空間
のアクセスサイクルを 2ステートあるいは 3ステートに設定します。(アクセスステー
トについては、H8/3069R F-ZTAT ハードウェアマニュアル 6.4.5 項をご参照くださ
い。)図 6-5にASTCRの構成を、表 6-26に各ビットの機能を示します。詳細はH8/3069 
R F-ZTATハードウェアマニュアル 6.2.2項をご参照ください。 

 
bit7 Bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 Bit1 bit0 

AST7 AST6 AST5 AST4 AST3 AST2 AST1 AST0 
図 6-5 アクセスステートコントロールレジスタ(ASTCR)の構成 

表 6-26 ASTCRのビット機能 

AST[7:0]AST[7:0]AST[7:0]AST[7:0]    機能機能機能機能    
0 2ステートアクセス空間に設定します。 
1 3ステートアクセス空間に設定します。 

初期値は 0xFF で全エリア 3 ステートアクセスに設定されます。HT1040 を 16MHz
システムクロックで使用する場合は、3 ステートアクセスでご使用ください。8MHz
で使用する場合は、2ステートアクセスも設定可能です。 

6.7.2 BCR 
バスコントロールレジスタはアイドルサイクルの挿入許可／禁止、エリア分割単位の
選択、メモリマップの選択、/WAIT入力の許可禁止を設定するレジスタです。アイド
ルサイクルについては H8/3069R F-ZTATハードウェアマニュアル 6.9章をご参照く
ださい。図 6-6に BCR の構成を、表 6-27に各ビットの機能を示します。詳細は
H8/3069R F-ZTATハードウェアマニュアル 6.2.5項をご参照ください。 
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bit7 Bit6 Bit5 bit4 bit3 bit2 Bit1 bit0 

ICIS1 ICIS0 BROME BRSTS1 BRSTS0 EMC RDEA WAITE
図 6-6 バスコントロールレジスタ(ＢCR)の構成 

 
表 6-27 BCRのビット機能 

ビットビットビットビット    機能機能機能機能    
ICIS1 異なるエリアの外部バスサイクル間にアイドルサイクルを挿入するかしないか

を選択します。0:挿入しない 1:挿入する(初期値) 
ICIS0 外部リードサイクルと外部ライトサイクルが連続する場合、バスサイクル間に

アイドルサイクルを挿入するかしないかを選択します。 
0:挿入しない 1:挿入する(初期値) 

BROME エリア 0をバースト ROMインターフェースとするかどうか選択します。 
0:基本バスインターフェース(初期値) 1:バースト ROMインターフェース 

BRSTS1 バースト ROMインターフェースのバーストサイクル数 
0:2ステート(初期値)  1:3ステート 

BRSTS0 バーストアクセスワード数を選択します。0:4ワード(初期値)  1:8 ワード 
EMC メモリマップを変更します。初期値は 1です。(H8/3069R F-ZTATハードウェ

アマニュアル 3.6節をご参照ください。) 
RDEA エリア分割単位を選択します。 

0: エリア分割不均一(H8/3069R F-ZTATハードウェアマニュアル 6.3.1項をご
参照ください。) 
1:エリア分割は 2MBとなります。 

WAITE /WAIT端子によるウェイト入力の許可禁止を選択します。 
0:禁止(初期値)  1:許可 

初期値は 0xC6 ですが、/WAIT 入力(CN1 IOCHRDY 入力)を使用する場合は、0xC7
を設定してください。外部接続回路およびオプションメモリソケットを使用しない場
合は、ICIS0/ICIS1を 0に設定してアクセスサイクルを早めることが可能です。バス
を使用して増設される各デバイスのデータバス出力イネーブル・ディスエーブル時間
を考慮してアイドルサイクルが不要かどうか検討することができますが、通常はデフ
ォールトのまま 1を設定することをお勧めします。 

6.7.3 DIVCR 
分周比コントロールレジスタはシステムクロック用分周器の分周比を選択するレジ
スタです。分周器については H8/3069R F-ZTATハードウェアマニュアル 19.5節をご
参照ください。図 6-7に DIVCRの構成を、表 6-28に各ビットの機能を示します。 

 
Bit7 Bit6 Bit5 bit4 bit3 bit2 Bit1 Bit0 

- - - - - - DIV1 DIV0 
図 6-7 分周比コントロールレジスタ(DIVCR)の構成 

表 6-28 DIVCRのビット機能 

ビットビットビットビット    ビットビットビットビット    機能機能機能機能    
0 0 1/1(初期値) 
0 1 1/2 
1 0 1/4 
1 1 1/8 

初期値は 0xFCで、HT1040では 16MHzシステムクロックとなっています。CN1に
接続する拡張ボードがこのシステムクロックに対応していない場合や、システムクロ
ックを低くして消費電流を低く抑えたい場合に、設定比をかえることができます。 
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6.7.4 IER 
IRQイネーブルレジスタは、IRQ5～IRQ0の割り込み許可／禁止を制御するレジスタ
です。図 6-8に IERの構成を、表 6-29に各ビットの機能を示します。詳細はH8/3069R 
F-ZTATハードウェアマニュアル 5.2.4項をご参照ください。 

 
bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 

- - IRQ5E IRQ4E IRQ3E IRQ2E IRQ1E IRQ0E
図 6-8 IRQイネーブルレジスタ(IER)の構成 

表 6-29 IERのビット機能 

IRQxEIRQxEIRQxEIRQxE    機能機能機能機能    
0 対応する IRQの割り込みを禁止します。(初期値) 
1 対応する IRQの割り込みを許可します。 

このレジスタの初期値は 0x00で、すべての割り込みは禁止されています。 
なお HT1040では H8/3069の IRQ0, IRQ4, IRQ5を CN1の外部割込み入力に、IRQ1
を W5100 の割り込みに使用しています。また IRQ2 および IRQ3 に対応するピンの
機能を/CS2,/CS1 として使用しているため、HT1040 ではこれらの外部割込みは使用
できません。 

6.7.5 IPRA 
インタラプトプライオリティレジスタ Aは、各割り込み要求のプライオリティレベル
を設定するレジスタです。図 6-9に IPRAの構成を、表 6-30に各ビットの機能を示し
ます。詳細は H8/3069R F-ZTATハードウェアマニュアル 5.2.2項をご参照ください。 

 
bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 

IPRA7 IPRA6 IPRA5 IPRA4 IPRA3 IPRA2 IPRA1 IPRA0
図 6-9 インタラプトプライオリティレジスタ(IPRA)の構成 

表 6-30 IPRAのビット機能 

IPRAxIPRAxIPRAxIPRAx    機能機能機能機能    
IPRA7 0: IRQ0割り込み要求プライオリティレベルを 0にします。(初期値) 

1: IRQ0割り込み要求プライオリティレベルを 1にします。 
IPRA6 0: IRQ1割り込み要求プライオリティレベルを 0にします。(初期値) 

1: IRQ1割り込み要求プライオリティレベルを 1にします。 
IPRA5 0: IRQ2/3割り込み要求プライオリティレベルを 0にします。(初期値) 

1: IRQ2/3割り込み要求プライオリティレベルを 1にします。 
IPRA4 0: IRQ4/5割り込み要求プライオリティレベルを 0にします。(初期値) 

1: IRQ4/5割り込み要求プライオリティレベルを 1にします。 
IPRA3 0: WDT,DRAM I/F, A/D割り込み要求プライオリティレベルを0にします。(初期値) 

1: WDT,DRAM I/F, A/D割り込み要求プライオリティレベルを 1にします。
IPRA2 0: 16bitタイマCH0割り込み要求プライオリティレベルを0にします。(初期値) 

1: 16bitタイマ CH0割り込み要求プライオリティレベルを 1にします。 
IPRA1 0: 16bitタイマCH1割り込み要求プライオリティレベルを0にします。(初期値) 

1: 16bitタイマ CH1割り込み要求プライオリティレベルを 1にします。 
IPRA0 0: 16bitタイマCH2割り込み要求プライオリティレベルを0にします。(初期値) 

1: 16bitタイマ CH2割り込み要求プライオリティレベルを 1にします。 
このレジスタの初期値は 0x00 で、すべての割り込みのプライオリティレベルは 0 に
なっています。 
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6.7.6 ISCR 
IRQセンスコントロールレジスタは、IRQ5～IRQ0の割り込み入力レベルセンスまた
は立下りエッジを選択するレジスタです。図 6-10に ISCRの構成を、表 6-31に各ビ
ットの機能を示します。詳細は H8/3069R F-ZTAT ハードウェアマニュアル 5.2.5 項
をご参照ください。 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 
- - IRQ5SC IRQ4SC IRQ3SC IRQ2SC IRQ1SC IRQ0SC
図 6-10 IRQセンスコントロールレジスタ(ISCR)の構成 

表 6-31 ISCRのビット機能 

IRQXSCIRQXSCIRQXSCIRQXSC    機能機能機能機能    
0 対応する IRQの Lowレベルで割り込み要求を発生します。(初期値) 
1 対応する IRQの立下りエッジで割り込み要求を発生します。 

このレジスタの初期値は 0x00で、すべての割り込みは Lowレベル割り込みに設定さ
れています。 
 
HT1040 の外部バス割り込み入力はインバータを通して H8/3069 に接続されている
ため、このレジスタの対応するビットに 0が設定されている場合は Highレベルで、
1 が設定されている場合は立ち上がりエッジで割り込み要求が発生しますのでご注
意ください。 

6.7.7 ISR 
IRQステータスレジスタは、IRQ5～IRQ0の割り込み要求ステータスを読み出すレジ
スタです。このレジスタへの書き込みにより、ステータスを 0クリアすることができ
ます。図  6-11に ISR の構成を、表  6-32に各ビットの機能を示します。詳細は
H8/3069R F-ZTATハードウェアマニュアル 5.2.3項をご参照ください。 

 
Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 

- - IRQ5F IRQ4F IRQ3F IRQ2F IRQ1F IRQ0F
図 6-11 IRQステータスレジスタ(ISR)の構成 

表 6-32 ISRのビット機能 

IRQxFIRQxFIRQxFIRQxF    機能機能機能機能    
0 IRQnF=1 の状態でこのレジスタを読み出し、IRQnF に 0 を書き込みす

ると該当するビットは 0クリアされます。 
レベル割り込みが設定されているとき、対応する割り込み入力が Highレ
ベルで割り込み例外処理を実行したとき 0クリアされます。 
エッジ割り込みが設定されているとき、対応する割り込み例外処理を実
行すると 0クリアされます。 

1 外部割込み発生条件が成立したとき 1にセットされます。 
このレジスタの初期値は 0x00です。 
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6.7.8 P1DDR 
ポート 1データディレクションレジスタは、ポート 1各端子の入出力をビット単位に
指定するレジスタです。図 6-12に P1DDRの構成を、表 6-33に各ビットの機能を示
します。詳細は H8/3069R F-ZTAT ハードウェアマニュアル 8.2.2 項をご参照くださ
い。ポート 1[7:0]はアドレス A[7:0]と兼用されており、このレジスタで機能を選択し
ます。 

 
Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 

P17DDR P16DDR P15DDR P14DDR P13DDR P12DDR P11DDR P10DDR
図 6-12 ポート 1データディレクションレジスタ(P1DDR)の構成 

表 6-33 P1DDRのビット機能 

P1XddRP1XddRP1XddRP1XddR    機能機能機能機能    
0 対応するポート 1の端子は入力ポートとなります。 
1 モード 5 では、対応する端子をアドレス出力に設定します。モード 7 で

は出力ポートとなります。 
H8/3069動作モード 3では初期値は 0xFFで、ポート 1はアドレス出力として機能し
ます。モード3ではこのレジスタ設定値を変更できません。モード5では初期値が0x00
ですので、(外部バスが使用できるよう)0xFFを設定してください。 

6.7.9 P2DDR 
ポート 2データディレクションレジスタは、ポート 2各端子の入出力をビット単位に
指定するレジスタです。図 6-13に P2DDRの構成を、表 6-34に各ビットの機能を示
します。詳細は H8/3069R F-ZTAT ハードウェアマニュアル 8.3.2 項をご参照くださ
い。ポート 2[7:0]はアドレス A[15:8]と兼用されており、このレジスタで機能を選択し
ます。 

 
Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 

P27DDR P26DDR P25DDR P24DDR P23DDR P22DDR P21DDR P20DDR
図 6-13 ポート 2データディレクションレジスタ(P2DDR)の構成 

表 6-34 P2DDRのビット機能 

P2xDDRP2xDDRP2xDDRP2xDDR    機能機能機能機能    
0 対応するポート 2の端子は入力になります。 
1 モード 5 では、対応する端子をアドレス出力に設定します。モード 7 で

は出力ポートとなります。 
H8/3069動作モード 3では初期値は 0xFFで、ポート 2はアドレス出力として機能し
ます。モード3ではこのレジスタ設定値を変更できません。モード5では初期値が0x00
ですので、(外部バスが使用できるよう)0xFFを設定してください。 

6.7.10 P5DDR 
ポート 5データディレクションレジスタは、ポート 5各端子の入出力をビット単位に
指定するレジスタです。図 6-14に P5DDRの構成を、表 6-35に各ビットの機能を示
します。詳細は H8/3069R F-ZTAT ハードウェアマニュアル 8.6.2 項をご参照くださ
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い。ポート 5[3:0]はアドレス A[19:16]と兼用されており、このレジスタで機能を選択
します。 

 
Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 

- - - - P53DDR P52DDR P51DDR P50DDR
図 6-14 ポート 5データディレクションレジスタ(P5DDR)の構成 

表 6-35 P5DDRのビット機能 

P5xDDRP5xDDRP5xDDRP5xDDR    機能機能機能機能    
0 対応するポート 5の端子は入力になります。 
1 モード 5 では、対応する端子をアドレス出力に設定します。モード 7 で

は出力ポートとなります。 
H8/3069動作モード 3では初期値は 0xFFで、ポート 5はアドレス出力として機能し
ます。モード 3 ではこのレジスタ設定値を変更できません。モード 5 では初期値が
0xF0ですので、(外部バスが使用できるよう)0xFFを設定してください。 

 

6.7.11 P8DDR 
ポート 8データディレクションレジスタは、ポート 8各端子の入出力をビット単位に
指定するレジスタです。図 6-15に P8DDRの構成を、表 6-36に各ビットの機能を示
します。詳細は H8/3069R F-ZTAT ハードウェアマニュアル 8.9.2 項をご参照くださ
い。ポート 8[4:1]は/CS[0:3]と兼用されており、このレジスタで機能を選択します。 

 
Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 

- - - P84DDR P83DDR P82DDR P81DDR P80DDR
図 6-15 ポート 8データディレクションレジスタ(P8DDR)の構成 

表 6-36 P8DDRのビット機能 

P8xDDRP8xDDRP8xDDRP8xDDR    機能機能機能機能    
0 対応するポート 8の端子は入力ポートとなります。 
1 モード 3/5では、対応する端子を/CS出力に設定します。モード 7では出

力ポートとなります。 
※ポートと/CSの対応 
P84  /CS0 
P83  /CS1 
P82  /CS2 
P81  /CS3 

H8/3069動作モード3での初期値は0xF0(/CS0のみ有効)、モード5では初期値が0xE0
ですので、HT1040では 0xECを設定して/CS1と/CS2を有効にしてください。 

6.7.12 PBDDR 
ポート Bデータディレクションレジスタは、ポート B各端子の入出力をビット単位に
指定するレジスタです。図 6-13に PBDDRの構成を、表 6-34に各ビットの機能を示
します。ポート B[7:0]はリアルタイムクロック RX-4045SAおよび USBコントローラ
VNC1Lの制御に使用されています。 
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Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 
PB7DDR PB6DDR PB5DDR PB4DDR PB3DDR PB2DDR PB1DDR PB0DDR
図 6-16 ポート Bデータディレクションレジスタ(PBDDR)の構成 

表 6-37 PBDDRのビット機能 

PBxDDRPBxDDRPBxDDRPBxDDR    機能機能機能機能    
0 対応するポート Bの端子は入力になります。 
1 対応するポート Bの端子は出力になります。 

H8/3069 動作モード 3/5 では初期値は 0x00 で、入力ポートとなっています。ポート
Bは H8/3069の SCI等他の I/O機能と兼用端子のため、端子機能は PBDDRのほか、
SCR2 や SMCR2 等の他のレジスタ設定によって決まります。詳細は H8/3069R 
F-ZTAT ハードウェアマニュアル 8.12.2 項をご参照ください。HT1040 では RTC や
USBコントローラのアクセスに SCI2を使用するため、PBDDRには 0x33を設定し
てください。 

6.7.13 SYSCR 
システムコントロールレジスタは、ソフトウェアスタンバイモード制御、CCR の UI
ビット機能、NMIエッジ選択、H8/3069内蔵 SRAMの有効/無効選択を行うレジスタ
です。図 6-17に SYSCR の構成を、表 6-38に各ビットの機能を示します。詳細は
H8/3069R F-ZTATハードウェアマニュアル 3.3節をご参照ください。 

 
Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 

SSBY STS2 STS1 STS0 UE NMIEG SSOE RAME
図 6-17 システムコントロールレジスタ(SYSCR)の構成 

表 6-38 SYSCRのビット機能 

ビットビットビットビット    機能機能機能機能    
SSBY 0:SLEEP命令実行でスリープモードに遷移(初期値) 

1: SLEEP命令実行でソフトウェアスタンバイモードへ遷移 
STS[2:0] スタンバイ解除の際の、内部クロック安定までの待機時間を選択します。

STS2 STS1 STS0    待機時間 
  0     0     0   8192ステート(初期値) 
  0     0     1   16384ステート 
  0     1     0   32768ステート 
  0     1     1   65536ステート 
  1     0     0   131072ステート 
  1     0     1   262144ステート 
  1     1     0   1024ステート 

UE 0:CCRの UIビットを割り込みマスクビットとして使用 
1:CCRの UIビットをユーザービットとして使用(初期値) 

NMIEG 0:NMI端子の立下りエッジで割り込み要求を発生(初期値) 
1:NMI端子の立上がりエッジで割り込み要求を発生 

SSOE 0:ソフトウェアスタンバイ時アドレス、バスコントロール信号は Hi-Z(初
期値) 
1:ソフトウェアスタンバイ時アドレス保持、バスコントロール信号は H

RAME 0:内蔵 RAM無効  1:内蔵 RAM有効(初期値) 
SYSCRの初期値は 0x09です。 
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6.7.14 WCRL 
ウェイトコントロールレジスタは、各エリアのプログラムウェイト数を設定するレジ
スタです。図 6-18に WCRL の構成を、表 6-39に各ビットの機能を示します。詳細
は H8/3069R F-ZTATハードウェアマニュアル 6.2.3項をご参照ください。 

 
bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 
W31 W30 W21 W20 W11 W10 W01 W00 

図 6-18 ウェイトコントロールレジスタ(WCRL)の構成 

表 6-39 WCRLのビット機能 

Wx1Wx1Wx1Wx1    Wx0Wx0Wx0Wx0    機能機能機能機能    
0 0 ウェイトを挿入しない 
0 1 1ステートウェイト 
1 0 2ステートウェイト 
1 1 3ステートウェイト(初期値) 

W31,W30はエリア 3、W21,W20はエリア 2、W11,W10はエリア 1、W01,W00はエ
リア 0のウェイト数を設定します。ウェイト挿入機能はアクセスステート数が 3ステ
ートの場合(ASTCRの該当ビットが 1の場合)にのみ有効です。 
初期値は 0xFFで、全エリア 3ウェイトの挿入となりますので、必要に応じて設定を
変更してください。この設定は H8/3069に外部で接続されるデバイスにのみ有効で、
H8/3069内蔵の I/Oアクセスサイクル数は常に固定です。外部バスに増設するデバイ
スのアクセスタイムは、このレジスタおよび ASTCR、DIVCRの設定によって変わり
ます。詳細は表 6-40をご参照ください。 

表 6-40 デバイスアクセスタイム 

3 state access 
SYSCLK 2 state access No wait 1 wait 2 wait 3 wait 

8MHz 150ns 250ns 400ns 540ns 670ns 
16MHz 40ns 100ns 150ns 200ns 250ns 

6.8 外部割外部割外部割外部割りりりり込込込込みみみみ 
H8/3069には IRQ0～5と、NMIが外部割り込みとして用意されていますが、HT1040
では、IRQ0,IRQ4,IRQ5 と NMI が使用可能で、CN1 の IRQ４、IRQ5、IRQ７の反
転信号と/IOCHCHKがそれぞれ H8/3069の IRQ４、IRQ5、IRQ0、NMIに接続され
ています。また、W5100の割り込み出力は H8/3069 の IRQ1 にボード上で接続され
ています。 
表 6-41に H8/3069の割込みとベクタ番号、割り込み要因等の関係を示します。 

表 6-41 H8/3069の割込み要因とベクタナンバー 

H8/3069H8/3069H8/3069H8/3069    割割割割りりりり込込込込みみみみ要因要因要因要因    ベクタベクタベクタベクタ番号番号番号番号  ベクタアドレスベクタアドレスベクタアドレスベクタアドレス  IPRIPRIPRIPR    優先順位優先順位優先順位優先順位    
NMI CN1 /IOCHCHK 7 001C～001F - 
IRQ0 CN1 IRQ7 12 0030～0033 IPRA7
IRQ1 W5100 /INT 13 0034～0037 IPRA6
IRQ4 CN1 IRQ4 16 0040～0043 IPRA4
IRQ5 CN1 IRQ5 17 0044～0047 IPRA4

高 
｜ 
｜ 
｜ 
低 



    36 

6.9 カレンダカレンダカレンダカレンダ時計時計時計時計 
HT1040にはカレンダ時計（RTC）として EPSONTOYOCOMの RX-4045SAが搭載
されています。デバイスの使用方法およびプログラミングの詳細については、
RX-4045SA/NB アプリケーションマニュアルをご参照ください。カレンダ時計は電
気二重層コンデンサで計時が 2日程度は維持されますが、長時間の計時バックアップ
には電池を併用することができます。6.15節をご参照ください。 

6.9.1 H8/3069とのとのとのとの接続回路接続回路接続回路接続回路 
RX-4045SAはH8/3069の SIOチャンネル 2およびポート Bを通して接続されていま
す。図 6-19に RX-4045SA周辺の回路を示します。 
 

 
図 6-19 RX-4045SA周辺回路 

RTC は 4 線式シリアルインタフェースのため SCI チャンネル 2 の TXD2、RXD2、
SCK2およびポート Bのビット 1(PB1)で接続されています。 
 
《重要》SCIチャンネル 2の送受信信号は USBコントローラと兼用のため、RTCを
アクセスする際はポート Bのビット 0(PB0)を Hレベルとして USBコントローラと
の信号接続を遮断してください。一方、USB コントローラをアクセスする場合は、
PB0をLレベルにし、RTCが同時にアクセスされないよう、ポートBのビット 1(PB1)
を Lレベルにしてください。 

 
ポート Bの各ビットの用途を表 6-42に示します。この表では PB0が Hで RTCをア
クセスする場合の機能を説明しています。PB0が L の場合については表 6-59をご参
照ください。 
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表 6-42 PBDRのビット機能(PB0=Hの場合) 

PBPBPBPB    入出力入出力入出力入出力    機能機能機能機能    
PB0 出力 VNC1Lと RX-4045SAのどちらを制御するか選択します。 

0: VNC1Lを制御  1:RX-4045SAを制御 
PB1 出力 RX-4045SAの CEを制御します。 

0:計時動作状態 1:RTC内部レジスタアクセス許可状態 
PB2 入力 1が読み出されます。 
PB3 入力 1が読み出されます。 
PB4 出力 出力値は RX-4045SAや VNC1Lの動作に影響ありません。 
PB5 出力 RX-4045SAのCLK入力に接続されています。(SCI2の SCK出力)
PB6 出力 RX-4045SAの DI入力に接続されています。(SCI2の TXD出力)
PB7 入力 RX-4045SAの DO出力に接続されています。(SCI2の RXD入力)

6.9.2 内部内部内部内部レジスタマップレジスタマップレジスタマップレジスタマップ 
表 6-43に RTCのレジスタ一覧を示します。各レジスタの詳細は RX-4045SA/NB ア
プリケーションマニュアルをご参照ください。 

表 6-43 RTC内レジスタアドレス 

名称名称名称名称    R/WR/WR/WR/W    アドレスアドレスアドレスアドレス    機能機能機能機能    
Seconds R/W 0 秒カウンタ 
Minutes R/W 1 分カウンタ 
Hours R/W 2 時カウンタ 
Weekdays R/W 3 曜日カウンタ 
Days R/W 4 日カウンタ 
Months R/W 5 月カウンタ 
Years R/W 6 年カウンタ 
DigitalOffset W 7 時計精度調整レジスタ 
Alarm_W;Minute W 8 アラームW分桁設定レジスタ 
Alarm_W;Hour W 9 アラームW時桁設定レジスタ 
Alarm_W;Weekday W A アラームW曜日設定レジスタ 
Alarm_D;Minute R/W B アラーム D分桁設定レジスタ 
Alarm_D;Hour R/W C アラーム D時桁設定レジスタ 
Reserved R/W D 予約 
Control1 R/W E 制御レジスタ 1 
Control2 R/W F 制御レジスタ 2 

6.10 W5100 
W5100は、ハードウェアで TCP/IP処理を実現したデバイスです。HT1040ではアド
レス 240000～247FFF を占有します。W5100 の内部レジスタ・バッファメモリのア
ドレスマップを図 6-20に示します。 
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240000 

240030 

 

240400 

240800 

244000 

 

246000 

 

 

コモンレジスタ 

(reserved) 

ソケットレジスタ 

(reserved) 

送信バッファ 

受信バッファ 

24002F 

 

2403FF 

2407FF 

243FFF 

 

245FFF 

 

247FFF 

 
図 6-20 W5100レジスタ・バッファメモリマップ 

6.10.1 コモンレジスタコモンレジスタコモンレジスタコモンレジスタ 
表 6-44にコモンレジスタのアドレスとレジスタ名を示します。 

表 6-44 W5100コモンレジスタ 

名称名称名称名称    R/WR/WR/WR/W    アドレスアドレスアドレスアドレス    機能機能機能機能    リセットリセットリセットリセット時時時時  
MR R/W 240000 モードレジスタ 00 
GAR0 R/W 240001 00 
GAR1 R/W 240002 00 
GAR2 R/W 240003 00 
GAR3 R/W 240004 

ゲートウェイ IPアドレスレジスタ 
例 192.168.0.1 

GAR0 GAR1 GAR2 GAR3 
192(0xC0) 168(0xA8) 0(0x00) 1(0x01)  00 

SUBR0 R/W 240005 00 
SUBR1 R/W 240006 00 
SUBR2 R/W 240007 00 
SUBR3 R/W 240008 

サブネットマスクレジスタ 
例 255.255.255.0 

SUBR0 SUBR1 SUBR2 SUBR3 
255(0xFF) 255(0xFF) 255(0xFF) 0(0x00)  00 

SHAR0 R/W 240009 00 
SHAR1 R/W 24000A 00 
SHAR2 R/W 24000B 00 
SHAR3 R/W 24000C 00 
SHAR4 R/W 24000D 00 
SHAR5 R/W 24000E 

ソースハードウェアアドレスレジスタ 
例 00:04:14:10:12:34 

SHAR
0 

SHAR
1 

SHAR
2 

SHAR
3 

SHAR
4 

SHAR
5 

0x00 0x04 0x14 0x10 0x12 0x34  
00 

SIPR0 R/W 24000F 00 
SIPR1 R/W 240010 00 
SIPR2 R/W 240011 00 
SIPR3 R/W 240012 

ソース IPアドレスレジスタ 
例 192.168.0.11 

SIPR0 SIPR1 SIPR2 SIPR3 
192(0xC0) 168(0xA8) 0(0x00) 11(0x0B)  00 

IR R/W 240015 インタラプトレジスタ 00 
IMR R/W 240016 インタラプトマスクレジスタ 00 
RTR0 R/W 240017 07 
RTR1 R/W 240018 

リトライタイムレジスタ 
D0 

RCR R/W 240019 リトライカウントレジスタ 08 
RMSR R/W 24001A Rxメモリサイズレジスタ 55 
TMSR R/W 24001B Txメモリサイズレジスタ 55 
PATR0 R 24001C 00 
PATR1 R 24001D 

PPPoE認証タイプレジスタ 
00 

PTIMER R/W 240028 PPP LCPリクエストタイマレジスタ 28 
PMAGIC R/W 240029 PPP LCPマジックナンバレジスタ 00 
UIPR0 R 24002A 00 
UIPR1 R 24002B 00 
UIPR2 R 24002C 00 
UIPR3 R 24002D 

アンリーチャブル IPアドレスレジスタ 
例 192.168.0.20 

UIPR0 UIPR1 UIPR2 UIPR3 
192(0xC0) 168(0xA8) 0(0x00) 20(0x14)  00 

UPORT0 R 24002E 00 
UPORT1 R 24002F 

アンリーチャブルポートレジスタ 
00 
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6.10.2 モードレジスタモードレジスタモードレジスタモードレジスタ(MR) 
図 6-21にMRの構成を、表 6-45に各ビットの機能を示します。リセット後MRの設
定内容は 0x00となります。 
 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 
RST - - PB PPPoE - AI IND 

図 6-21 モードレジスタ(MR)の構成 

表 6-45 MRのビット機能 

ビットビットビットビット    機能機能機能機能    
RST ソフトウェアリセットソフトウェアリセットソフトウェアリセットソフトウェアリセット 

このビットに 1 を書き込みすると、内部レジスタが初期化されます。そ
の後このビットは自動的に 0になります。 

PB PingPingPingPingブロックモードブロックモードブロックモードブロックモード    
0:Pingに応答します。(初期値) 
1:Pingに応答しません。 

PPPoE PPPoEPPPoEPPPoEPPPoEモードモードモードモード    
0:非 PPPoEモード(初期値) 
1:PPPoEモード(ルータを使用せずADSLモデムで接続する場合(初期値)

AI アドレスオートインクリメントアドレスオートインクリメントアドレスオートインクリメントアドレスオートインクリメント((((インダイレクトバスインダイレクトバスインダイレクトバスインダイレクトバス I/FI/FI/FI/Fモードモードモードモード))))    
0:オートインクリメント禁止(初期値) 
1:オートインクリメント有効 
HT1040ではW5100をダイレクトバスインタフェースモードで接続して
いるため、本ビットの設定内容は動作に影響しません。 

IND バスインタフェースモードバスインタフェースモードバスインタフェースモードバスインタフェースモード    
0:ダイレクトバスインタフェースモード(初期値) 
1:インダイレクトバスインタフェースモード 
HT1040ではW5100をダイレクトバスインタフェースモードで接続して
いるため、本ビットは 0のまま使用してください。 

6.10.3 ゲートウェイアドレスレジスタゲートウェイアドレスレジスタゲートウェイアドレスレジスタゲートウェイアドレスレジスタ(GAR) 
このレジスタにはゲートウェイアドレスを設定します。GWR は 4 バイト長で、例え
ばゲートウェイアドレスが 192.168.0.1の場合、図 6-22のように設定します。 
 

GAR0 GAR1 GAR2 GAR3 
192(0xC0) 168(0xA8) 0(0x00) 1(0x01) 
図 6-22 ゲートウェイアドレスレジスタ(GAR)の構成 

6.10.4 サブネットマスクレジスタサブネットマスクレジスタサブネットマスクレジスタサブネットマスクレジスタ(SUBR) 
このレジスタにはサブネットマスクを設定します。SUBRは 4バイト長で、例えばサ
ブネットマスクが 255.255.255.0の場合、図 6-23のように設定します。 
 

SUBR0 SUBR1 SUBR2 SUBR3 
255(0xFF) 255(0xFF) 255(0xFF) 0(0x00) 
図 6-23 サブネットマスクレジスタ(SUBR)の設定例 
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6.10.5 ソースハードウェアアドレスレジスタソースハードウェアアドレスレジスタソースハードウェアアドレスレジスタソースハードウェアアドレスレジスタ(SHAR) 
このレジスタにはソースハードウェアアドレス(MACアドレス)を設定します。SHAR
は 6バイト長で、例えばソースハードウェアアドレスが 00:04:14:10:12:34の場合、 

 
SHAR0 SHAR1 SHAR2 SHAR3 SHAR3 SHAR3 

0x00 0x04 0x14 0x10 0x12 0x34 
図 6-24 ソースハードウェアアドレスレジスタ(SHAR)の設定例 

のように設定します。HT1040 ではユーザブートマットに書き込まれている MAC ア
ドレスをこのレジスタに設定してください。MACアドレスの読み出し方法は7.2節を
ご参照ください。 

6.10.6 ソースソースソースソース IPアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタ(SIPR) 
このレジスタにはソース IPアドレスを設定します。SIPRは 4バイト長で、例えばソ
ース IPアドレスが 192.168.0.11の場合、 
 

SIPR0 SIPR1 SIPR2 SIPR3 
192(0xC0) 168(0xA8) 0(0x00) 11(0x0B) 
図 6-25 ソース IPアドレスレジスタ(SIPR)の設定例 

のように設定します。 
 

6.10.7 インタラプトレジスタインタラプトレジスタインタラプトレジスタインタラプトレジスタ(IR) 
このレジスタは CPUがW5100の発生した割り込み要因を調べるために使用します。
割り込みはインタラプトマスクレジスタ(IMR)でマスクすることができます。W5100
の割り込み出力はこのレジスタの各ビットへの 0書き込みでクリアするまでアクティ
ブとなります。図 6-26に IRの構成を、表 6-46に各ビットの機能を示します。 

 
Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 

CONFLICT UNREACH PPPoE - S3_INT S2_INT S1_INT S0_INT
図 6-26 インタラプトレジスタ(IR)の構成 
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表 6-46 IRのビット機能 

ビットビットビットビット    機能機能機能機能    
CONFLICT IPIPIPIPコンフリクトコンフリクトコンフリクトコンフリクト 

W5100 に設定されているソース IP アドレスと同じ IP アドレスの ARP
リクエストを検出した場合に 1 がセットされます。この割り込みをクリ
アするためには、このビットに 1を書き込みしてください。 

UNREACH 到達不能到達不能到達不能到達不能    
W5100 が ICMP(到達不能)パケットを受信するとこのビットに 1 がセッ
トされます。このときの IPアドレスとポート番号がそれぞれ UIPRレジ
スタと UPORT レジスタに保存されます。この割り込みをクリアするた
めには、このビットに 1を書き込みしてください。 

PPPoE PPPoEPPPoEPPPoEPPPoEコネクションクローズコネクションクローズコネクションクローズコネクションクローズ    
PPPoEモードでコネクションがクローズされるとこのビットに 1がセッ
トされます。この割り込みをクリアするためには、このビットに 1 を書
き込みしてください。 

S3_INT ソケットソケットソケットソケット 3333割割割割りりりり込込込込みのみのみのみの発生発生発生発生    
このビットが 1 にセットされた場合は、ソケット 3 に関連する割り込み
が発生したことを示します。S3_IR レジスタでソケット割り込みの詳細
を確認することができます。この割り込みをクリアするためには、この
ビットではなく S3_IRレジスタの割り込み要因ビットに 1を書き込みし
て S3_IRレジスタをクリアしてください。 

S2_INT ソケットソケットソケットソケット 2222割割割割りりりり込込込込みのみのみのみの発生発生発生発生    
このビットが 1 にセットされた場合は、ソケット 2 に関連する割り込み
が発生したことを示します。S2_IR レジスタでソケット割り込みの詳細
を確認することができます。この割り込みをクリアするためには、この
ビットではなく S2_IRレジスタの割り込み要因ビットに 1を書き込みし
て S2_IRレジスタをクリアしてください。 

S1_INT ソケットソケットソケットソケット 1111割割割割りりりり込込込込みのみのみのみの発生発生発生発生    
このビットが 1 にセットされた場合は、ソケット 1 に関連する割り込み
が発生したことを示します。S1_IR レジスタでソケット割り込みの詳細
を確認することができます。この割り込みをクリアするためには、この
ビットではなく S1_IRレジスタの割り込み要因ビットに 1を書き込みし
て S1_IRレジスタをクリアしてください。 

S0_INT ソケットソケットソケットソケット 0000割割割割りりりり込込込込みのみのみのみの発生発生発生発生    
このビットが 1 にセットされた場合は、ソケット 0 に関連する割り込み
が発生したことを示します。S0_IR レジスタでソケット割り込みの詳細
を確認することができます。この割り込みをクリアするためには、この
ビットではなく S0_IRレジスタの割り込み要因ビットに 1を書き込みし
て S0_IRレジスタをクリアしてください。 

《注意》 
W5100に設定した IPと同じ IPアドレスの存在を確認するために ARPを送信すると
IPコンフリクト割り込みが発生しますが、この場合実際には IPのコンフリクトは存
在しません。 
 

6.10.8 インタラプトマスクレジスタインタラプトマスクレジスタインタラプトマスクレジスタインタラプトマスクレジスタ(IMR) 
このレジスタは W5100 が発生する割り込み要因をマスクするために使用します。イ
ンタラプトマスクレジスタ(IMR)の各ビットはインタラプトレジスタ(IR)の各ビット
に対応しています。0 を設定したビットの割り込みは発生しません。1 を設定したビ
ットの割り込みは有効となり条件が成立すると割り込みが発生します。図 6-27に
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IMRの構成を、表 6-47に各ビットの機能を示します。リセット後 IMRは 0x00とな
り、全ての割り込みは禁止されます。 

 
Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 

IM_IR7 IM_IR6 IM_IR5 Reserved IM_IR3 IM_IR2 IM_IR1 IM_IR0
図 6-27 インタラプトレジスタ(IMR)の構成 

 
表 6-47 IMRのビット機能 

ビットビットビットビット    機能機能機能機能    
IMR_7 IPIPIPIPコンフリクトコンフリクトコンフリクトコンフリクト割割割割りりりり込込込込みみみみ                0:禁止 1:許可 
IMR_6 到達不能到達不能到達不能到達不能割割割割りりりり込込込込みみみみ                        0:禁止 1:許可 
IMR_5 PPPoEPPPoEPPPoEPPPoEコネクションクローズコネクションクローズコネクションクローズコネクションクローズ割割割割りりりり込込込込みみみみ    0:禁止 1:許可    

Reserved このビットには 0を設定してください。 
IMR_3 ソケットソケットソケットソケット 3333割割割割りりりり込込込込みみみみ                0:禁止 1:許可    
IMR_2 ソケットソケットソケットソケット 2222割割割割りりりり込込込込みみみみ                0:禁止 1:許可    
IMR_1 ソケットソケットソケットソケット 1111割割割割りりりり込込込込みみみみ                0:禁止 1:許可    
IMR_0 ソケットソケットソケットソケット 0000割割割割りりりり込込込込みみみみ                0:禁止 1:許可    

 

6.10.9 リトライタイムアウトレジスタリトライタイムアウトレジスタリトライタイムアウトレジスタリトライタイムアウトレジスタ(RTR) 
RTR にはリトライのタイムアウト時間を設定します。設定値に 100uS をかけた値が
実際のタイムアウト時間となります。例えば 
 

RTR0 RTR1 
0x07 0xD0 

図 6-28 リトライタイムアウトレジスタ(RTR)の設定例 

の場合、0x07D0=2000 ですので 2000×100us=200ms がタイムアウト時間となりま
す。このレジスタはリセット時 0x07D0に設定されます。 
 

6.10.10 リトライカウントレジスタリトライカウントレジスタリトライカウントレジスタリトライカウントレジスタ(RCR) 
RCRには再送回数を設定します。再送回数がこのレジスタの設定値を超えた場合はタ
イムアウト割り込みが発生します。(Sn_IRレジスタのタイムアウト割り込みビットが
1となります。) 

6.10.11 Rxメモリサイズレジスタメモリサイズレジスタメモリサイズレジスタメモリサイズレジスタ(RMSR) 
RMSRには各ソケットに割り当てる受信バッファのメモリサイズを設定します。 
図 6-29に RMSRの構成を、表 6-48に各ビットの機能を示します。 
 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 
S3_MS1 S3_MS0 S2_MS1 S2_MS0 S1_MS1 S1_MS0 S0_MS1 S0_MS0

図 6-29 Rxメモリサイズレジスタ(RMSR)の構成 
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表 6-48 RMSRのビット機能 

Sn_MS1Sn_MS1Sn_MS1Sn_MS1  Sn_MS0Sn_MS0Sn_MS0Sn_MS0  メモリサイズメモリサイズメモリサイズメモリサイズ    
0 ０ 1KB 
0 1 2KB 
1 0 4KB 
1 1 8KB 

RMSRはリセット時に 0x55が設定され、各ソケットには 2KBが割り当てられます。 
《注意》 
W5100には 8KBの受信バッファメモリが用意されています。RMSRに対し、受信バ
ッファメモリの合計が 8KB 以上となるような設定も可能ですが、受信メモリはソケ
ット 0 から順に 8KB まで割り当てされ、それ以上のメモリが必要なソケットは使用
できませんのでご注意ください。 
 

6.10.12 Txメモリサイズレジスタメモリサイズレジスタメモリサイズレジスタメモリサイズレジスタ(TMSR) 
TMSRには各ソケットに割り当てる送信バッファのメモリサイズを設定します。設定
方法は RMSRと同じです。TMSRはリセット時に 0x55が設定され、各ソケットには
2KBが割り当てられます。 
 

6.10.13 PPPoE認証認証認証認証タイプレジスタタイプレジスタタイプレジスタタイプレジスタ(PATR) 
PATR には PPPoE サーバとの接続で使用する認証方式を設定します。設定可能な値
と認証方式は表 6-49をご参照ください。 
 

表 6-49 PATR設定値と認証方式 

PATR0PATR0PATR0PATR0    PATR1PATR1PATR1PATR1    認証方式認証方式認証方式認証方式    
0xC0 0x23 PAP 
0xC2 0x23 CHAP 

 

6.10.14 PPP LCPリクエストタイマリクエストタイマリクエストタイマリクエストタイマ(PTIMER) 
PTIMERには LCPエコー要求を送信する間隔を指定します。設定値に 25msをかけ
た値が実際の時間間隔となります。例えば 0x28 を設定した場合は、0x28=40 ですの
で 40×25ms=1sが時間間隔となります。このレジスタはリセット時 0x28が設定され
ます。 
 

6.10.15 PPP LCPマジックナンバレジスタマジックナンバレジスタマジックナンバレジスタマジックナンバレジスタ(PMAGIC) 
PMAGICには LCPネゴシエーションのマジックナンバ設定に使用されます。詳細は
Wiznet発行のアプリケーションノート"How to connect ADSL"をご参照ください。 
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6.10.16 アンリーチャアンリーチャアンリーチャアンリーチャブルブルブルブルIPアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタ(UIPR) 
ICMP メッセージでデスティネーションアンリーチャブル応答を受信すると、UIPR
レジスタにその IPアドレスを保存します。UIPRは 4バイト長で、例えば IPアドレ
スが 192.168.0.20の場合、 
 

UIPR0 UIPR1 UIPR2 UIPR3 
192(0xC0) 168(0xA8) 0(0x00) 20(0x14) 

図 6-30 アンリーチャブル IPアドレスレジスタ(UIPR)の内容例 

のように保存されます。 
 

6.10.17 アンリーチャブルアンリーチャブルアンリーチャブルアンリーチャブルポートポートポートポートレジスタレジスタレジスタレジスタ(UPORT) 
ICMPメッセージでデスティネーションアンリーチャブル応答を受信すると、UPORT
レジスタにそのポート番号を保存します。UPORTは 2バイト長で、例えばポート番
号が 123(=0x7B)の場合、 
 

UPORT0 UPORT1 
0x00 0x7B 

図 6-31 アンリーチャブルポートレジスタ(UPORT)の内容例 

のように保存されます。    
 

6.10.18 ソケットレジスタソケットレジスタソケットレジスタソケットレジスタ 
表 6-50からにソケットレジスタのアドレスとレジスタ名、機能等を示します。使用
可能なソケットは 0から 3まで 4つあり、それぞれのソケットに独立のレジスタが用
意されています。以下の説明では、ソケット 0から 3までの同機能のレジスタをまと
めて Sn_xx のように表記します。(例えばソケット 0 から 3 のモードレジスタは
Sn_MRと表記します。) 
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表 6-50 W5100ソケット 0レジスタ 

名称名称名称名称    R/WR/WR/WR/W    アドレスアドレスアドレスアドレス    機能機能機能機能    リセットリセットリセットリセット時時時時  
S0_MR R/W 240400 ソケット 0モードレジスタ 00 
S0_CR R/W 240401 ソケット 0コマンドレジスタ 00 
S0_IR R/W 240402 ソケット 0インタラプトレジスタ 00 
S0_SR R 240403 ソケット 0ステータスレジスタ 00 
S0_PORT0 R/W 240404 00 
S0_PORT1 R/W 240405 

ソケット 0ソースポートトレジスタ 
00 

S0_DHAR0 R/W 240406 00 
S0_DHAR1 R/W 240407 00 
S0_DHAR2 R/W 240408 00 
S0_DHAR3 R/W 240409 00 
S0_DHAR4 R/W 24040A 00 
S0_DHAR5 R/W 24040B 

ソケット0デスティネーションハードウェアアドレスレジスタ 
例 00:04:14:10:12:34 

DHAR
0 

DHAR
1 

DHAR
2 

DHAR
3 

DHAR
4 

DHAR
5 

0x00 0x04 0x14 0x10 0x12 0x34  
00 

S0_DIPR0 R/W 24040C 00 
S0_DIPR1 R/W 24040D 00 
S0_DIPR2 R/W 24040E 00 
S0_DIPR3 R/W 24040F 

ソケット 0デスティネーション IPアドレスレジスタ 
例 192.168.0.11 

DIPR0 DIPR1 DIPR2 DIPR3 
192(0xC0) 168(0xA8) 0(0x00) 11(0x0B)  00 

S0_DPORT0 R/W 240410 00 
S0_DPORT1 R/W 240411 

ソケット 0デスティネーションポートトレジスタ 
00 

S0_MSSR0 R/W 240412 00 
S0_MSSR1 R/W 240413 

ソケット 0最大セグメントサイズレジスタ 
00 

S0_PROTO R/W 240414 ソケット 0プロトコルレジスタ 00 
S0_TOS R/W 240415 ソケット 0 TOSレジスタ 00 
S0_TTL R/W 240416 ソケット 0 TTLレジスタ 00 
S0_TX_FSR0 R/W 240420 07 
S0_TX_FSR1 R/W 240421 

ソケット 0 Txフリーサイズレジスタ 
D0 

S0_TX_RD0 R/W 240422 07 
S0_TX_RD1 R/W 240423 

ソケット 0 Txリードポインタレジスタ 
D0 

S0_TX_WR0 R/W 240424 07 
S0_TX_WR1 R/W 240425 

ソケット 0 Txライトポインタレジスタ 
D0 

S0_RX_RSR0 R/W 240426 07 
S0_RX_RSR1 R/W 240427 

ソケット 0 Rx受信サイズレジスタ 
D0 

S0_RX_RD0 R 240428 00 
S0_RX_RD1 R 240429 

ソケット 0 Rxリードポインタレジスタ 
00 
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表 6-51 W5100ソケット 1レジスタ 

名称名称名称名称    R/WR/WR/WR/W    アドレスアドレスアドレスアドレス    機能機能機能機能    リセットリセットリセットリセット時時時時  
S1_MR R/W 240500 ソケット 1モードレジスタ 00 
S1_CR R/W 240501 ソケット 1コマンドレジスタ 00 
S1_IR R/W 240502 ソケット 1インタラプトレジスタ 00 
S1_SR R 240503 ソケット 1ステータスレジスタ 00 
S1_PORT0 R/W 240504 00 
S1_PORT1 R/W 240505 

ソケット 1ソースポートトレジスタ 
00 

S1_DHAR0 R/W 240506 00 
S1_DHAR1 R/W 240507 00 
S1_DHAR2 R/W 240508 00 
S1_DHAR3 R/W 240509 00 
S1_DHAR4 R/W 24050A 00 
S1_DHAR5 R/W 24050B 

ソケット1デスティネーションハードウェアアドレスレジスタ 
例 00:04:14:10:12:34 

DHAR
0 

DHAR
1 

DHAR
2 

DHAR
3 

DHAR
4 

DHAR
5 

0x00 0x04 0x14 0x10 0x12 0x34  
00 

S1_DIPR0 R/W 24050C 00 
S1_DIPR1 R/W 24050D 00 
S1_DIPR2 R/W 24050E 00 
S1_DIPR3 R/W 24050F 

ソケット 0デスティネーション IPアドレスレジスタ 
例 192.168.0.11 

DIPR0 DIPR1 DIPR2 DIPR3 
192(0xC0) 168(0xA8) 0(0x00) 11(0x0B)  00 

S1_DPORT0 R/W 240510 00 
S1_DPORT1 R/W 240511 

ソケット 1デスティネーションポートトレジスタ 
00 

S1_MSSR0 R/W 240512 00 
S1_MSSR1 R/W 240513 

ソケット 1最大セグメントサイズレジスタ 
00 

S1_PROTO R/W 240514 ソケット 1プロトコルレジスタ 00 
S1_TOS R/W 240515 ソケット 1 TOSレジスタ 00 
S1_TTL R/W 240516 ソケット 1 TTLレジスタ 00 
S1_TX_FSR0 R/W 240520 07 
S1_TX_FSR1 R/W 240521 

ソケット 1 Txフリーサイズレジスタ 
D0 

S1_TX_RD0 R/W 240522 07 
S1_TX_RD1 R/W 240523 

ソケット 1 Txリードポインタレジスタ 
D0 

S1_TX_WR0 R/W 240524 07 
S1_TX_WR1 R/W 240525 

ソケット 1 Txライトポインタレジスタ 
D0 

S1_RX_RSR0 R/W 240526 07 
S1_RX_RSR1 R/W 240527 

ソケット 1 Rx受信サイズレジスタ 
D0 

S1_RX_RD0 R 240528 00 
S1_RX_RD1 R 240529 

ソケット 1 Rxリードポインタレジスタ 
00 
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表 6-52 W5100ソケット 2レジスタ 

名称名称名称名称    R/WR/WR/WR/W    アドレスアドレスアドレスアドレス    機能機能機能機能    リセットリセットリセットリセット時時時時  
S2_MR R/W 240600 ソケット 2モードレジスタ 00 
S2_CR R/W 240601 ソケット 2コマンドレジスタ 00 
S2_IR R/W 240602 ソケット 2インタラプトレジスタ 00 
S2_SR R 240603 ソケット 2ステータスレジスタ 00 
S2_PORT0 R/W 240604 00 
S2_PORT1 R/W 240605 

ソケット 2ソースポートトレジスタ 
00 

S2_DHAR0 R/W 240606 00 
S2_DHAR1 R/W 240607 00 
S2_DHAR2 R/W 240608 00 
S2_DHAR3 R/W 240609 00 
S2_DHAR4 R/W 24060A 00 
S2_DHAR5 R/W 24060B 

ソケット2デスティネーションハードウェアアドレスレジスタ 
例 00:04:14:10:12:34 

DHAR
0 

DHAR
1 

DHAR
2 

DHAR
3 

DHAR
4 

DHAR
5 

0x00 0x04 0x14 0x10 0x12 0x34  
00 

S2_DIPR0 R/W 24060C 00 
S2_DIPR1 R/W 24060D 00 
S2_DIPR2 R/W 24060E 00 
S2_DIPR3 R/W 24060F 

ソケット 2デスティネーション IPアドレスレジスタ 
例 192.168.0.11 

DIPR0 DIPR1 DIPR2 DIPR3 
192(0xC0) 168(0xA8) 0(0x00) 11(0x0B)  00 

S2_DPORT0 R/W 240610 00 
S2_DPORT1 R/W 240611 

ソケット 2デスティネーションポートトレジスタ 
00 

S2_MSSR0 R/W 240612 00 
S2_MSSR1 R/W 240613 

ソケット 2最大セグメントサイズレジスタ 
00 

S2_PROTO R/W 240614 ソケット 2プロトコルレジスタ 00 
S2_TOS R/W 240615 ソケット 2 TOSレジスタ 00 
S2_TTL R/W 240616 ソケット 2 TTLレジスタ 00 
S2_TX_FSR0 R/W 240620 07 
S2_TX_FSR1 R/W 240621 

ソケット 2 Txフリーサイズレジスタ 
D0 

S2_TX_RD0 R/W 240622 07 
S2_TX_RD1 R/W 240623 

ソケット 2 Txリードポインタレジスタ 
D0 

S2_TX_WR0 R/W 240624 07 
S2_TX_WR1 R/W 240625 

ソケット 2 Txライトポインタレジスタ 
D0 

S2_RX_RSR0 R/W 240626 07 
S2_RX_RSR1 R/W 240627 

ソケット 2 Rx受信サイズレジスタ 
D0 

S2_RX_RD0 R 240628 00 
S2_RX_RD1 R 240629 

ソケット 2 Rxリードポインタレジスタ 
00 
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表 6-53 W5100ソケット 3レジスタ 

名称名称名称名称    R/WR/WR/WR/W    アドレスアドレスアドレスアドレス    機能機能機能機能    リセットリセットリセットリセット時時時時  
S3_MR R/W 240700 ソケット 3モードレジスタ 00 
S3_CR R/W 240701 ソケット 3コマンドレジスタ 00 
S3_IR R/W 240702 ソケット 3インタラプトレジスタ 00 
S3_SR R 240703 ソケット 3ステータスレジスタ 00 
S3_PORT0 R/W 240704 00 
S3_PORT1 R/W 240705 

ソケット 3ソースポートトレジスタ 
00 

S3_DHAR0 R/W 240706 00 
S3_DHAR1 R/W 240707 00 
S3_DHAR2 R/W 240708 00 
S3_DHAR3 R/W 240709 00 
S3_DHAR4 R/W 24070A 00 
S3_DHAR5 R/W 24070B 

ソケット3デスティネーションハードウェアアドレスレジスタ 
例 00:04:14:10:12:34 

DHAR
0 

DHAR
1 

DHAR
2 

DHAR
3 

DHAR
4 

DHAR
5 

0x00 0x04 0x14 0x10 0x12 0x34  
00 

S3_DIPR0 R/W 24070C 00 
S3_DIPR1 R/W 24070D 00 
S3_DIPR2 R/W 24070E 00 
S3_DIPR3 R/W 24070F 

ソケット 3デスティネーション IPアドレスレジスタ 
例 192.168.0.11 

DIPR0 DIPR1 DIPR2 DIPR3 
192(0xC0) 168(0xA8) 0(0x00) 11(0x0B)  00 

S3_DPORT0 R/W 240710 00 
S3_DPORT1 R/W 240711 

ソケット 3デスティネーションポートトレジスタ 
00 

S3_MSSR0 R/W 240712 00 
S3_MSSR1 R/W 240713 

ソケット 3最大セグメントサイズレジスタ 
00 

S3_PROTO R/W 240714 ソケット 3プロトコルレジスタ 00 
S3_TOS R/W 240715 ソケット 3 TOSレジスタ 00 
S3_TTL R/W 240716 ソケット 3 TTLレジスタ 00 
S3_TX_FSR0 R/W 240720 07 
S3_TX_FSR1 R/W 240721 

ソケット 3 Txフリーサイズレジスタ 
D0 

S3_TX_RD0 R/W 240722 07 
S3_TX_RD1 R/W 240723 

ソケット 3 Txリードポインタレジスタ 
D0 

S3_TX_WR0 R/W 240724 07 
S3_TX_WR1 R/W 240725 

ソケット 3 Txライトポインタレジスタ 
D0 

S3_RX_RSR0 R/W 240726 07 
S3_RX_RSR1 R/W 240727 

ソケット 3 Rx受信サイズレジスタ 
D0 

S3_RX_RD0 R 240728 00 
S3_RX_RD1 R 240729 

ソケット 3 Rxリードポインタレジスタ 
00 

 

6.10.19 ソケットソケットソケットソケット nモードレジスタモードレジスタモードレジスタモードレジスタ(Sn_MR) 
図 6-32に Sn_MR の構成を、表 6-54に各ビットの機能を示します。リセット後
Sn_MRの設定内容は 0x00となります。 
 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 
MULTI - ND/MC - P3 P2 P1 P0 

図 6-32 ソケット nモードレジスタ(Sn_MR)の構成 
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表 6-54 Sn_MRのビット機能 

ビットビットビットビット    機能機能機能機能    
MULTI マルチキャスチングマルチキャスチングマルチキャスチングマルチキャスチング                    0:禁止(初期値) 1:有効 

UDPの場合このビットに 1を書き込みすると、マルチキャスティングが
有効になります。OPEN コマンドを実行する前に、マルチキャストのグ
ループアドレスを Sn_DIPRに、グループポート番号を Sn_DPORTに設
定してください。 

ND/MC MULTI=0、TCPの場合 
遅延遅延遅延遅延 ACKACKACKACK    
0:遅延 ACK有効(初期値) 
1:遅延 ACK無効 

MULTI=1の場合 
マルチキャストマルチキャストマルチキャストマルチキャスト    
0: IGMP version2(初期値) 
1: IGMP version1 

P[3:0] PPPProtocolrotocolrotocolrotocol    
ソケットを使用するモードを設定します。 

P3 P2 P1 P0 モード 
0 0 0 0 クローズ 
0 0 0 1 TCP 
0 0 1 0 UDP 
0 0 1 1 IPRAW 
0 1 0 0 MACRAW(ソケット 0のみ) 
0 1 0 1 PPPoE(ソケット 0のみ)  

 

6.10.20 ソケットソケットソケットソケット nコマンドレジスタコマンドレジスタコマンドレジスタコマンドレジスタ(Sn_CR) 
Sn_CR にはコマンドを書き込み、ソケットの動作を制御します。コマンド実行後
Sn_CRの内容は自動的に 0x00となります。 
 

表 6-55 Sn_CRに書き込みするコマンドと動作 

書書書書きききき込込込込みみみみ値値値値    コマンドコマンドコマンドコマンド    動作内容動作内容動作内容動作内容    
0x01 OPEN ソケットを初期化します。Sn_MR に設定されたプロトコ

ルモードによって、ソケットステータスは SOCK_INIT, 
SOCK_UDP, SOCK_IPRAW, SOCK_MACRAWに変化し
ます。 

0x02 LISTEN TCPプロトコルモードの場合にのみ使用します。ソケット
ステータスを SOCK_LISTENにし、TCPクライアントか
らの接続状態待ち状態とします。 

0x04 CONNECT TCP プロトコルモードの場合にのみ使用します。TCP サ
ーバに対して接続要求を送信します。接続に失敗した場合
は、タイムアウト割り込みが発生します。 

0x08 DISCON TCPプロトコルモードの場合にのみ使用します。切断要求
を送信します。切断に失敗した場合は、タイムアウト割り
込みが発生します。 

0x10 CLOSE ソケットをクローズします。ソケットステータスは
SOCK_CLOSED になります。このコマンドはコネクショ
ンの切断は行いませんのでご注意ください。 

0x20 SEND 送信済みの Txバッファの次のアドレスから、現在の Tx書
き込みポインタ-1のアドレスまでのデータを送信します。
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0x21 SEND_MAC UDPプロトコルモードで使用します。送信済みの Txバッ
ファの次のアドレスから、現在の Tx 書き込みポインタ-1
のアドレスまでのデータを送信します。このコマンドの場
合、送信先のハードウェアアドレスは ARP プロトコルで
取得せず、Sn_DHARレジスタに指定されている値を使用
します。 

0x22 SEND_KEEP TCPプロトコルモードの場合にのみ使用します。コネクシ
ョン状態をチェックするため、１バイトのデータを送信し
ます。コネクションが切断されていたり、応答がない場合
はタイムアウト割り込みが発生します。 

0x40 RECV Rxリードポインタレジスタで受信します。 
 

6.10.21 ソケットソケットソケットソケットnインタラプトレジスタインタラプトレジスタインタラプトレジスタインタラプトレジスタ(Sn_IR) 
図 6-33に Sn_IRの構成を、表 6-56に各ビットの機能を示します。リセット後 Sn_IR
は 0x00 となります。各ビットは１を書き込みしてクリアするまでその内容が保持さ
れます。 
 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 bit0 
- - - SEND_OK TIMEOUT RECV DISCON CON 

図 6-33 ソケット nモードレジスタ(Sn_IR)の構成 

 
表 6-56 Sn_IRのビット機能 

ビットビットビットビット    機能機能機能機能    
SEND_OK SEND動作が完了した場合に１にセットされます。 
TIMEOUT コネクション確立・切断中およびデータ送信中にタイムアウトが発生す

ると１にセットされます。 
RECV データ受信時、および RECVコマンド実行後受信データがある場合、１

にセットされます。 
DISCON コネクション終了要求または終了した場合１にセットされます。 

CON コネクションが確立すると 1にセットされます。 
 

6.10.22 ソケットソケットソケットソケットnステータスレジスタステータスレジスタステータスレジスタステータスレジスタ(Sn_SR) 
ソケット nのステータスは Sn_SRを読み出して確認することができます。表 6-57に
ステータス一覧を示します。 
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表 6-57 Sn_SRのステータス 

読読読読みみみみ出出出出しししし値値値値    記号記号記号記号    説明説明説明説明    
0x00 SOCK_CLOSED CLOSE コマンドが実行され、タイムアウト割り込み

が発生したか、コネクションが切断されたことを示し
ます。この状態では、コネクションのリソースはすべ
て開放された状態となります。 

0x13 SOCK_INIT TCP プロトコルモードで OPEN コマンドが実行され
た状態です。このステータスはソケットの TCP 接続
確立の最初のステップです。動作タイプが TCP サー
バモードかクライアントモードかはコマンドが
LISTENか CONNECTかで決まります。 

0x14 SOCK_LISTEN SOCK_INIT状態でLISTENコマンドを実行した状態
です。ソケットは TCP サーバモードで動作し、コネ
クション要求を受けると ESTABLISHED 状態に移行
します。 

0x17 SOCK_ESTABLISHEDコネクションが確立したことを示します。TCPデータ
の送受信ができる状態です。 

0x1C SOCK_CLOSE_WAIT 相手側から接続終了要求を受信したことを示しま
す。この状態では相手側から ACK を受信しています
がまだ切断とはなっていません。コネクションは
DISCONかCLOSEコマンドの実行でクローズされま
す。 

0x22 SOCK_UDP UDPプロトコルモードで OPENコマンドが実行され
たことを示します。UDPではピアとの接続は不要で、
データは直接送受信します。 

0x32 SOCK_IPRAW IPRAWプロトコルモードでOPENコマンドが実行さ
れたことを示します。IPRAWモードでは IPヘッダは
処理されません。 

0x42 SOCK_MACRAW MACRAW プロトコルモードで OPEN コマンドが実
行されたことを示します。MACRAWモードではプロ
トコル処理は行いません。 

0x5F SOCK_PPPOE PPPOEプロトコルモードでOPENコマンドが実行さ
れたことを示します。 

0x15 SOCK_SYNSENT SOCK_INIT 状態で CONNECT コマンドが実行され
た 状 態 で す 。 接 続 が 確 立 す る と
SOCK_ESTABLISHED状態へ移行します。 

0x16 SOCK_SYNRECV ピアから接続要求を受信したことを示します。通常リ
クエストに応答し、SOCK_ESTABLISHED状態へ移
行します。 

0x18 SOCK_FIN_WAIT
0x1A SOCK_CLOSING
0x1B SOCK_TIME_WAIT 
0x1D SOCK_LAST_ACK

コネクションの終了処理中であることを示します。切
断が正常に処理されるか、タイムアウト割り込みが発
生した場合は SOCK_CLOSED状態へ移行します。 

0x01 
 
 

SOCK_ARP リモートピアのハードウェアアドレス取得のために
ARP 要求が送られたことを示します。ARP 応答を受
信 す る と SOCK_SYNSENT, SOCK_UDP, 
SOCK_IPRAWに移行します。 

 

6.10.23 ソケットソケットソケットソケットnソースポートソースポートソースポートソースポートレジスタレジスタレジスタレジスタ(Sn_PORT) 
Sn_PORTは TCP/UDP プロトコルモードで各ソケットのソースポート番号を設定す
るレジスタです。OPENコマンドを実行する前に設定してください。 
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Sn_PORTは 2バイト長で、例えばポート番号が 5000(=0x1388)の場合、 
 

Sn_PORT0 Sn_PORT1
0x13 0x88 

図 6-34 ソケット nソースポートレジスタ(Sn_PORT)の内容例 

のように設定します。    
 

6.10.24 ソケットソケットソケットソケットnデスティネーションハードウェアアドレスレジスタデスティネーションハードウェアアドレスレジスタデスティネーションハードウェアアドレスレジスタデスティネーションハードウェアアドレスレジスタ(Sn_DHAR) 
UDPまたは IPRAWプロトコルモードで SEND＿MACコマンドを使用する場合、こ
のレジスタには各ソケットの宛先ハードウェアアドレス(MAC アドレス)を設定しま
す。Sn_DHAR は 6 バイト長で、例えばハードウェアアドレスが 00:04:14:10:12:34
の場合、 

 
Sn_DHAR0 Sn_DHAR1 Sn_DHAR2 Sn_DHAR3 Sn_DHAR4 Sn_DHAR5 

0x00 0x04 0x14 0x10 0x12 0x34 
図 6-35 デスティネーションハードウェアアドレスレジスタ(Sn_DHAR)の設定例 

のように設定します。 

6.10.25 ソケットソケットソケットソケットnデスティネーションデスティネーションデスティネーションデスティネーションI Pアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタアドレスレジスタ(Sn_DIPR) 
Sn_DIPR は TCP プロトコルモードで各ソケットの宛先 IP アドレスを設定するレジ
スタです。クライアントモードでは CONNECT コマンドを実行する前に設定してく
ださい。サーバモードでは接続時に設定されます。 
UDPプロトコルモードでは、SENDや SENDMACコマンドを実行する前に設定して
ください。 
Sn_DIPRは 4バイト長で、例えば IPアドレスが 192.168.0.20の場合、 
 

Sn_DIPR0 Sn_DIPR1 Sn_DIPR2 Sn_DIPR3 
192(0xC0) 168(0xA8) 0(0x00) 20(0x14) 

図 6-36 ソケット nデスティネーション IPアドレスレジスタ(Sn_DIPR)の内容例 

のように設定します。 
 

6.10.26 ソケットソケットソケットソケットnデスティネーションポートレジスタデスティネーションポートレジスタデスティネーションポートレジスタデスティネーションポートレジスタ(Sn_DPORT) 
Sn_DPORTは TCPプロトコルモードで各ソケットの宛先ポート番号を設定するレジ
スタです。クライアントモードでは CONNECT コマンドを実行する前に設定してく
ださい。サーバモードでは接続時に設定されます。 
UDPプロトコルモードでは、SENDや SENDMACコマンドを実行する前に設定して
ください。 
 
Sn_PORTは 2バイト長で、例えばポート番号が 5000(=0x1388)の場合、 
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Sn_DPORT0 Sn_DPORT1
0x13 0x88 

図 6-37 ソケット nデスティネーションポートレジスタ(Sn_DPORT)の内容例 

のように設定します。 
    

6.10.27 ソケットソケットソケットソケットn最大最大最大最大セグメントサイズレジスタセグメントサイズレジスタセグメントサイズレジスタセグメントサイズレジスタ(Sn_MSS) 
Sn_MSS は TCP の最大セグメントサイズを設定します。サーバモードでは通信相手
側によって設定されます。 
Sn_MSSは 2バイト長で、例えば 1460(=0x05B4)の場合、 
 

Sn_MSS0 Sn_MSS1
0x05 0xB4 

図 6-38 ソケット n最大セグメントサイズレジスタ(Sn_MSS)の内容例 

のように設定します。    

6.10.28 ソケットソケットソケットソケットn IPプロトコルレジスタプロトコルレジスタプロトコルレジスタプロトコルレジスタ(Sn_PROTO) 
Sn_PROTOは IPRAWプロトコルモードで IPヘッダのプロトコル番号を設定するレ
ジスタです。例えば ICMPの場合プロトコル番号は 0x01です。    

6.10.29 ソケットソケットソケットソケット n TOSレジスタレジスタレジスタレジスタ(Sn_TOS) 
Sn_TOS は IP ヘッダのタイプオブサービスフィールドの値を設定するレジスタで
す。リセット後 0x00となります。    

6.10.30 ソケットソケットソケットソケット n TTLレジスタレジスタレジスタレジスタ(Sn_TTL) 
Sn_TTL は IP ヘッダの TTL フィールドの値を設定するレジスタです。リセット後
128(0x80)となります。    

6.10.31 ソケットソケットソケットソケットn TXフリーサイズレジスタフリーサイズレジスタフリーサイズレジスタフリーサイズレジスタ(Sn_TX_FSR) 
Sn_TX_FSRは送信可能なデータサイズを読み出すことができます。Sn_TX_FSRは 2
バイト長ですが、読み出しする場合は上位バイト Sn_TX_FSR0、下位バイト
Sn_TX_FSR1の順に読み出ししてください。 
例えば 2048(=0x0800)の場合、 
 

Sn_TX_FSR0 Sn_TX_FSR1
0x08 0x00 

図 6-39 ソケット nTxフリーサイズレジスタ(Sn_TX_FSR)の内容例 

のように読み出されます。    
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6.10.32 ソケットソケットソケットソケットn TXリードポインタレジスタリードポインタレジスタリードポインタレジスタリードポインタレジスタ(Sn_TX_RR) 
Sn_TX_RRは送信バッファメモリの送信が終了したアドレスを示します。SENDコマ
ンドで現在の Sn_TX_RR から Sn_TX_WR までのデータが送信され、送信終了で
Sn_Tx_RRの値は Sn_TX_WRの値で更新されます。Sn_TX_RRは 2バイト長ですが、
読み出しする場合は上位バイト Sn_TX_RR0、下位バイト Sn_TX_RR1の順に読み出
ししてください。    
 

6.10.33 ソケットソケットソケットソケットn Txライトポインタレジスタライトポインタレジスタライトポインタレジスタライトポインタレジスタ(Sn_TX_WR) 
Sn_TX_WRは送信バッファメモリの送信データ書き込みアドレスを示します。SEND
コマンドで送信されるデータサイズは、現在の Sn_TX_RRから Sn_TX_WRまでのデ
ータとなりますので、送信データを送信バッファメモリに書き込み後、Sn_TX_WR
を送信データサイズ分進めてください。 
なお Sn_TX_WR の示すアドレスから実際の送信バッファメモリのオフセットアドレ
スを取得する方法はをご参照ください。Sn_TX_WR は 2 バイト長ですが、読み出し
する場合は上位バイト Sn_TX_WR0、下位バイト Sn_TX_WR1の順で読み出ししてく
ださい。    

6.10.34 ソケットソケットソケットソケットn Rx受信受信受信受信サイズレジスタサイズレジスタサイズレジスタサイズレジスタ(Sn_RX_RSR) 
Sn_RX_RSRは受信データサイズを読み出すことができます。Sn_RX_RSRは 2バイ
ト長ですが、読み出しする場合は上位バイト Sn_RX_RSR0、下位バイト Sn_RX_RSR1
の順に読み出ししてください。 

6.10.35 ソケットソケットソケットソケットn RXリードポインタレジスタリードポインタレジスタリードポインタレジスタリードポインタレジスタ(Sn_RX_RD) 
Sn_RX_RDは受信バッファメモリの受信データ読み出しアドレスを示します。 
Sn_RX_RD が示すアドレスから実際の受信バッファメモリのオフセットアドレスを
取得する方法はをご参照ください。Sn_RX_RDは 2バイト長ですが、読み出しする場
合は上位バイト Sn_RX_RD0、下位バイト Sn_RX_RD1の順で読み出ししてください。 
 

6.11 VNC1L 
VNC1Lは FATファイルシステムが内蔵された USBホストコントローラです。 

6.11.1 ファームウェアファームウェアファームウェアファームウェア 
VNC1L には内部のフラッシュメモリに書き込みする数種類のファームウェアが用意
されており、HT1040では VDAPと VDPSをサポートしています。表 6-58にファー
ムウェアと、対応している機能を示します。 
HT1040出荷時の VNC1Lには VDPSファームウェアが書き込まれています。 
 



    

    55

表 6-58 ファームウェア機能 

ファームファームファームファームウェアウェアウェアウェア    ポートポートポートポート    機能機能機能機能    
1 USBディスク、FTDIスレーブペリフェラル、キーボード、マウス、プリンタ VDAP 
2 USBディスク、FTDIスレーブペリフェラル、キーボード、マウス、プリンタ 
1 FT232スレーブとして USBホストに接続 VDPS 
2 USBディスク、FTDIスレーブペリフェラル、キーボード、マウス、プリンタ 

 

6.11.2 H8/3069とのとのとのとの接続回路接続回路接続回路接続回路 
VNC1Lは H8/3069の SIOチャンネル 2およびポート Bを通して接続されています。
図 6-40に VNC1L周辺の回路を示します。 
 

 
図 6-40 VNC1L周辺回路 

VNC1L と H8/3069 は非同期シリアルインタフェース SCI チャンネル 2 の TXD2、
RXD2を通して接続されています。その他の制御信号は H8/3069のポート B を通し
て接続されています。 
 
《重要》SCIチャンネル 2の送受信信号は RTC と兼用のため、VNC1Lをアクセス
する際はポート Bのビット 1(PB1)を Lレベルとして RTCが選択されないようにし
てください。一方、RTCをアクセスする場合は、PB0を Hレベルにし、VNC1Lが
同時にアクセスされないよう、ポートBのビット 0(PB0)をHレベルにしてください。 
ポート B の各ビットの用途を表 6-59に示します。この表では PB0 が L で VNC1L
をアクセスする場合の機能を説明しています。PB0が Hの場合については表 6-42を
ご参照ください。 
 

表 6-59 PBDRのビット機能(PB0=Lの場合) 

PBPBPBPB    入出力入出力入出力入出力    機能機能機能機能    
PB0 出力 VNC1Lと RX-4045SAのどちらを制御するか選択します。 

0: VNC1Lを制御  1:RX-4045SAを制御 
PB1 出力 VNC1Lの/RESET入力を制御します。 

0:/RESET=H 1:/RESET=L 
PB2 入力 VNC1Lの/DATAACK端子状態を読み出します。 

0: /DATAACK=L  1: /DATAACK=H 
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PB3 入力 VNC1Lの/RTS端子状態を読み出します。 
0: /RTS=L  1: /RTS=H 

PB4 出力 VNC1Lの/CTS入力を制御します。 
0: /CTS=L  1: /CTS=H 

PB5 出力 VNC1Lの/DATAREQ入力を制御します。 
0: /DATAREQ=L  1: /DATAREQ=H 

PB6 出力 VNC1Lの RXD入力に接続されています。(SCI2の TXD出力) 
PB7 入力 VNC1Lの TXD出力に接続されています。(SCI2の RXD入力) 

 

6.11.3 VNC1L /RESET 
VNC1Lを初期化する入力です。2ms程度 Lレベルとし、通常は Hレベルとしてくだ
さい。なおこの端子をドライブするポート Bのビット 1(PB1)は RTCの CE端子と兼
用になっており、PB1に 1を設定すると VNC1Lの/RESETが Lになると同時に RTC
の CEが Hになります。RTCは CE端子が 1秒以上 Hになると計時桁上げ機能に影
響がでますので、1秒以上 PB1の出力を 1に設定しないようご注意ください。 

6.11.4 /RI 
VNC1Lは SUMコマンドで動作を停止して低消費電力状態にすることができ、/RI入
力はこの状態からのウェークアップに使用されます。/RIは RXDと接続されています
ので、CPUから VNC1Lに何らかのデータを送信してウェークアップさせることがで
きます。 

6.11.5 /RTS, /CTS 
HT1040出荷時に書き込みされている VNC1Lのファームウェアは送受信のハンドシ
ェークに/RTSと/CTSを使用しています。CPUが VNC1Lからの受信データを受け取
る場合は PB4を使って/CTSを Lにしてください。また CPUから VNC1Lに送信す
る場合は、PB3を通して/RTSが Lであることを確認して送信してください。 

6.11.6 /DATAREQ, /DATAACK 
VNC1Lにはコマンドモードとデータモードがあり、/DATAREQ入力でコマンドモー
ドとデータモードを切り替えます。/DATAREQ入力が Hの場合はコマンドモード、L
の場合はデータモードとなります。/DATAACKは/DATAREQで指定されたモードが
使用できる状態となったときに/DATAREQ入力と同じレベルが出力されます。 
 
《参考》 
コマンドモード 
USB ディスクやキーボード、マウス等のデバイス操作にはコマンドモードを使用し
ます。コマンドモードでは CPU は SCI2 から VNC1L にコマンドを送り、VNC1L
はコマンドに応じた処理結果を報告します。 
データモード 
スレーブに FTDIの FT232等のUARTデバイスを使用する場合や、ポート 1をUSB
ホスト(パソコン)に接続して使用する場合、データモードではホスト側との送受信デ
ータがそのまま VNC1Lの TXD,RXD端子に得られます。 
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6.11.7 汎用汎用汎用汎用ポートポートポートポート 
HT1040では VNC1Lの汎用入出力ポート BDBUS[7:0]が CN8に接続されています。
また ACBUS1はMAX1607の/OC出力に、ACBUS2はMAX1607の/EN入力に接続
されています。VNC1Lの電源電圧が 3.3Vのため、出力の Hレベル電圧は 3.3Vです
が、入力は 5Vまでの電圧が入力可能です。入出力切替や出力状態変更は IOWコマン
ド、状態入力は IORコマンドで行います。 
表 6-60に汎用ポート初期状態と、その用途を示します。 

表 6-60 VNC1L汎用ポート 

ビットビットビットビット    初期状態初期状態初期状態初期状態    初期値初期値初期値初期値  用途用途用途用途    
ACBUS1 出力 H MAX1607 /OC入力、入力に設定変更が必要 
ACBUS2 出力 H MAX1607 /EN出力 
BDBUS0 出力 H  
BDBUS1 出力 H  
BDBUS2 出力 L  
BDBUS3 出力 H  
BDBUS4 出力 H  
BDBUS5 出力 H/L LED1出力 
BDBUS6 出力 H/L LED2出力 
BDBUS7 出力(VDAP) 

入力(VDPS) 
H 
- 

VDPSの場合はホスト接続の検出用入力 

6.11.8 LED 
BDBUS5 は LED1、BDBUS6 は LED2 接続用に予約されており、それぞれ表 6-61
のように動作します。 

表 6-61 LED機能 

状態状態状態状態    LED1LED1LED1LED1    LED2LED2LED2LED2    
電源オン 点滅 点滅 

USBディスク準備中 オン オフ 
USBディスクレディ オフ オン 

USBディスク取り外し オフ オフ 
コマンド実行 オフ 点滅 

コマンド実行(USBディスク無) オフ オフ 
 
電源オン時の点滅は、VNC1Lの/CTS入力が Lにドライブされ VNC1Lがデータを送
信できる状態になるまで続きます。LED接続回路例を図 6-41に示します。 

 
図 6-41 LED接続回路例 
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6.11.9 MAX1607スイッチスイッチスイッチスイッチ 
USBコネクタ(CN6、CN6A、CN7、CN7A)に接続される USBデバイスに供給できる
電流はMAX1607によって合計最大 1Aに制約されています。MAX1607の/EN入力(L
でスイッチオン、Hでオフ)は VNC1Lの ACBUS2端子に、/OC出力(過電流やサーマ
ルシャットダウン時 L)は ACBUS1端子に接続されています。USBポートに電源を供
給する場合は、ACBUS2を通して/ENを Lに設定してください。 
 
《注意》 
ACBUS2は VNC1Lの初期化時に出力となっていますので、/OC端子の状態を取得す
る場合は IOWコマンドを使って ACBUS１が入力となるように設定してください。 

6.11.10 ファームウェアファームウェアファームウェアファームウェアのののの更新更新更新更新 
VNC1L のファームウェアは、以下の 2 つの方法で更新することができます。詳しく
は Vinclum Firmware User Manual 3.1.3項、6.10.3項をご参照ください。 
1.1.1.1. ファームウェアファームウェアファームウェアファームウェアをををを USBUSBUSBUSBメモリメモリメモリメモリにににに用意用意用意用意しししし、、、、自動更新自動更新自動更新自動更新するするするする方法方法方法方法    

FTD形式のファームウェアイメージファイルを" FTRFB.FTD"として USBメモ
リのルートディレクトリに用意します。HT1040で Sファイルローダを起動し、
USBメモリを CN6Aコネクタに差し込みます。VNC1Lは USBメモリが挿入さ
れると自動的にイメージファイルを認識し、ファームウェアを更新します。    

2.2.2.2. ファームウェアファームウェアファームウェアファームウェアをををを USBUSBUSBUSBメモリメモリメモリメモリにににに用意用意用意用意しししし、、、、コマンドコマンドコマンドコマンドでででで書書書書きききき込込込込みみみみするするするする方法方法方法方法    
FTD形式のファームウェアイメージファイルを任意の名称でUSBメモリに保存
し、HT1040の CN6Aコネクタに差し込みます。HT1040の Sファイルローダで
USB コマンドを使い、VNC1L に"FWU ファイル名"としてイメージファイルを
指定してアップデートを実行します。イメージファイルはルートディレクトリ以
外に置くことができますが、FWUコマンド実行前に DIRコマンドでカレントデ
ィレクトリをイメージファイルのあるディレクトリに移動しておく必要があり
ます。    

《注意》 
VinclumのWEBサイトからダウンロードしたファームウェアは、HT1040HT1040HT1040HT1040にににに書書書書きききき込込込込
みするみするみするみする前前前前にににに必必必必ずずずずファームウェアカスタマイズツールファームウェアカスタマイズツールファームウェアカスタマイズツールファームウェアカスタマイズツールでででで設定設定設定設定をををを変更変更変更変更してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    
そのまま HT1040 に書き込みすると8章で説明するライブラリが使用できなくなる可
能性があります。設定変更については7.4.3項をご参照ください。 

6.12 ポートポートポートポート V 
ポート Vは入力専用の 8ビットポートで、アドレス 220000番地を占有します。入力
は TTLレベルです。RM3にシングルインライン 8素子抵抗モジュールを取り付けて
プルアップまたはプルダウンすることができます。6.17節をご参照ください。 
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6.13 ブートモードブートモードブートモードブートモード 
HT1040 では、SW1 や JP3 で選択されるブートモードによるフラッシュメモリ書き
込みには H8/3069のブートモードではなく、ユーザブートモードを使用しています。
(H8/3069のブートモードを使用してフラッシュメモリ書き換えを行うと、MACアド
レスを保存しているユーザブートマットのフラッシュメモリが消去されてしまうた
めです。) 
H8/3069のブートモードを使用してフラッシュメモリの書き換えを行う場合は、TP3
を Lレベルにしてリセットまたは電源投入を行ってください。 
《重要》TP3を Lレベルにしてリセットまたは電源投入し、H8/3069のブートモード
でフラッシュメモリを書き込みする場合は、ユーザマットに保存されている MAC ア
ドレスが消去されます。MACアドレスを再設定する場合は HT1040WR.EXE を使用
してください。(再設定時にはユーザマット内容は消去されます。)  
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6.14 バスタイミングバスタイミングバスタイミングバスタイミング 
HT1040 のバスアクセスタイミングを図 6-42に、そのタイミング規定を表 6-62に示
します。 

図 6-42 I/O,メモリアクセスタイミング 

表 6-62 アクセスタイミング規定 

記号記号記号記号    項目項目項目項目    min.min.min.min.    typ.typ.typ.typ.    MMMMax.ax.ax.ax.    
tCY SYSCLK周期  62.5/125  
tDKA SYSCLK↑～アドレス遅延   25 
tHKA アドレス保持 0   
tSDK データ入力セットアップ 25   
tHKDR データ入力保持 0   
tDKRL SYSCLK↓～IOR*↓遅延 0  34.5 
tDKRH SYSCLK↑～IOR*↑遅延 0  34.5 
tWRL IORD*ローレベル幅  (1.5+tw1)tCY  
tDKD SYSCLK↑～データ出力遅延   35 
tWDH データ出力保持 0.5tCY-24.5   
tDKWL SYSCLK↓↑～IOW*↓遅延 0  34.5 
tDKWH SYSCLK↓～IOW*↑遅延 0  34.5 
tWWL IOWR*ローレベル幅   (0.5+tW2)tCY-25

CL=90pF(IOR,IOW,SMEMR,SMEMWは 50pF), 動作温度範囲内, 単位 ns 
※tw1,tw2はアクセスステート、ウェイト数によって下記の値を使用してください。 
 
 
 

ttttHKDRHKDRHKDRHKDR

T1T1T1T1 TTTT2222 TwTwTwTw TwTwTwTw TwTwTwTw T3T3T3T3

ttttDKADKADKADKA

ttttDKRLDKRLDKRLDKRL

ttttDKDDKDDKDDKD ttttWRLWRLWRLWRL

ttttDKRHDKRHDKRHDKRH

WRITE DATAWRITE DATAWRITE DATAWRITE DATA

ttttDKWLDKWLDKWLDKWL

ttttWWLWWLWWLWWL

ttttDKWHDKWHDKWHDKWH
TTTTWWWWDDDDHHHH

READ DATAREAD DATAREAD DATAREAD DATA

ttttSDKSDKSDKSDK

ttttHKAHKAHKAHKA
SYSCLKSYSCLKSYSCLKSYSCLK

SA[15:0]SA[15:0]SA[15:0]SA[15:0]

SD[7:0]SD[7:0]SD[7:0]SD[7:0]

IORIORIORIOR****,,,,SMEMSMEMSMEMSMEMRRRR****

SD[7:0]SD[7:0]SD[7:0]SD[7:0]

IOWIOWIOWIOW****,,,,SMEMWSMEMWSMEMWSMEMW****
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表 6-63 tw1,tw2 

アクセスステートアクセスステートアクセスステートアクセスステート・・・・ウェイトウェイトウェイトウェイト  ttttw1w1w1w1    ttttw2w2w2w2    
2アクセスステート 0 0.5 

3アクセスステート、0ウェイト 1 1 
3アクセスステート、1ウェイト 2 2 
3アクセスステート、2ウェイト 3 3 
3アクセスステート、3ウェイト 4 4 

6.15 バックアップバックアップバックアップバックアップ 
HT1040に搭載されている 512KBSRAMとカレンダ時計(RX-4045SA)は、ボード上の
0.1F電気二重層コンデンサでバックアップされています。常温で約２日程度バックア
ップすることができますが、さらに長期間のバックアップが必要な場合は、ボード上
にタブ端子付きのコイン型リチウム電池を実装するか、外部電池を CN4 から接続し
てください。コイン型リチウム電池を搭載する場合は、極性に注意してください。ボ
ード上に正極側が＋印で示されています。 
 
バックアップ電池には通常のマンガン・アルカリ乾電池やリチウム１次電池、ニッケ
ルカドミウム電池等が使用できます。ニッケルカドミウム電池の場合は、基板上にト
リクル充電用の抵抗を実装するスペース(R4)が用意されていますので、電池の仕様に
あわせた適切な抵抗を取り付けることができます。 
なお、HT1040に搭載されている SRAMのデータ保持最低電圧は 2.0V(min.)、カレン
ダ時計の計時最低電圧は 1.15V(Min.)です。 

6.16 拡張拡張拡張拡張バスバスバスバス接続接続接続接続 
HT1040に HTシリーズの I/Oモジュールをスタック接続して拡張することが可能で
す。ドライブできる負荷容量の観点から、4 枚程度まで接続可能ですが、それ以上の
拡張が必要な場合は、HT9070バスバッファボードの併用をご検討ください。HT9070
を使用して 10枚程度まで I/Oモジュールを増設することが可能となります。 

6.17 RM1～～～～4 
RM1～4は、ポート端子のプルアップ・プルダウンを HT1040ボード上で行うための
シングルインライン 8素子抵抗モジュールを取り付けするスペースです。各スペース
は 10 極となっており、そのうちの 9 極を使用して抵抗を取り付けすると、プルアッ
プまたはプルダウンすることができます。●印のある 1 ピン側が VCC ですので、1
ピン側に集合抵抗のコモンをあわせて取り付ければプルアップ、10ピン側は GNDで
すから、このピンに集合抵抗のコモンをあわせて取り付ければプルダウンとなりま
す。 

表 6-64 RMとプルアップ・プルダウンされるポート 

抵抗抵抗抵抗抵抗    ポートポートポートポート    
RM1 P4 
RM2 PA 
RM3 PV 
RM4 P7 
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7 ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア 
本章では、ソフトウェアに関連する事項を説明します。CPUやW5100のレジスタ機
能等については、本マニュアル 6章の説明や各デバイスのハードウェアマニュアル・
データシートをご参照ください。 

7.1 H8/3069レジスタレジスタレジスタレジスタ設定設定設定設定 

7.1.1 システムクロックシステムクロックシステムクロックシステムクロックのののの設定設定設定設定 
初期状態では、システムクロックは 16MHz となります。次のような場合には、シス
テムクロックを 1/2, 1/4, 1/8に設定して使用することができます。 
- オプションメモリソケットに増設するメモリのアクセスタイムが遅い場合 
- 消費電流を低くするため、システムクロックを下げたい場合 
- CN1から増設する回路の SYSCLKが 16MHzでは動作しない場合 
設定レジスタ 
� DIVCR (システムクロック分周比設定) 
設定例 
システムクロックを 8MHzに設定する場合 

DIVCR .EQU #H’FEE01B 
 MOV.B #H'01,R0L 
 MOV.B R0L,@DIVCR 

 

7.1.2 アドレスアドレスアドレスアドレス出力出力出力出力 
H8/3069 のモード 5 では、アドレスバス出力ピンが初期状態でポート入力となるた
め、ボード上の SRAMや CN1拡張バス、W5100を使用するため出力となるように設
定する必要があります。 
設定レジスタ 
� P1DDR (アドレス A7～A0を出力にする設定) 
� P2DDR (アドレス A15～A8を出力にする設定) 
� P5DDR (アドレス A19～A16を出力にする設定) 
設定例  
A19～A0を有効にする場合 

P1DDR .EQU #H’FEE000 
P2DDR .EQU #H’FEE001 
P5DDR .EQU #H’FEE004 
 MOV.B #H'FF,R0L 
 MOV.B R0L,@P1DDR 
 MOV.B R0L,@P2DDR 
 MOV.B R0L,@P5DDR 
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7.1.3 アクセスステートアクセスステートアクセスステートアクセスステート数数数数ととととウェイトウェイトウェイトウェイト数数数数 
H8/3069のバス接続で拡張されるデバイスは、アドレス範囲によって 8つのエリアに
分かれており、各エリアに対して アクセスステート数とウェイト数を設定すること
ができます。初期値は 3ステートアクセス・3ウェイトに設定されていますので、そ
のまま使用しても支障ありませんが、必要に応じてアクセスサイクルを短くすること
が可能です。デバイス毎に設定可能な範囲がありますので、詳しくは7.1.5項以降の説
明をご参照ください。なお、アクセスステートを 2ステートに設定したエリアでは、 
WCRLによる追加のウェイト数設定は無視され、ウェイトは挿入されませんのでご注
意ください。 
設定レジスタ 
� WCRL (エリア 0～3のウェイト数を設定する) 
� ASTCR(アクセスステート数の設定) 
設定例 1  
エリア 2を 3ステートアクセスとし、ウェイトをいれない場合 

ASTCR .EQU #H’FEE021 
WCRL .EQU #H’FEE023 
 MOV.B #B,11111111,R0L ;全エリア 3ステートアクセス 
 MOV.B R0L,@ASTCR 
 MOV.B #B'11001111,R0L 
 MOV.B R0L,@WCRL 

設定例 2  
エリア 3のアクセスを 2ステートアクセスにする場合 

ASTCR .EQU #H’FEE021 
 MOV.B #B'11111011,R0L 
 MOV.B R0L,@ASTCR 

7.1.4 /CS出力設定出力設定出力設定出力設定 
HT1040に搭載されているデバイスの選択や、CN1に出力される制御信号の発生には
H8/3069の/CS出力機能を使用しています。H8/3069の初期値のままでは、/CS1、/CS2
端子がポート入力となっているため、/CS出力となるように設定する必要があります。 
設定レジスタ 
� P8DDR (/CS1,/CS2を有効にする設定) 
設定例  
/CS1,/CS2を有効にする場合 

P8DDR .EQU #H’FEE007 
 MOV.B #B'11101100,R0L 
 MOV.B R0L,@P8DDR 

7.1.5 IOCHRDY有効有効有効有効・・・・無効無効無効無効のののの設定設定設定設定 
IOCHRDYは、バスサイクルの延長入力(H8/3069の/WAIT)です。H8/3069の初期値
はこの機能が無効となっていますので、必要に応じて有効に設定してください。 
設定レジスタ 
� BCR (/WAIT入力の有効・無効設定) 
設定例  
IOCHRDYを有効にする場合 

BCR .EQU #H’FEE024 
 MOV.B #B'11000111,R0L 
 MOV.B R0L,@BCR 
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7.1.6 SRAM(512KB)をををを使用使用使用使用するためのするためのするためのするための設定設定設定設定 
ボード上の 512KB SRAMは、/CS2で選択されています。/CS2端子は初期状態で P82
ポート入力となるため、/CS2出力となるよう P8DDRを設定する必要があります。 
SRAMは、システムクロックが 16MHzの場合 3ステートアクセス、ノーウェイトか、
それよりも遅いタイミングでご使用ください。システムクロックが 8MHzの場合は、
2ステートアクセスでのアクセスが可能です。 
設定が必要な関連するレジスタは次の通りです。 
� P1DDR (アドレス A7～A0を出力にする設定) 
� P2DDR (アドレス A15～A8を出力にする設定) 
� P5DDR (アドレス A19～A16を出力にする設定) 
� P8DDR (/CSを有効にする) 
� ASTCR(アクセスステート数の設定) 
� DIVCR (システムクロックを 8MHzにする必要がある場合) 

7.1.7 CN1拡張拡張拡張拡張バスバスバスバスをををを使用使用使用使用するためのするためのするためのするための設定設定設定設定 
CN1 拡張バスを使用する場合は、以下の H8/3069 内蔵レジスタを設定する必要があ
ります。 
� P1DDR (アドレス A7～A0を出力にする設定) 
� P2DDR (アドレス A15～A8を出力にする設定) 
� P5DDR (アドレス A19～A16を出力にする設定) 
� P8DDR (/CS1を出力にする設定、/IOR,/IOW,/MEMR,/MEMW出力に必要) 
� DIVCR (システムクロックを 8MHzにする必要がある場合) 
� WCRL (ウエイトサイクルの挿入) 
� ASTCR (アクセスステート数の選択) 
PC/104バスの拡張モジュールにはシステムクロックとして 8MHz が必要なものがあ
りますので、接続するボードの仕様を充分ご確認ください。また、PC/104 の I/O ア
クセスタイミング規定に一番近いタイミングとするためには、システムクロックを
8MHzとしたうえで、エリア 1について 3ステートアクセス、3ウェイト挿入を設定
する必要があります。なお、W5100も同じエリア 1にマッピングされるため、レジス
タ設定内容はW5100のアクセスにも適用されます。 

7.1.8 W5100をををを使用使用使用使用するためのするためのするためのするための設定設定設定設定 
W5100を使用する場合は、以下の H8/3069内蔵レジスタを設定する必要があります。 
� P1DDR (アドレス A7～A0を出力にする設定) 
� P2DDR (アドレス A15～A8を出力にする設定) 
� P5DDR (アドレス A19～A16を出力にする設定) 
� P8DDR (/CS1を出力にする設定、/IOR,/IOW出力に必要) 
� DIVCR (システムクロックを 8MHzにする必要がある場合) 
� WCRL (ウエイトサイクルの挿入) 
� ASTCR (アクセスステート数の選択) 
W5100 は、CN1 を通して接続される拡張モジュールの I/O・メモリと同じエリア 1
にマッピングされるため、CN1に接続する拡張モジュールがある場合は、レジスタへ
の設定値はこれらの拡張モジュールの動作タイミングを考慮して決定する必要があ
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ります。CN1に拡張モジュールを接続しない場合は、2ステートアクセス、ノーウェ
イトの設定が可能です。 
 

7.2 MACアドレスアドレスアドレスアドレスのののの取得取得取得取得 
HT1040はイーサネットで使用するMACアドレスをH8/3069のユーザブートマット
(0x000004 番地から 6 バイト)に保存しています。ユーザブートマットは H8/3069 の
フラッシュメモリ更新プログラムが書き込まれている領域ですが、アプリケーション
プログラムから以下の手順のプログラムを H8/3069の内蔵 SRAM上で実行し、内容
をアクセスすることができます。(マスク不能な割り込み/IOCHCHK には信号が加わ
らないようにしてください。) 
 

1. H8/3069の CCRでマスカブル割り込みを禁止 
2. FMATSレジスタ(0xFEE0B5番地)に 0xAAを書きこみ(ユーザブートマット選択) 
3. 0x000004番地からの 6バイトを RAMに読み出しする 
4. FMATSレジスタに 0x00を書き込みし、ユーザマットに切替する 

 
なおHT1040用ライブラリにMACアドレス取得関数 getmac_from_flashを用意して
います。8.3.1項をご参照ください。 
HT1040では通常ユーザブートマットに用意している専用の書き込みプログラムを使
用してフラッシュメモリの更新を行っていますが、H8/3069のブートモードを使用し
てフラッシュメモリの更新をする場合は、ユーザブートマットの内容が消去され、
MAC アドレスも失われます。ユーティリティの HT1040WR.EXE を使って MAC ア
ドレスを再設定することができます。CN5上にMACアドレスが貼り付けてあります
ので、このアドレスを再設定してください。(MACアドレス再設定時にユーザマット
の内容は消去されますのでご注意ください。) 

7.3 Yellow IDE/Yellow Scopeをををを使用使用使用使用するするするする 
有限会社イエローソフト(http://www.yellowsoft.com/)では H8 のソフトウェア開発に
便利な Cコンパイラ(Yellow C)やリモートデバッガ(Yellow Scope)を販売しています。 
これらのツールを使用する場合は、イエローソフトから提供されている H8/3067用ロ
ーダおよびスタートアップルーチンを HT1040用に修正する必要があります。 
なお、出荷時にフラッシュメモリに書き込まれている Sファイルローダの Lコマンド
を使って、YellowIDEで RAMへダウンロード(S)を選択して作成したプログラムを実
行することができます。RAMの先頭は 0x400000を指定してください。 

7.3.1 ローダプログラムローダプログラムローダプログラムローダプログラム 
YellowIDE からプログラムを RAM に転送して実行するためのローダプログラ
ムは、デフォールトで c:¥YelloIDE6¥Loader¥梅澤無線¥HT1030に用意されて
います。HT1040 でローダを使用する場合は、このフォルダ内の C1.asm に以
下の追加・修正を行ってください。(変更が必要な箇所は下記網がけ部分です。) 
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;===================================================================== 
;  !!!!!!場合によって修正必須!!!!!! 
; イエローソフトの CPUボード以外を使用される場合は修正 
; が必要です。 
; 
; 外部メモリの設定 
; 下記の例はエリア 1にバス幅 8ビットの RAMが接続されている場合の例です 
;===================================================================== 
;アドレスバス ポート 
P1DDR  EQU H'FEE000 
P2DDR  EQU H'FEE001 
P5DDR  EQU H'FEE004 
P8DDR  EQU H'FEE007 
ASTCR  EQU H'FEE021 
;バスコントローラ 
ABWCR EQU H'FEE020 
ASTCR  EQU H'FEE021 
WCRH  EQU H'FEE022 
WCRL  EQU H'FEE023 
BCR  EQU H'FEE024 
 
IF ((DEFD __YIDE_ROM__) || (DEFD __YIDE_ROM_DEBUG__)) ;<- ROM化と ROMデバッグ時のみ
必要 
;<<変更②>> 
 ;外部メモリの設定 
 ;ポート 1、２、５を出力に設定することにより 
 ;アドレスバスとして機能させる 
 ;外部メモリを使用しない場合はコメントにして下さい。 
 MOV.B #H'FF,R0L 
 MOV.B R0L,@P1DDR 
 MOV.B R0L,@P2DDR 
 MOV.B R0L,@P5DDR 
  
 ;/CS1/CS2端子をチップセレクト端子として有効にする 
 MOV.B #H'EC,R0L 
 MOV.B R0L,@P8DDR 
  
 MOV.B #B'11111011,R0L 
 MOV.B R0L,@ASTCR  ;2ステートアクセスの場合、コメントはずす 
 
 ;MOV.B @ABWCR,R0L 
 ;AND.B #B'11111101,R0L 
 ;MOV.B R0L,@ABWCR  ;16ビットバス幅の場合、コメントはずす。 
 MOV.B #B'11000111,R0L 
 MOV.B R0L,@BCR 
ENDIF 
 
 
;---------- ユーザが変更するのはここまでです --------------------- 
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7.3.2 スタートアッププログラムスタートアッププログラムスタートアッププログラムスタートアッププログラム 
YellowScope に対応したスタートアッププログラムは、デフォールトで
c:¥YelloIDE6¥STARTUP¥梅澤無線¥HT1030 に Cs3067.asm としてインスト
ールされています。HT1040 で使用する場合は、以下の追加・修正を行ってく
ださい。(変更が必要な箇所は下記網がけ部分です。) 

 
;===================================================================== 
;  !!!!!!場合によって修正必須!!!!!! 
; イエローソフトの CPUボード以外を使用される場合は修正 
; が必要です。 
; 
; 外部メモリの設定 
; 下記の例はエリア 1にバス幅 8ビットの RAMが接続されている場合の例です 
;===================================================================== 
;アドレスバス ポート 
P1DDR  EQU H'FEE000 
P2DDR  EQU H'FEE001 
P5DDR  EQU H'FEE004 
P8DDR  EQU H'FEE007 
ASTCR  EQU H'FEE021 
;バスコントローラ 
ABWCR EQU H'FEE020 
ASTCR  EQU H'FEE021 
WCRH  EQU H'FEE022 
WCRL  EQU H'FEE023 
BCR  EQU H'FEE024 
 
IF ((DEFD __YIDE_ROM__) || (DEFD __YIDE_ROM_DEBUG__)) ;<- ROM化と ROMデバッグ時のみ
必要 
;<<変更③>> 
 ;外部メモリの設定 
 ;ポート 1、２、５を出力に設定することにより 
 ;アドレスバスとして機能させる 
 ;外部メモリを使用しない場合はコメントにして下さい。 
 MOV.B #H'FF,R0L 
 MOV.B R0L,@P1DDR 
 MOV.B R0L,@P2DDR 
 MOV.B R0L,@P5DDR 
  
 ;/CS1,/CS2端子をチップセレクト端子として有効にする 
 MOV.B #H'EC,R0L 
 MOV.B R0L,@P8DDR 
  
 MOV.B #B'11111011,R0L 
 MOV.B R0L,@ASTCR  ;2ステートアクセスの場合、コメントはずす 
 ;MOV.B @ABWCR,R0L 
 ;AND.B #B'11111101,R0L 
 ;MOV.B R0L,@ABWCR  ;16ビットバス幅の場合、コメントはずす。 
 mov.b #B'11000111,R0L 
 mov.b R0L,@BCR 
ENDIF 
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7.4 VNC1L 
7.4.1 アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションでででで使用使用使用使用するためのするためのするためのするための設定設定設定設定 

VNC1Lは H8/3069の SCI2に接続されています。SCI2には RTCも接続され
ているため、切替回路を制御し VNC1L と SCI2 が接続されるよう以下のよう
な手順でレジスタを設定してください。ライブラリの usb_init関数ソースもご
参照ください。 
 
 PBDR に 0xfc、PBDDR に 0x33 を設定 /* 切替回路の制御 */ 

 /* SCI2 を非同期シリアル 8bit パリティ無し、ストップビット 1に設定 */ 

 SCI2_SCMR に 0、SCI2_SMR に 0、SC_BRR に 12 を設定 

 /* SCI2 を割り込みで受信する場合 */ 

 SCI2_SCR に=0x70 を設定 /*Rx interrupt ,TxRx eable*/ 

 PBDR の bit0 を 1 に設定し 2ms 待って 0 に戻す /* VNC1L のリセット*/ 

1 秒待つ 

SCI2 から VNC1L にコマンド"IOW $010400¥x00d"を送信 /* MAX1607 を ON する */ 

7.4.2 Tips 
VNC1L のデータシートやマニュアルにはタイミングの記載がありませんが、
VNC1L からのコマンド応答メッセージを受信した後すぐに次のコマンドを送
信すると、コマンドを無視したり、正しく認識されないことがあるようです。
メッセージを受信してから 10ms 程度間隔をあけて次のコマンドを送信した場
合はこの現象は発生しないようですので、メッセージ受信から 10ms 程度待っ
てから次のコマンドを送信することをお勧めします。 
 

7.4.3 ファームウェアファームウェアファームウェアファームウェアのののの初期設定内容初期設定内容初期設定内容初期設定内容 
HT1040 出荷時の VNC1L には VDPS ファームウェアが書き込まれています
が、フロー制御や通信速度の初期設定はメーカ提供のファームウェアカスタマ
イズツール(VncFwMod.EXE)で変更することができます。HT1040出荷時のフ
ァームウェア設定は下記の通りです。(ファームウェアカスタマイズツールで表
示される内容のコピーです。)ファームウェアの設定を出荷時の状態から変更し
た場合は、次章で説明するライブラリが使用できない可能性があります。 
メーカ WEB サイトからダウンロードできるファームウェアの初期設定内容も
以下の設定とは異なりますので、次章のライブラリを使用する場合は、ファー
ムウェアカスタマイズツールで設定を変更してからファームウェアのアップデ
ートを行ってください。 
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DefauDefauDefauDefault Monitor Settings: 38400 baud, 8 bits, 1 stop bit, no parity, CTS/RTSlt Monitor Settings: 38400 baud, 8 bits, 1 stop bit, no parity, CTS/RTSlt Monitor Settings: 38400 baud, 8 bits, 1 stop bit, no parity, CTS/RTSlt Monitor Settings: 38400 baud, 8 bits, 1 stop bit, no parity, CTS/RTS    

Initial Mode: ECS, IPA, LED Flash at PowerInitial Mode: ECS, IPA, LED Flash at PowerInitial Mode: ECS, IPA, LED Flash at PowerInitial Mode: ECS, IPA, LED Flash at Power----onononon    

Options: Allow Firmware Upgrades, Allow Data Mode,Options: Allow Firmware Upgrades, Allow Data Mode,Options: Allow Firmware Upgrades, Allow Data Mode,Options: Allow Firmware Upgrades, Allow Data Mode,    

Show Prompt, No Device Connects/Removals, No Version Report at Startup.Show Prompt, No Device Connects/Removals, No Version Report at Startup.Show Prompt, No Device Connects/Removals, No Version Report at Startup.Show Prompt, No Device Connects/Removals, No Version Report at Startup.    

    

なおマニュアルディスクの vnc1lfirm ディレクトリに、HT1040 のライブラリ
に適合するように設定変更した VDPS、VDAPファームウェアを収録していま
す。 
 
《注意》通信速度を 38400bps以外に設定されているファームウェアを VNC1L
に書き込みした場合、Sファイルローダは USBコントローラの初期設定ができ
ないため USBポートに電源が供給されず、USB ポートが使用できなくなりま
すので充分ご注意ください。 

 

7.4.4 コマンドモードコマンドモードコマンドモードコマンドモード・・・・データモードデータモードデータモードデータモード 
VNC1Lは H8/3069の SCI2に非同期シリアルで接続されています。 
VNC1L にはコマンドモードとデータモードがあり、リセット後はコマンドモ
ードとなっています。コマンドモードでは VNC1L がコマンドを受信して結果
を返します。データモードでは、CPUから送られたデータはそのまま USBポ
ート 1または 2のデバイスに送られ、USBポートに接続されたデバイスからの
データは直接 CPUに送られます。 
コマンドモードで使用する場合は、VNC1Lの/DATAREQ信号を Hレベルにし
ます。データモードで使用する場合は/DATAREQ 信号を L レベルとし、
/DATAACKが Lになるのを待ってください。 
データモードにする前にコマンドモードで SCコマンドを使い、CPUからの送
受信データをどちらの USBポートに接続するかを選択する必要があります。 
 

7.4.5 モニタコマンドセットモニタコマンドセットモニタコマンドセットモニタコマンドセット 
コマンドモニタには Extendedと Shortの 2つのコマンドセットがあり、コマ
ンドや応答形式が異なります。リセット後どちらのコマンドセットを使用する
か、ファームウェア変更ツールで変更できます。HT1040 出荷時は Extended
コマンドセットとなっています。またそれぞれのコマンドセットを移行するコ
マンドも用意されています。(SCS、ECSコマンド) 
 

7.4.6 数値数値数値数値モードモードモードモード 
コマンドセットの選択とは独立に、ASCII モードと Binary モードの 2 つの数
値モードが使用できます。 
ASCIIモードでは、コマンドの数値パラメータは ASCII文字で入力します。数
値の先頭に$または 0x を付加すると 16 進数として扱われます。ASCII モード
では 10進数は 8桁まで有効です。 
例えば SBDコマンドの数値パラメータが 0x384100の場合、 
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SBD $384100 
SBD 0x384100 
SBD 3686656 
SBD 03686656 
はいずれも同じ結果となります。 
バイナリモードではコマンドによって決められた固定長の値をバイト単位で送
信します。上記同じ SBDコマンドの例では、コマンドの後のパラメータはバイ
トデータを 0x38、0x41、0x00の順に 3バイト送信します。 
 
コマンドの応答として返される数値は、ASCII モードではバイトごとに＄をつ
けたバイト単位の文字列となります。例えばコマンドの応答が 0x000310aa を
返す場合、 
$AA $10 $03 $00  
となります。バイト順が逆になっていること、最後のバイトと改行の間にスペ
ースが 1つあることに注意してください。 
 
数値モードが ASCII でも、USB デバイスから返されたそのままのデータの場
合は ASCIIコードではなくバイナリで応答が返されます。(例えば DRDコマン
ドの応答等) 
 
リセット後どちらのコマンドセットを使用するか、ファームウェア変更ツール
で変更できます。HT1040出荷時は ASCIIコマンドセットとなっています。ま
たそれぞれのコマンドセットを移行するコマンドも用意されています。(IPA、
IPHコマンド) 
 

7.4.7 ファイルファイルファイルファイル名名名名 
VNC1Lが USBメモリに作成するファイル名は ASCII文字(大文字)、数字およ
び下記記号のみが有効です。 

$ % ‘ - _ @ ~ ` ! ( ) { } ^ # & 
ASCII小文字が使用された場合は大文字に変換されます。 
ファイル名は 8.3形式(ファイル名メイン部分 8文字＋拡張子 3文字)で構成され
ます。ロングファイルネームには対応していません。 
コマンドの引数として与えられたファイル名は次のルールが適用されます。 
・ ファイル名に拡張子がなく、8文字以上の場合は 9文字目以降は拡張子とし
て扱われます。 

・ ファイル名が拡張子を含み、ファイル名メイン部分が 8 文字以上の場合は
ファイル名メイン部分は 8文字で切り詰められます。 

・ 拡張子が 3文字より長い場合は拡張子は 3文字に切り詰められます。 
 
 
ファイル名は DIRコマンドで表示されます。表示されるファイル名はファイル
名メイン部分+'.'(ドット)+拡張子の形式となります。ファイル名が 8文字より短
い場合や拡張子が 3 文字より短い場合に、スペースが追加されることはありま
せん。 
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ディレクトリ名の場合は、ディレクトリ名+' '(スペース)+拡張子の形式となりま
す。ディレクトリ名にもファイル名と同じルールが適用されます。 
 

7.4.8 コマンドコマンドコマンドコマンド応答応答応答応答 
コマンドが完了すると、VNC1Lはプロンプト(正常終了)かエラーを返します。
表 7-1にコマンド応答の一覧を示します。 
コマンド応答の最後には、必ず改行(0x0D)コードが送信されます。 
(なお以降の説明では改行コードを'↓'記号で表しています。) 
 
 

表 7-1 VNC1Lコマンド応答 

Extendedコマンド Shortコマンド 内容 
D:>↓ ＞↓ (3E 0D) コマンド正常終了 
Bad Command↓ BC↓ (42 43 0D) コマンドが不正 
Command Failed↓ CF↓ (43 46 0D) ファイル/ディレクトリ名が存在しない 
Disk Full↓ DF↓ (44 46 0D) ディスクに空きがない 
Invalid↓ FI↓ (46 49 0D) ディレクトリをオープンしようとした 

ディレクトリをファイルに変更しようとし

た 
Read Only↓ RO↓ (52 4F 0D) リードオンリファイルに書き込みしようと

した 
File Open↓ FO↓ (46 4F 0D) ライトオープンされているファイルがあり

コマンドが実行できない 
Dir Not Empty↓ NE↓ (4E 45 0D) 空でないディレクトリを削除しようとした 
Filename Invalid↓ FN↓ (46 4E 0D) ファイル名が不正 
No Upgrade↓ NU↓ (4E 55 0D) ファームウェアのアップグレードファイル

が存在しない 
No Disk↓ ND↓ (4E 44 0D) ディスクが存在しない 
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7.4.9 イベントイベントイベントイベント通知通知通知通知 
VNC1LはUSBポートのデバイス挿入や取り外しをメッセージで通知する機能
があります。通知されるメッセージを表 7-2に示します。HT1040 出荷時のフ
ァームウェアでは、このメッセージを出力しない設定となっています。 
 

表 7-2 イベント通知メッセージ 

Extendedコマンド Shortコマンド 内容 
Device Detected P1↓ DD1↓ (44 44 31 0D) USBポート 1にデバイスが接続された 
Device Removed P1↓ DR1↓ (44 52 31 0D) USB ポート 1 のデバイスが取り外しされ

た 
Device Detected P2↓ DD2↓ (44 44 32 0D) USBポート 2にデバイスが接続された 
Device Removed P2↓ DR2↓ (44 52 32 0D) USB ポート 2 のデバイスが取り外しされ

た 
Slave Enabled↓ SDA↓ (53 44 41 0D) USBホストに接続された 
Slave Disabled↓ SDD↓ (53 44 44 0D) USBホストから切断された 
 
USBメモリがポート 2に接続された場合は、'FTRFB.FTD'の名称でファームウ
ェアアップデートファイルがルートディレクトリに存在しないかをチェックし
ます。このため、このファイルが存在しない場合の通知メッセージは 
 Device Detected P2↓ 
 No Upgrade↓ 
 D:>↓ 
となります。 
 

7.4.10 コマンドコマンドコマンドコマンド 
VNC1L のコマンドを表 7-3から表 7-10に示します。各コマンドの詳細につい
ては VinculumFirmware User Manualをご参照ください。 

 
表 7-3 モニタコンフィグレーションコマンド 

Extendedコマンド Shortコマンド 内容 
SCS↓ 10 0D Shortコマンドセットを指定 
ECS↓ 11 0D Extendedコマンドセットを指定 
IPA↓ 90 0D ASCIIモード数値を指定 
IPH↓ 91 0D Binaryモード数値を指定 
SBD divisor↓ 14 20 divisor 0D ボーレートを変更 
FWV↓ 13 0D ファームウェアバージョンを表示 
E↓ 45 0D エコーコマンド(E↓をエコーバック) 
e↓ 65 0D エコーコマンド(e↓をエコーバック) 
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表 7-4 ディスクコマンド 

Extendedコマンド Shortコマンド 内容 
DIR↓ 01 0D カレントディレクトリのリスト 
DIR file↓ 01 20 file 0D 指定されたファイルのサイズを表示 
CD file↓ 02 20 file 0D カレントディレクトリを変更 
CD ..↓ 02 20 2E 2E 0D 1つ上のディレクトリ階層へ移動 
RD file↓ 04 20 file 0D 指定されたファイル全てを読み出し 
DLD file↓ 05 20 file 0D 指定されたサブディレクトリを削除 
MKD file↓ 06 20 file 0D 指定されたサブディレクトリを作成 
MKD file datetime↓ 06 20 file 20 

datetime 0D 

指定された日時でサブディレクトリを作成 

DLF file↓ 07 20 file 0D 指定されたファイルを削除 
WRF dword↓ 

data 

08 20 dword 0D 

data 

指定されたバイト数を現在オープンしてい

るファイルにデータ書き込み 
OPW file↓ 09 20 file 0D 既存のファイルを書き込みオープンまたは

新規作成 
OPW file datetime↓ 09 20 file 20 

datetime 0D 

日時を指定して既存のファイルを書き込み

オープンまたは新規作成 
CLF file↓ 0A 20 file 0D 現在オープンしているファイルをクローズ 
RDF dword↓ 0B 20 dword 0D 指定されたバイト数をオープンされている

ファイルから読み出し 
REN file file↓ 0C 20 file 20 file 

0D 

ファイルまたはディレクトリをリネーム 

OPR file↓ 0E 20 file 0D ファイルを読み出し用にオープン 
OPR file date↓ 0E 20 file 20 date 

0D 

ファイルを読み出し用にオープンし、ファイ

ルアクセス日を設定 
SEK dowrd↓ 28 20 dword 0D 現在オープンしているファイルで指定され

た位置へシーク 
FS↓ 12 0D ディスクの空き容量を報告(4GB未満の空き)
FSE↓ 93 0D ディスクの空き容量を報告 
IDD↓ 0F 0D 4GB未満のディスクのディスク情報 
IDDE↓ 94 0D ディスク情報 
DSN↓ 2D 0D ディスクシリアル表示 
DVL↓ 2E 0D ディスクボリュームラベル表示 
DIRT file↓ 2F 20 file 0D ファイル作成・修正・アクセス日付表示 
 

表 7-5 パワーマネージメント 

Extendedコマンド Shortコマンド 内容 
SUD↓ 15 0D ディスクのサスペンド 
WKD↓ 16 0D ディスクのウェーク 
SUM↓ 17 0D モニタのサスペンド 
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表 7-6 未使用 I/Oピンコマンド 

Extendedコマンド Shortコマンド 内容 
IOR byte↓ 29 20 byte 0D 指定された I/Oポートのリード 
IOW byte+byte+byte↓ 2A 20 byte byte 

byte 0D 

指定された I/O ポートの入出力設定および
出力値設定 

 
表 7-7 プリンタコマンド 

Extendedコマンド Shortコマンド 内容 
PGS↓ 81 0D プリンタステータスの取得 
PSR↓ 82 0D プリンタのソフトリセット 
 

表 7-8 USBデバイスコマンド 

Extendedコマンド Shortコマンド 内容 
QP1↓ 2B 0D ポート 1問い合わせ 
QP2↓ 2C 0D ポート２問い合わせ 
QD byte↓ 85 20 byte 0D デバイス問い合わせ 
SC byte↓ 86 29 byte 0D カレントデバイスを指定 
DSD byte↓ 

data 

83 20 byte 0D 

data 

USBデバイスにデータを送信 

DRD↓ 84 0D USBデバイスからデータを受信 
SSU qword↓ 

(data) 

9A 20 qword 0D 

(data) 

USB デバイスのコントロールエンドポイン
トにセットアップコマンドを送信 

SF byte↓ 87 20 byte 0D デバイスを FTDIのデバイスとみなす 
QSS↓ 98 0D スレーブステータス問い合わせ 
 

表 7-9 FT232/FT2345/FT2232用コマンド 

Extendedコマンド Shortコマンド 内容 
FBD divisor↓ 18 20 divisor 0D ビットレート設定 
FMC word↓ 19 20 word 0D モデムコントロール設定 
FSD word↓ 1A 20 word 0D データフォーマット設定 
FFC byte↓ 1B 20 byte 0D フロー制御設定 
FGM↓ 1C 0D モデムステータス取得 
FSL byte↓ 22 20 byte 0D レイテンシータイマ設定 
FSB word↓ 23 20 word 0D ビットモード設定 
FGB↓ 24 0D ビットモードデータ取得 
 

表 7-10 デバッグコマンド 

Extendedコマンド Shortコマンド 内容 
SD dwork↓ 03 20 dword 0D 指定セクタからデータ読み出し 
SW dword↓ 

data 

92 20 dword 0D 

data 

指定セクタにデータ書き込み 

FWU file↓ 95 20 file 0D 指定ファイルでファームウェアをアップデ

ート 
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divisor 3バイトのボーレート設定値 
byte 1byte(8bit)値 
word 2byte(16bit)値 
dword 4byte(32bit)値 
qword 8byte(64bit)値 
file ファイル(ディレクトリ)名文字列 
date 2byte(16bit)のファイル日付データ 
datetime 4byte(32bit)のファイル日付・時刻データ 
data USBデバイスと送受信する生データ 

(数値モードが ASCIIであってもバイナリで送受信) 
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8 ライブラリライブラリライブラリライブラリ 
HT1040の RTCと USBコントローラ、TCP/IPコントローラをアクセスするための
関数を用意しています。この章ではそれぞれの関数の仕様を説明します。なおW5100
についてはWiznetが提供しているライブラリを HT1040用に移植したものです。 

8.1 ライブラリライブラリライブラリライブラリのののの使用方法使用方法使用方法使用方法 
YellowIDE6 で HT1040 用ライブラリを使用する場合は、マニュアルディスクの
ht1040lib¥YellowIDE6ディレクトリにある HT1040.LIBをプロジェクトに追加して
ください。アプリケーションからライブラリの関数を利用する場合は、使用する関数
のヘッダファイルをアプリケーションプログラムのソースでインクルードしてくだ
さい。 
 
USB コントローラを使用する関数(USB メモリのアクセス等)を使用する場合は、
YellowIDEのプロジェクトの設定で以下の 2つの割り込みベクタを設定する必要があ
ります。 

60 sci2error 
61 sci2rx 

 
HEW4 で HT1040 用ライブラリを使用する場合は、マニュアルディスクの
ht1040lib¥HEW4 ディレクトリにある HT1040.LIB をプロジェクトに追加してくだ
さい。アプリケーションからライブラリの関数を利用する場合は、使用する関数のヘ
ッダファイルをアプリケーションプログラムのソースでインクルードしてください。 
 
その他の処理系の場合は ht1040lib¥srcディレクトリにソースファイルが用意されて
いますので、処理系にあわせた修正を行ってご利用ください。 

8.2 時刻取得時刻取得時刻取得時刻取得・・・・設定設定設定設定 
8.2.1 rtc_gettime 
#include "rtc.h" 
フォーマット void rtc_gettime(struct tm *time); 
入力  struct tm *time 
  <time.h>で定義される tm構造体へのポインタ 
関数の戻り値 なし 
動作 tm構造体ポインタで指定された領域に日付時刻を取得します。 
 なお、tm.ydayには 1月 1日からの日数ではなく、RTCのレジス

タ E(下位バイト)、レジスタ F(上位バイト)の値が入ります。 
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8.2.2 rtc_settime 
#include "rtc.h" 
フォーマット void rtc_settime(struct tm *time); 
入力  struct tm *time 
  <time.h>で定義される tm構造体へのポインタ 
関数の戻り値 なし 
動作 入力で指定された tm構造体ポインタで指定された日付時刻を 

RTCに設定します。 
なお、tm.ydayには RTCのレジスタ E(下位バイト)、レジスタ F(上
位バイト)へ書き込む値を設定してください。 

8.3 TCP/IP 
8.3.1 getmac_from_flash 
#include "getmac.h" 
フォーマット unsigned char *getmac_from_flash(unsigned char *mac); 
入力  unsigned char *mac MACアドレスを取得する配列 
関数の戻り値 unsigned char *  MACアドレス取得配列 
動作 指定された配列にMACアドレスを取得します。 
 

8.3.2 socket 
#include "socket.h" 
フォーマット uint8 socket(SOCKET s, uint8 protocol, uint16 port, uint8 flag); 
入力  SOCKET s 使用するソケット番号(0から 3)を指定 
  unit8 protocol プロトコルを指定 
   指定可能なプロトコル(w5100.hで定義) 
   Sn_MR_TCP  TCP/IP 
   Sn_MR_UDP  UDP 

Sn_MR_IPRAW  IP LAYER RAW SOCK 
Sn_MR_MACRAW MAC RAW 
Sn_MR_PPPOE  PPPoE 

  uint16 port ポート番号を指定 
  uint8 flag ソケットのオプションを指定 
   指定可能なオプション (w5100.hで定義) 
   Sn_MR_ND  遅延 Ackを使用しない 

Sn_MR_MULTI  マルチキャスト 
関数の戻り値 uint8 成功した場合は 1、失敗した場合は 0 
動作  指定された引数でソケットを初期化します。 
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8.3.3 sclose 
#include "socket.h" 
フォーマット void sclose(SOCKET s); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 なし 
動作 指定されたソケットを強制的に切断します。この関数を使用した場

合は、相手側に FINメッセージは送信されません。 
 

8.3.4 connect 
#include "socket.h" 
フォーマット uint8 connect(SOCKET s, uint8 * addr, uint16 port); 
入力  SOCKET s 使用するソケット番号(0から 3)を指定 
  uint8 *addr 接続先のサーバの IPアドレスを指定 
   例えば 192.168.11.8が接続先の場合、 
   配列 uint8 destip[]={192,168,11,8};を用意し destipを 

引数として指定します。 
  uint16 port 接続先のポート番号を指定 
関数の戻り値 uint8 成功した場合は 1、失敗した場合は 0 
動作 TCPクライアントとして指定されたサーバに接続します。 
 

8.3.5 disconnect 
#include "socket.h" 
フォーマット void disconnect(SOCKET s); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 なし 
動作 相手側に FIN メッセージを送信して指定されたソケット切断しま

す。 
 

8.3.6 listen 
#include "socket.h" 
フォーマット uint8 listen(SOCKET s); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint8 成功した場合は 1、失敗した場合は 0 
動作  指定されたソケットを TCPサーバとして接続待ち状態とします。 
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8.3.7 send 
#include "socket.h" 
フォーマット uint16 send(SOCKET s, const uint8 * buf, uint16 len); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
  const uint8 *buf 送信データバッファポインタ 
  uint16 len 送信データ長 
関数の戻り値 uint16 成功した場合は送信したデータ長、失敗した場合は 0 
動作  TCPモードで指定されたソケットにデータを送信します。 
 

8.3.8 recv 
#include "socket.h" 
フォーマット uint16 recv(SOCKET s, uint8 * buf, uint16 len); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
  uint8 *buf 受信データバッファポインタ 
  uint16 len 受信データ長 
関数の戻り値 uint16 受信したデータ長 
動作 TCPモードで指定されたソケットからデータを受信します。 

この関数は受信データ待ちをしませんので、あらかじめ受信データ
の存在とデータ長を確認してからこの関数を使用してください。 

 
 
 
 

8.3.9 sendto 
#include "socket.h" 
フォーマット uint16 sendto(SOCKET s, const uint8 * buf, uint16 len, 

 uint8 * addr, uint16 port); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
  const uint8 *buf 送信データバッファポインタ 
  uint16 len 送信データ長 
  uint8 *addr 送信先 IPアドレスを指定 
   例えば 192.168.11.8が接続先の場合、 
   配列 uint8 destip[]={192,168,11,8};を用意し destipを 

引数として指定します。 
  uint16 port 送信先のポート番号を指定 
関数の戻り値 uint16 成功した場合は送信データ長、失敗した場合は 0 
動作 UDPまたは IPRAWモードで指定されたあて先にデータを送信 

します。 
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8.3.10 recvfrom 
#include "socket.h" 
フォーマット uint16 recvfrom(SOCKET s, uint8 * buf, uint16 len, 

uint8 * addr, uint16  *port); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
  uint8 *buf 受信データバッファポインタ 
  uint16 len 受信データ長 
  uint8 *addr 送信元の IPアドレスを指定 
   例えば 192.168.11.8からデータを受信する場合、 
   配列 uint8 destip[]={192,168,11,8};を用意し destipを 

引数として指定します。 
  uint16 port 送信元のポート番号を指定 
関数の戻り値 uint16 成功した場合は受信データ長、失敗した場合は 0 
動作 UDPまたは IPRAWモードで指定された送信元からのデータを 

受信します。(ソケット 0はMACRAWモードにも対応) 
 
 

8.3.11received_length 
#include "socket.h" 
フォーマット uint16 received_length(SOCKET s); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint16 受信データ長 
動作  指定されたソケットの受信データ長を返します。 
 
 

8.3.12 packet_available 
#include "socket.h" 
フォーマット uint16 packet_available(SOCKET s); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint16 受信パケットがある場合は 1、ない場合は 0 
動作  指定されたソケットの受信データ有無を返します。 
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8.3.13 received_FIN 
#include "socket.h" 
フォーマット uint16 received_FIN(SOCKET s); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint16 FINを受信した場合は 1、それ以外の場合は 0 
動作  指定されたソケットの切断要求状態を返します。 
extern uint16 igmpsend(SOCKET s, const uint8 * buf, uint16 len);ヘッダファイル 
  

8.3.14 iinchip_init 
#include "w5100.h" 
フォーマット void iinchip_init(void); 
入力  なし 
関数の戻り値 なし 
動作  W5100をリセットします。レジスタ内容は初期値に戻ります。 
 

8.3.15 sysinit 
#include "w5100.h" 
フォーマット void sysinit(uint8 tx_size, uint8 rx_size); 
入力 uint8 tx_size 各ソケットに割り当てる送信用バッファメモリ 

サイズを指定します。指定する値は6.10.12項を 
参照してください。 

 uint8 rx_size 各ソケットに割り当てる受信用バッファメモリ 
サイズを指定します。指定する値は6.10.11項を 
参照してください。 

関数の戻り値 なし 
動作  W5100の送受信バッファサイズを設定します。 
 

8.3.16 getISR 
#include "w5100.h" 
フォーマット uint8 getISR(uint8 s); 
入力  uint8 s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint8 指定されたソケット番号の I_STATUS[s]変数の値 
動作 指定されたソケット番号の I_STATUS[s]変数の値を返します。 

I_STATUS[s]はソケット割り込み処理関数で読み出した Sn_IR レ
ジスタの内容で更新されるため、W5100 の割り込みを使用しない
場合はこの関数を使用して Sn_IR レジスタの内容を参照すること
はできません。 

 



    82 

8.3.17 putISR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void putISR(uint8 s, uint8 val); 
入力  uint8 s ソケット番号(0から 3)を指定 
  uint8 val I_STATUS[s]への設定値 
関数の戻り値 なし 
動作 指定されたソケット番号 s の I_STATUS[s]変数に val を設定しま

す。 
 

8.3.18 getIINCHIP_RxMAX 
#include "w5100.h" 
フォーマット uint16 getIINCHIP_RxMAX(uint8 s); 
入力  uint8 s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint16  指定されたソケット番号の RSIZE[s]変数の値 
動作 指定されたソケット番号 sの RSIZE[s]変数の値を返します。この

変数にはソケットが使用できる受信バッファサイズが保持されて
います。(RSIZE[s]の値は sysinit関数で設定されます。) 

8.3.19 getIINCHIP_TxMAX 
#include "w5100.h" 
フォーマット uint16 getIINCHIP_TxMAX(uint8 s); 
入力  uint8 s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint16  指定されたソケット番号の SSIZE[s]変数の値 
動作 指定されたソケット番号 s の SSIZE[s]変数の値を返します。この

変数にはソケットが使用できる送信バッファサイズが保持されて
います。(SSIZE[s]の値は sysinit関数で設定されます。) 

 

8.3.20 getIINCHIP_RxMASK 
#include "w5100.h" 
フォーマット uint16 getIINCHIP_RxMASK(uint8 s); 
入力  uint8 s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint16  指定されたソケット番号の RMASK[s]変数の値 
動作 指定されたソケット番号 s の RMASK[s]変数の値を返します。こ

の変数にはソケットが使用する受信バッファのロール処理用マス
クサイズが保持されています。(RMASK[s]の値は sysinit関数で設
定されます。) 
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8.3.21 getIINCHIP_TxMASK 
#include "w5100.h" 
フォーマット uint16 getIINCHIP_TxMASK(uint8 s); 
入力  uint8 s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint16  指定されたソケット番号の SMASK[s]変数の値 
動作 指定されたソケット番号 sの SMASK[s]変数の値を返します。この

変数にはソケットが使用する送信バッファのロール処理用マスク
サイズが保持されています。(SMASK[s]の値は sysinit関数で設定
されます。) 

 

8.3.22 getIINCHIP_RxBASE 
#include "w5100.h" 
フォーマット uint16 getIINCHIP_RxBASE(uint8 s); 
入力  uint8 s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint16  指定されたソケット番号の RBUFBASEADDRESS[s] 

変数の値 
動作 指定されたソケット番号 s の RBUFBASEADDRESS[s]変数の値

を返します。この変数にはソケットが使用する受信バッファのベー
スアドレスが保持されています。(RBUFBASEADDRESS [s]の値
は sysinit関数で設定されます。) 

 

8.3.23 getIINCHIP_TxBASE 
#include "w5100.h" 
フォーマット uint16 getIINCHIP_TxBASE(uint8 s); 
入力  uint8 s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint16  指定されたソケット番号の SBUFBASEADDRESS[s] 

変数の値 
動作 指定されたソケット番号 sのSBUFBASEADDRESS[s]変数の値を

返します。この変数にはソケットが使用する送信バッファのベース
アドレスが保持されています。(SBUFBASEADDRESS [s]の値は
sysinit関数で設定されます。) 

 

8.3.24 setGAR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void setGAR(uint8 * addr); 
入力  uint8 *addr ゲートウェイアドレスを保持した配列を指定 
関数の戻り値 なし 
動作  引数で指定されたゲートウェイアドレスをW5100の GARレジス 
  タに設定します。 
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8.3.25 setSUBR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void setSUBR(uint8 * addr); 
入力  uint8 *addr サブネットマスクを保持した配列を指定 
関数の戻り値 なし 
動作  引数で指定されたサブネットマスクをW5100の SUBRレジスタ 
  に設定します。 
 

8.3.26 setSHAR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void setSHAR(uint8 * addr); 
入力  uint8 *addr MACアドレスを保持した配列を指定 
関数の戻り値 なし 
動作  引数で指定されたMACアドレスをW5100の SHARレジスタ 
  に設定します。 
 

8.3.27 setSIPR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void setSIPR(uint8 * addr); 
入力  uint8 *addr ソース IPアドレスを保持した配列を指定 
関数の戻り値 なし 
動作  引数で指定された IPアドレスをW5100の SIPRレジスタに 
  設定します。 
 
 

8.3.28 setRTR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void setRTR(uint16 timeout); 
入力  uint16 timeout リトライタイム設定値 
関数の戻り値 なし 
動作  引数で指定されたタイムアウト設定値を RTRレジスタに設定しま 
  す。設定値については6.10.9項を参照してください。 
 

8.3.29 setRTR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void setRCR(uint8 retry); 
入力  uint8 retry リトライ回数 
関数の戻り値 なし 
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動作  引数で指定されたリトライ回数を RTCレジスタに設定します。 
  リトライ回数がこの設定値を超えた場合タイムアウト割り込みが 
  発生します。 
 

8.3.30 setIMR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void setIMR(uint8 mask); 
入力  uint8 mask 割り込みマスクレジスタ設定値 
関数の戻り値 なし 
動作 引数で指定された値を IMRレジスタに設定します。０を設定した 

ビットに対応する要因の割り込みはマスクされます。IMR につい
ては6.10.8項を参照してください。 

 

8.3.31 getGAR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void getGAR(uint8 * addr); 
入力  uint8 *addr ゲートウェイアドレスを取得する配列を指定 
関数の戻り値 なし 
動作 引数で指定された配列にW5100の GARレジスタからゲートウェ 

イアドレスを取得します。 
 

8.3.32 getSUBR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void getSUBR(uint8 * addr); 
入力  uint8 *addr サブネットマスクを取得する配列を指定 
関数の戻り値 なし 
動作 引数で指定された配列にW5100の SUBRレジスタからサブネッ 

トマスクを取得します。 
 

8.3.33 getSHAR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void getSHAR(uint8 * addr); 
入力  uint8 *addr MACアドレスを取得する配列を指定 
関数の戻り値 なし 
動作 引数で指定された配列にW5100の SHARレジスタからMACア 

ドレスを取得します。 
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8.3.34 getSIPR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void getSIPR(uint8 * addr); 
入力  uint8 *addr ソース IPアドレスを取得する配列を指定 
関数の戻り値 なし 
動作 引数で指定された配列にW5100の SIPRレジスタから IPアドレ 

スを取得します。 
 

8.3.35 getIR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void getIR(void); 
入力  なし 
関数の戻り値 uint8 IRレジスタの内容 
動作 W5100の IRレジスタの値を返します。 
 

8.3.36 setSn_MSS 
#include "w5100.h" 
フォーマット void setSn_MSS(SOCKET s, uint16 Sn_MSS); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
  uint16 Sn_MSS Sn_MSS設定値 
関数の戻り値 なし 
動作 指定されたソケットの Sn_MSS レジスタに値を設定します。

SnMSSレジスタは最大セグメントサイズを設定します。 
 

8.3.37 setSn_PROTO 
#include "w5100.h" 
フォーマット void setSn_PROTO(SOCKET s, uint8 proto); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
  uint8 proto プロトコル番号設定値 
関数の戻り値 なし 
動作 指定されたソケットの Sn_PROTO レジスタに値を設定します。

SnPROTOレジスタは IPRAWモードで IPヘッダのプロトコル番
号フィールドを設定します。 
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8.3.38 getSn_IR 
#include "w5100.h" 
フォーマット uint8 setSn_IR(SOCKET s); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint8  Sn_IRレジスタ内容 
動作 指定されたソケットの Sn_IRレジスタの値を返します。 
 

8.3.39 getSn_SR 
#include "w5100.h" 
フォーマット uint8 setSn_SR(SOCKET s); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint8  Sn_SRレジスタ内容 
動作 指定されたソケットの Sn_SRレジスタの値を返します。 
 

8.3.40 getSn_ TX_FSR 
#include "w5100.h" 
フォーマット uint8 setSn_ TX_FSR (SOCKET s); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint8  Sn_TX_FSRレジスタ内容 
動作 指定されたソケットの Sn_TX_FSRレジスタの値を返します。 
 

8.3.41 getSn_ RX_FSR 
#include "w5100.h" 
フォーマット uint8 setSn_ RX_FSR (SOCKET s); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
関数の戻り値 uint8  Sn_RX_FSRレジスタ内容 
動作 指定されたソケットの Sn_RX_FSRレジスタの値を返します。 
 

8.3.42 setSn_DHAR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void setSn_ DHAR (SOCKET s, , uint8 * addr); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
  uint8 *addr あて先MACアドレスを保持した配列を指定 
関数の戻り値 なし 
動作 引数で指定されたMACアドレスを指定されたソケットの 

Sn_DHARレジスタに設定します。 
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8.3.43 setSn_DIPR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void setSn_DIPR(SOCKET s, uint8 * addr); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
  uint8 *addr あて先 IPアドレスを保持した配列を指定 
関数の戻り値 なし 
動作 引数で指定された IPアドレスを指定されたソケットの Sn_DIPR 

レジスタに設定します。 
 

8.3.44 setSn_DPORT 
#include "w5100.h" 
フォーマット void setSn_DPORT(SOCKET s, uint8 * addr); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
  uint8 *addr あて先ポート番号を保持した配列を指定 
関数の戻り値 なし 
動作 引数で指定されたポート番号を指定されたソケットの Sn_DPORT 

レジスタに設定します。 
 

8.3.45 setSn_TTL 
#include "w5100.h" 
フォーマット void setSn_TTL(SOCKET s, uint8 ttl); 
入力  SOCKET s ソケット番号(0から 3)を指定 
  uint8 ttl  TTL設定値 
関数の戻り値 なし 
動作 TTL値を指定されたソケットの Sn_TTLレジスタに設定します。 
 

8.3.46 setMR 
#include "w5100.h" 
フォーマット void setMR(uint8 val); 
入力  uint8 val  MRレジスタ設定値 
関数の戻り値 なし 
動作 MRレジスタに valを設定します。 
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8.4 USBコントローラコントローラコントローラコントローラ(ファイルファイルファイルファイル操作操作操作操作) 
8.4.1 usb_init 
#include "usb.h" 
フォーマット int usb_init(void); 
入力  なし 
関数の戻り値 int  成功した場合は 0、失敗した場合は-1 
動作 USBコントローラ関連のハードウェアを初期化します。 
 

8.4.2 usb_send 
#include "usb.h" (#include “sci2io.h) 
フォーマット void usb_send(char *s); 
入力  char *s  送信する文字列 
関数の戻り値 なし 
動作 USBコントローラに指定された文字列を送信します。 
 

8.4.3 usb_open 
#include "usb.h" 
フォーマット int usb_open(char *filename, int oflag); 
入力  char *filename オープンするファイル名 
  int oflag  リード(O_RDONLY)またはライト(O_WRONLY)を指定 
関数の戻り値 int  成功した場合はハンドル番号、失敗した場合は-1 
動作 USB メモリで指定されたファイル名をリードまたはライト用にオ

ープンします。 

8.4.4 usb_close 
#include "usb.h" 
フォーマット int usb_close(int handle); 
入力  int handle オープンされているファイルのハンドル 
  int oflag  リード(O_RDONLY)またはライト(O_WRONLY)を指定 
関数の戻り値 int  成功した場合は 0、失敗した場合は-1 
動作 指定されたハンドルのファイルをクローズします。 
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8.4.5 usb_lseek  
#include "usb.h" 
フォーマット l ong usb_lseek(int handle, long offset, int origin); 
入力  int handle オープンされているファイルのハンドル 
  long offset originからのオフセット 
  int origin 基準点 以下の定数が使用可能 
    SEEK_SET ファイル先頭 
    SEEK_CUR 現在の位置 
    SEEK_END ファイル末尾 
関数の戻り値 long  成功した場合は新しいファイル読み出し位置、失敗 

した場合は-1を返します。 
動作 指定されたハンドルのファイルポインタを origin で指定された基

準点から offsetで指定された位置に移動します。 
 
 

8.4.6 usb_fprintf 
#include "usb.h" 
フォーマット int usb_fprintf(int handle, const char *format [,arg]...); 
入力  int handle オープンされているファイルのハンドル 
  const char *format フォーマット制御 
  arg  オプションの引数(フォーマット制御に依存) 
 
関数の戻り値 int  成功した場合は出力した文字数を、失敗した場合 

は-1を返します。 
動作 ハンドルで指定されたファイルに、フォーマット制御にしたがって 

引数の値を書き込みます。 
 

8.4.7 usb_read 
#include "usb.h" 
フォーマット int usb_read(int handle, void *buffer, size_t count); 
入力  int handle オープンされているファイルのハンドル 
  void *buffer データ取得バッファ 
  size_t count 読み出しバイト数 
関数の戻り値 int  成功した場合は取得したデータのバイト数、失敗し 

た場合は-1を返します。 
動作 ハンドルで指定されたファイルから、countで指定されたバイト数

のデータを読み出します。 
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8.4.8 usb_bread 
#include "usb.h" 
フォーマット int usb_bread(int handle, void *buffer, size_t count); 
入力  int handle オープンされているファイルのハンドル 
  void *buffer データ取得バッファ 
  size_t count 読み出しバイト数 
関数の戻り値 int  成功した場合は取得したデータのバイト数、失敗し 

た場合は-1を返します。 
動作 ハンドルで指定されたファイルから、countで指定されたバイト数

のデータを読み出します。usb_breadは関数内部に読み出しバッフ
ァ 512バイトを持っている点が異なります。usb_fgetsや usb_fgetc
関数は下位の関数として usb_breadを使用しています。 

 

8.4.9 usb_write 
#include "usb.h" 
フォーマット int usb_write(int handle, void *buffer, size_t count); 
入力  int handle オープンされているファイルのハンドル 
  void *buffer データ取得バッファ 
  size_t count 読み出しバイト数 
関数の戻り値 int  成功した場合は取得したデータのバイト数、失敗し 

た場合は-1を返します。 
動作 ハンドルで指定されたファイルから、countで指定されたバイト数

のデータを読み出します。 
 

8.4.10 usb_fgetc 
#include "usb.h" 
フォーマット int usb_fgetc(int handle); 
入力  int handle オープンされているファイルのハンドル 
関数の戻り値 int  成功した場合は取得した文字、失敗した場合は 

-1を返します。 
動作 ハンドルで指定されたファイルから、1文字を読み出します。 
 

8.4.11 usb_fgets 
#include "usb.h" 
フォーマット char *usb_fgets(char *s, int n, int handle); 
入力  char *s  データ取得バッファポインタ 
  int n  最大の読み出しバイト数 
  int handle オープンされているファイルのハンドル 
関数の戻り値 char *  成功した場合は取得したバッファへのポインタ、 

失敗した場合はNULLを返します。 
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動作 ハンドルで指定されたファイルから、改行文字に達するか、ファイ
ル末尾に達するか、nで指定された最大バイト数になるまでバッフ
ァにデータを読み出します。読み出したデータには¥x0a が含ま
れ、最後に￥0が付加されます。 

 

8.4.12 usb_fputc 
#include "usb.h" 
フォーマット int usb_fputc(char c, int handle); 
入力  char c  出力文字 
  int handle オープンされているファイルのハンドル 
関数の戻り値 int  成功した場合は出力した文字、失敗した場合は 

EOFを返します。 
動作 ハンドルで指定されたファイルにから、文字 cを出力します。 
 

8.4.13 usb_filelength 
#include "usb.h" 
フォーマット unsigned long usb_filelength(int handle); 
入力  int handle オープンされているファイルのハンドル 
関数の戻り値 unsigned long 成功した場合はファイルサイズ、失敗した場合は 

0xFFFFFFFFを返します。 
動作 ハンドルで指定されたファイルのサイズを取得します。 
 

8.4.14 usb_mkdir 
#include "usb.h" 
フォーマット int usb_mkdir(char *dirname); 
入力  char *dirname 作成するディレクトリ名の文字列 
関数の戻り値 int  成功した場合は 0、失敗した場合は-1を返します。 
動作 dirnameで指定されたサブディレクトリを作成します。 
 

8.4.15 usb_chdir 
#include "usb.h" 
フォーマット int usb_chdir(char *dirname); 
入力  char *dirname 移動するサブディレクトリ名の文字列 
関数の戻り値 int  成功した場合は 0、失敗した場合は-1を返します。 
動作 dirname で指定されたサブディレクトリに移動します。移動でき

るディレクトリは現在のディレクトリ内にあるサブディレクトリ
か、１つ上の階層(ディレクトリ名".."で指定)に限られます。 
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8.4.16 usb_remove 
#include "usb.h" 
フォーマット int usb_remove(char *filename); 
入力  char *filename 削除するファイル名の文字列 
関数の戻り値 int  成功した場合は 0、失敗した場合は-1を返します。 
動作 filenameで指定されたファイルを作成します。 
 

8.4.17 vnc1lcmd_exec 
#include "usb.h" 
フォーマット int vnc1lcmd_exec(unsigned char *cmd, unsigned char *param);
入力  unsigned char *cmd 実行するコマンド文字列 
  unsigne char *param コマンド引数文字列 
関数の戻り値 int  成功した場合は 0、失敗した場合は-1を返します。 
動作 cmdで指定されコマンドと paramで指定された引数を uecコント

ローラに送信し、結果文字列を取得して成功または失敗を報告しま
す。成功した場合は usberrno変数に 0が、失敗した場合は 0以外
の値がセットされます。usberrnoで返される値は以下の通りです。 

  UNOERR 0 成功 
UENOENT 3 コマンド実行に失敗 
UEBADF 4 ファイルがオープンされて 

いて実行できないコマンド 
UENOSPC 5 ディスクに空きがない 
UEINVAL 6 ファイル名が不正 
UEBADCMD 7 コマンドが不正 
UENODSK 8 ディスクが存在しない 
UEUNKWN 9 不明なエラー 

 

8.4.18 usb_sync 
#include "usb.h" 
フォーマット void usb_sync(void); 
入力  なし 
関数の戻り値 なし 
動作  VNC1L からの受信バッファを空にします。VNC1L にコマンドを
送信する前に、受信バッファに読み出ししていない文字がある場合、送信したコマン
ドに対する応答かどうかの判断ができなくなりますので、このコマンドで未読み出し
のデータを破棄します。 
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8.4.19 get_reply 
#include "usb.h" 
フォーマット int get_reply(char *s, unsigned timeout); 
入力  char *s  応答文字列取得バッファポインタ 
  unsigned timeout タイムアウト秒数 
関数の戻り値 int  応答受信に成功した場合は受信文字列長、タイ 
   ムアウトの場合は-1 
動作  VNC1Lから¥0dで区切られるコマンド応答を受信します。何らか
の理由で受信応答がない場合、指定された秒数でタイムアウトします。 
 

8.4.20 wait_reply 
#include "usb.h" 
フォーマット int wait_reply(unsigned timeout); 
入力  unsigned timeout タイムアウト秒数 
関数の戻り値 int  正常にプロンプトを受信した場合は 0、それ 

以外の場合は-1 
動作  VNC1Lからコマンド応答を受信し、正常なプロンプト応答の場合
は 0、それ以外の場合は-1 を返します。エラーの場合は usberrno に 0 以外の値がセ
ットされます。usberrnoの値については8.4.17項をご参照ください。 
 

8.4.21 goto_datamode 
#include "usb.h" 
フォーマット int goto_datamode(void); 
入力  なし 
関数の戻り値 int  VNC1Lがデータモードに移行した場合は 1、 

タイムアウトの場合は 0 
動作 VNC1Lをコマンドモードからデータモードに変更します。2秒以 

内にデータモードに移行できない場合はタイムアウトします。 
 

8.4.22 goto_cmdmode 
#include "usb.h" 
フォーマット int goto_cmdmode(void); 
入力  なし 
関数の戻り値 int  VNC1Lがコマンドモードに移行した場合は 1、 

タイムアウトの場合は 0 
動作 VNC1Lをデータモードからコマンドモードに変更します。2秒以 

内にコマンドモードに移行できない場合はタイムアウトします。 
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8.4.23 usb_wait1ms 
#include "usb.h" 
フォーマット void usb_wait1ms(int m); 
入力  int m ウエイトする時間(ms) 
関数の戻り値 なし 
動作 mで指定された時間待ちをします。 
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9  サンプルプログラムサンプルプログラムサンプルプログラムサンプルプログラム 
マニュアルディスクの ht1040sampleフォルダには、ライブラリを使用した簡単なサ
ンプルプログラムを YellowIDE6 で使用できるプロジェクト形式と HEW4 のワーク
スペース形式で用意しています。YellowIDE6 のプロジェクトは RAM にロードして
実行する形式になっています。Sファイルローダから実行する場合は、拡張子が.Sの
オブジェクトファイルを Lコマンドで読み込み、Gコマンドで 0x400000番地から実
行してください。HEW4 のワークスペースでは Debug 用のビルドで作成された拡張
子.mot のオブジェクトが S ファイルローダで読み込み、実行できます。HEW4 で作
成された USB を使用するサンプルプログラムを実行する場合は、G コマンドの前に
VTEコマンドを実行してください。 
Flashメモリに書き込みする場合、YellowIDE6ではプロジェクトウィンドウで ROM
化を選択してプロジェクトの再構築したオブジェクトを、HEW4では Releaseでビル
ドしたオブジェクトを使用してください。 

9.1 ファイルファイルファイルファイル作成作成作成作成 
フォルダ:fileop 
USBメモリにファイルを作成するサンプルです。プログラムを実行すると、接続され
ている USBメモリに sample.txtという名称のファイルを書き込みモードでオープン
し、0から 9までの値をテキストで書き込みクローズします。その後このファイルを
読み出し、コンソールに表示します。数種類の読み出し方法をテストしています。 

9.2 時刻設定時刻設定時刻設定時刻設定・・・・取得取得取得取得 
フォルダ:rtcrw 
RTC の読み出し、時刻の設定サンプルです。プログラムを実行すると、RTC から日
付と時刻を読み出してコンソールに表示します。その後日付と時刻を入力し、RTCに
設定したあと再度 RTCから日付と時刻を読み出し表示します。 

9.3 HTTPアクセスアクセスアクセスアクセス 
フォルダ:portrw 
ブラウザからのアクセスに応答する TCP/IP 通信のサンプルです。プログラムを実行
すると HT1040の IPアドレス、ネットマスク等を設定しポート 80をオープンしてブ
ラウザからの接続待ち状態となります。HT1040のポート 4は出力に、ポート Aは入
力に設定されます。 
ブラウザから HT1040に割り当てたアドレスを指定すると、ポート 4、ポート Aの状
態を表示します。ポート 4は値を変更しボタンを押すと出力状態を変更することがで
きます。 
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IPアドレス等はプログラム中に固定値が書き込まれていますので、使用環境にあわせ
て変更してください。 
 

9.4 TCPクライアントクライアントクライアントクライアント 
フォルダ:tcpclient 
ソケットを使ってサーバにデータを送信する TCPクライアントのサンプルです。 
接続先の IPアドレスとポートを設定すると、15秒に一度サーバに日付時刻文字列を
送信します。ソース IP はプログラム中に固定値で設定してありますので使用環境に
合わせて変更してください。 
サーバプログラムとして TCPServ.exe ファイルをプロジェクトフォルダに用意して
います。ポートを指定して OPENボタンを押すと、サーバソケットをオープンして接
続待ち状態となります。クライアントから接続すると、接続 IP アドレスと送信され
たテキスト文字列をウインドウに表示します。 
なおこのサーバプログラムを PC で実行する場合は、Windows のファイアウォール
や、インターネットセキュリティソフトウェアを設定して使用するポートへの外部か
らの接続ブロックを解除する必要があります。 

9.5 USBマウスマウスマウスマウス 
フォルダ:usbmouse 
USBマウスからデータを取得するサンプルです。プログラムを実行すると、マウスの
移動やボタンの状態に応じたデータを取得しコンソールに表示します。データの内容
についてはUSB2.0のHIDデバイスの規格(www.usb.orgから入手可能)等をご参照く
ださい。 
 

9.6 FT232 
フォルダ:usbft232 
FTDIの USB変換デバイス(FT232等)と HT1040を接続した場合は、USBを意識せ
ず接続先の機器のシリアルポートと通信することができます。このプログラムを実行
すると接続されている FTDI のデバイスを 8bit、パリティ無し、1STOP ビットで指
定のボーレートで通信するように設定します。HT1040のコンソールからの入力は接
続先の TxD へ、接続先の RxD に入力されたデータはコンソールに表示されます。
FT232のフロー制御は CTS-RTSを仮定しています。 

9.7 USB接続接続接続接続プリンタプリンタプリンタプリンタ 
フォルダ:usbprn 
USB 接続可能なプリンタで、プリント制御コマンド仕様が公開されているものは
HT1040 から制御することが可能です。(多くのターミナルプリンタは ESC/P をサポ
ートしています。)このプログラムでは入力された文字列を USB接続されたプリンタ
に送信し、最後に CR/LFを送信します。プログラムは"."入力で終了します。 
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9.8 USBキーボードキーボードキーボードキーボード 
フォルダ:usbkey 
USB接続可能なキーボードを接続してキーコードを取得することができます。このプ
ログラムは USB キーボードから 8 バイトの入力レポートを取得し、表示します。ま
た取得したキーが CAPSLOCK+SHIFT の場合は CapsLock の LED を点灯・消灯、
NUMLOCKキーの場合は Numlockの LEDを点灯・消灯します。 
キーコードについては USB HID Usage Tables(www.usb.orgから入手可能)をご参照
ください。 

9.9 キャラクタキャラクタキャラクタキャラクタ LCD表示器表示器表示器表示器 
フォルダ:lcd44780 
16(20)桁 2 行のキャラクタ LCD 表示器に文字表示するサンプルです。接続には
HT1040の汎用 I/Oポート P4[0:5]を使用しています。接続回路例は図 9-1をご参照く
ださい。(LCDモジュールの端子番号はメーカにより異なる場合があります。)プログ
ラムを実行すると、表示器に起動メッセージと RTC から読み出した日付を表示しま
す。その後はコンソールから入力された文字をスクロールしながら表示します。 
 

 
図 9-1 キャラクタ LCD表示器接続例 
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10 内蔵内蔵内蔵内蔵 FLASHメモリメモリメモリメモリ書書書書きききき込込込込みみみみ 
この章では、H8/3069内蔵 FLASHメモリ書き込みに関連する事項をまとめてありま
す。なおフラッシュメモリ書き込み操作の概略は4.7節をご参照ください。 

10.1 モードスイッチモードスイッチモードスイッチモードスイッチ・・・・ジャンパジャンパジャンパジャンパ設定設定設定設定 
モードスイッチ(SW1)を BOOT側に倒します。JP4の設定は任意ですが、どちらかに
ジャンパソケットが挿入されている必要があります。この状態で電源を投入すると、
H8/3069はブートモード(モード 5)で起動します。 
 

10.2 書書書書きききき込込込込みみみみソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア 
FLASH メモリ書き込みプログラムは Windows95/98/Me/2000/Xp 用のアプリケーシ
ョンです。配布されている HT1040WR.EXEにはインストーラやセットアッププログ
ラムはありませんので、必要に応じてスタートメニューへの登録や、ショートカット
作成を行ってください。HT1040WR.EXEはダブルクリックする等の方法で実行する
ことができます。 
プログラムを起動すると、HT1040との通信に使用する COMポート番号を指定する
ウィンドウが開きますので COMポートを選択してください。次に File-Sendメニュ
ーから書き込みするファイルを選択して Send ボタンを押してください。なお Send
ボタンを押す前に HT1040の電源を投入しておく必要があります。 
拡張子がMOTおよび Sのファイルは、内容をＳフォーマットのデータとして書き込
みます。また拡張子が BINのファイルは、ファイル内容をバイナリイメージとしてそ
のまま書き込みます。 
書き込みソフトウェアは、弊社提供のもののほか、H8/3069のブートモードに対応し
ている書き込みソフトウェアも使用できます。イエローソフト FWRITE2、Renesas 
FDT4.05、Renesas HTermについては動作を確認しています。 
 

10.3 出荷時出荷時出荷時出荷時のののの FLASHメモリメモリメモリメモリ内容内容内容内容 
HT1040出荷時の H8/3069内蔵フラッシュメモリには、Sファイルローダプログラム
(SフォーマットのファイルをPCからHT1040のRAMに転送するツール)が書き込み
されています。このプログラムはフラッシュメモリの内容を書き換えすると失われま
すが、マニュアルディスクの LOADERディレクトリに Sファイルローダのバイナリ
イメージファイル SLDR1040.BIN が用意されていますので、必要な場合はこのファ
イルをフラッシュメモリに書込みしてください。 
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10.4 書書書書きききき込込込込みにみにみにみに使用使用使用使用するするするするポートポートポートポート 
HT1040では SCI1に接続されているコンソールのほか、CN7Bの USBポート経由で
もフラッシュメモリの書き換えができます。PCには FTDIの VCPドライバをインス
トールし、割り当てた仮想 COMポートをフラッシュメモリ書き込みソフトで指定し
てください。なお COMポート番号が大きいと書き込みプログラムが認識しない場合
がありますので、COMポート番号は 8以下にしてください。 
 

10.5 FLASHメモリメモリメモリメモリ書書書書きききき換換換換ええええ時時時時のののの注意注意注意注意 
FLASH メモリ内容書き換え中、/IOCHCHK(NMI)入力が完全に禁止されていません
ので、この入力が与えられると書込みプログラムが暴走してしまいます。FLASH メ
モリ書き換え中にはHT1040に/IOCHCHK入力が加えられないようご注意ください。 
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11 ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア回路増設例回路増設例回路増設例回路増設例 

11.1 82C55増設例増設例増設例増設例 
図 11-1に 82C55（uPD71055）を HT1040に接続する例を示します。 
 

図 11-1 82C55増設回路例 
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11.2 データバスバッファリングデータバスバッファリングデータバスバッファリングデータバスバッファリング例例例例 
図 11-2にデータバスバッファの使用例を示します。本回路は 82C54 を接続する場合
の参考例を兼ねています。 

 
図 11-2 データバスバッファリング例 
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12 ICE接続接続接続接続モデルモデルモデルモデル 
HT1040-U00 には H8／3069CPU がはんだ付けされているため、ICE 接続用に 100
ピン QFPソケットを搭載したモデルを用意しています。なおこれらのモデルに CPU
は付属しませんのでご注意ください。ICEメーカによって採用しているプローブの適
合ソケット製造メーカが異なるため、2タイプの ICE接続用モデルがあります。ご使
用になる ICEのプローブ仕様をご確認ください。 

12.1 HT1040-SKA 
ソケットに山一電機株式会社製 IC149-100-154-B5 を使用しています。このソケット
に ICを搭載するためのカバーやネジは添付されています。HT1040-SKAに適合する
ICE の例を表 12-1に示します。なお各社製品仕様等が変更となっている場合もあり
ますので、ご購入前に必ずマニュアルやメーカにお問い合わせのうえプローブオプシ
ョンや適合ソケットについて充分ご確認ください。 

表 12-1 HT1040-SKA適合インサーキットエミュレータ 

メーカー 型式 プローブ 
(株)ルネサステクノロジ E6000エミュレータ H8/300H HS3064BECH61H 
(株)日立超 LSIシステムズ MY-ICE H8/300H MS3069UB5Q100 
(株)コンピューテックス Mr ICE2 H8/300H EADP3052-100PB 

12.2 HT1040-SKB 
ソケットに東京エレテック株式会社製 NQPACK100SDを使用しています。 
このソケットに ICを搭載する場合は、HQPACK100SDが別途必要となりますのでご
注意ください。なお製品仕様等が変更となっている場合もありますので、ご購入前に
必ずマニュアルやメーカにお問い合わせのうえプローブオプションや適合ソケット
について充分ご確認ください。 

表 12-2 HT1040-SKB適合インサーキットエミュレータ 

メーカー 型式 プローブ 
(株) ソフィアシステムズ HyperSTAC for H8/300H YQPACK100SD 
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13 ユーティリティリファレンスユーティリティリファレンスユーティリティリファレンスユーティリティリファレンス 
この章では、HT1040に付属するユーティリティの使用方法を説明します。 

13.1 Sファイルローダファイルローダファイルローダファイルローダ 
【説  明】 

ホストパソコンで作成した Sフォーマットのオブジェクトファイルを RAMへ
転送するためのツールです。簡単なメモリ、I/O のテストをするためのコマン
ド等が用意されています。 
このプログラムは、バイナリイメージで提供されていますので、必要に応じて
内蔵 FLASHメモリに書き込みご使用ください。(出荷時の内蔵 FLASHメモリ
には書き込まれています。) 
FLASH メモリ上の割り込みベクタテーブルを RAM 上にあるテーブルで置き
換える機能がありますので、割り込みプログラムを RAM 上でテストすること
もできます。 

【使用メモリ】 
ワークエリアとして、FFBF20～FFEFFF までを使用します。また、スタック
ポインタは FFDFFFに初期化しています。 
 

【シリアル通信条件】 
38400bps, 8bit, No Parity, 1 stop bit, X制御あり 
※ターミナルソフトウェアではローカルエコーなしに設定してください。 

 
表 13-1 Sファイルローダのコマンド 

コマンドコマンドコマンドコマンド名名名名    機能機能機能機能    
D/DB/DW/DL    メモリ内容をダンプ表示します。    
E/EB/EW/EL メモリ内容を変更します。 
L Sフォーマットファイルをロードします。 
I/IB/IW/IL CN1 I/O空間のポートを読み出し表示します。 
O/OB/OW/OL CN1 I/O空間のポートへデータ書き込みします。 
G 指定アドレスへ実行制御を移します。 
NET TCP/IP関連コマンドモードへ移行します。 
DISK USBメモリ制御コマンドモードへ移行します。 
RTC 日付時刻表示、設定を行います。 
USB USBコントローラのコマンドモードへ移行します。 
VTE/VTY 割り込みベクタテーブルのモードを変更します。 
? コマンド一覧表示 

 
【数値データタイプ】 

各コマンドの引数あるいは設定値として入力する数値には、次の 3 種類の表現
を用いることができます。 
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  ・16進数 
   通常、入力された数値は全て 16進数として解釈されます。 
   また、数値の前に＄をつけた場合も 16進数として扱われます。 
   【例】 3FFC 
       $2F 
  ・10進数 
   数値の前に#をつけた場合は、それに続く数値は 10進数として扱われ 
      ます。数値は正数のみ有効で、±符号はつけることができません。 
   【例】 #25 
       #3500 
  ・2進数 
   数値の前に@をつけた場合は、それに続く数値は 2進数として扱われま 
      す。 
   【例】 @10101111 
       @0100 

 
【コマンド入力方法】 

コマンド待ち状態になるとマイナス(－)をプロンプト記号として出力します。 
投入可能なコマンド名は表 13-1をご参照ください。引数を与える場合、コマン
ド名と引数、引数どうしは 1つ以上のカンマ（，）あるいは空白で区切ります。
これ以外のもの（セミコロンやタブ等）は区切り符号として使用できません。
ただし、コマンド名と第一引数は区切らずに入力可能ですが、コマンド名が優
先的に検出されるため注意が必要です。 
送出文字は、バックスペースを送信することで１字ずつ訂正することができま
す。また、途中でその行をすべて取り消したい場合にはエスケープキーによっ
て１行キャンセルすることができます。 
コマンド入力および引数は大文字・小文字どちらでも受け付けられます。ただ
し、ダブルクォートで囲まれた文字列中では区別されています。 
《注意》 
複数個の引数が必要な場合、途中の引数を省略して後の引数のみを与えること
はできませんのでご注意ください。 

【コマンド記述に用いた表現】 
以下の項には各コマンドについてその機能、引数等が説明されていますが、こ
こではその入力フォーマット説明中に用いている記法について説明します。 

<引数> 
不等号記号で囲まれた項目は、それがコマンドの引数であることを示し 
ます。実際にコマンドを投入する場合には<>をつける必要はありません。 
引数が数値である場合は、上述のデータタイプに従って解釈されます。 
 
／オプション 
スラッシュ記号の後に続けて（区切り記号をいれずに）アルファベット 1
文字からなるオプション（B，C，D，Hのいずれか）を与えます。これは、
すべて省略可能となっています。 
 
［省略可能な引数またはオプション］ 
大括弧で囲まれた中にある引き数またはオプションはそれが省略可能であ
ることを示します。コマンド投入時には［］をつける必要はありません。 
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項目１｜項目２ 
項目１または項目 2(さらに項目が並列に記述されている場合もあります)   
のどちらかを用いることを意味します。 

13.1.1 D(メモリメモリメモリメモリ内容表示内容表示内容表示内容表示) 
【フォーマット】 
 a) D｜DB｜DW｜DL ［/H｜/B］ 
 b) D｜DB｜DW｜DL  <開始アドレス>［/H｜/B］ 
 c) D｜DB｜DW｜DL L  <表示バイト数>［/H｜/B］ 
 d) D｜DB｜DW｜DL［<開始アドレス> <終了アドレス>］［/H｜/B］ 
 e) D｜DB｜DW｜DL［<開始アドレス> L <表示バイト数>］［/H｜/B］ 
【機能】 

メモリーの内容を様々な形式で表示します。 
コマンド名の後に付加される文字(B/W/L)によって、表示データ単位が決まりま
す。コマンド名 Dのみの場合は、直前に実行されたコマンドで使用された形式
で表示されます。デフォールトはバイト型となっています。 
a)のように表示範囲の指定を行なわなければ、前回の表示終了アドレスから、
以前に指定された<表示バイト数>分表示します。デフォールトの<表示バイト
数>は 128バイトです。 
b)のように<開始アドレス>のみ指定した場合は、以前に指定された<表示バイ
ト数>分表示されます。 
c)のように<開始アドレス>なしにＬ <表示バイト数>を与えると、前回の表示終
了アドレスから<表示バイト数>分表示します。 
表示範囲の指定方法には２種類あり、d)のように<開始アドレス>と<終了アド
レス>を指定する方式の他、e)のように<開始アドレス>と<表示バイト数>を与
える方法があります。/Bは 2進数表示、/Hは 16進数での表示を指定します。
リセット後のデフォールトは 16進表示となります。 
表示中にエスケープキーを押すと表示を中止してコマンド入力に戻ります。そ
れ以外のキーが押されると一行表示して休止し、再度何かのキーが押されると
表示を再開します。 

13.1.2 E(メモリメモリメモリメモリ内容変更内容変更内容変更内容変更) 
【フォーマット】 
 a) E｜EB｜EW｜EL ［/H｜/B］ 
 b) E｜EB｜EW｜EL  <開始アドレス> ［/H｜/B］ 
 c) E｜EB｜ＥW｜EL  <開始アドレス> <データリスト> 
 
【機能】 

メモリーの内容を変更するコマンドです。 
コマンド名の後に付加される文字(E/W/L)によって、データを表示・変更する単
位が決まります。コマンド名(E)のみの場合は、直前に実行されたコマンドで使
用された型になります。デフォールトはバイト型です。 
/Bは 2進数表示、/Hは 16進数での表示を指定します。デフォールトは 16進
表示です。 
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a)のようにアドレスを指定しない場合は、前回の E(EB/EW/EL)コマンドの最終
アドレスが<開始アドレス>となります。 
 
b)のように変更<開始アドレス>を指定すると、指定アドレスのデータを表示し
てデータ入力待ちとなります。ここで新たなデータを入力するとメモリ内容が
更新され、次のアドレスについてデータの入力待ちとなります。 
データの入力待ち状態で、複数個のデータをスペースまたはカンマで区切って
一度に与えることができます。これらのデータは、現在のアドレスから連続し
てメモリに書き込まれます。 
バイト型データが指定されている場合には、データ入力待ち状態でダブルクォ
ート(”)で囲んだ文字列を指定することができます。 
データを変更せずに次のアドレスへ進むためには、改行のみを入力します。ア
ドレスを 1 データ分前に戻すためには、マイナス(－)を入力して改行します。
ピリオド(.)を入力して改行すると、コマンドを終了します。 
 
c)のように開始アドレスの後にデータをカンマまたはスペースで区切って与え
ると、データの表示を行なわずに直接メモリに書き込みを行ないます。バイト
型が指定されている場合はデータリスト中にダブルクォートで囲まれた文字列
を与えることもできます。 
 
《注意》 
１.データリスト中に不正なデータがあった場合、それ以前のデータはメモリに
書き込まれますが、不正なデータ以降のデータは書き込みが中止されます。 
２.メモリのない空間や FLASH メモリ上への書き込みはチェックしていませ
ん。 
３.指定アドレスがワークエリア内かどうかチェックしていませんので、ワーク
エリアを破壊しないようご注意ください。 

13.1.3 I(ポートポートポートポート入力入力入力入力) 
【フォーマット】 
 I｜IB|IW|IL <ポートアドレス> ［/C］ 
 
【機能】 

入力ポートからデータを読込み、表示します。/Cオプションがつけられている
場合は、何かキーが押されるまで繰り返しポートからの読込み・表示を行ない
ます。この機能は、ハードウェアのデバッグ時に便利です。 
IWの場合は連続する 2バイト、ILの場合は 4バイトを読み出し表示します。 
H8/3069では I/O はすべてメモリ空間に割り当てられています。このコマンド
で指定するアドレスは 16 ビットで、CN1 に増設される PC/104 拡張モジュー
ルの I/Oアドレスです。実際に読み出し・表示されるアドレスは、H8/3069の
対応するメモリアドレスとなっています。 
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13.1.4 O(ポートポートポートポート出力出力出力出力) 
【フォーマット】 
 O｜OB|OW|OL <ポートアドレス> <出力データリスト>［/C］ 
 
【機能】 

<ポートアドレス>で指定された出力ポートに、<出力データリスト>で与えられ
たデータを書き込みます。/Cオプションがつけられている場合は、何かキーが
押されるまで繰り返し同一ポートへの出力を行ないます。この機能は、ハード
ウェアのデバッグ時(特に増設した I/Oデコード回路のテスト等)に便利です。 
<出力データリスト>中には、複数個のデータをスペースまたはカンマで区切っ
て一度に与えることができます。/Cオプションが指定されている場合は、これ
らのデータが繰り返し使用されます。 
OWの場合は連続する 2バイト、OLの場合は 4バイトに書込みされます。 
H8/3069では I/O はすべてメモリ空間に割り当てられています。このコマンド
で指定するアドレスは 16 ビットで、CN1 に増設される PC/104 拡張ボードの
I/O アドレスです。実際に書き込みされるアドレスは、H8/3069 の対応するメ
モリアドレスに変換されています。 

13.1.5 G(実行実行実行実行) 
【フォーマット】 
 G ［<実行開始アドレス>］ 
 
【機能】 

実行制御をユーザープログラムに移します。 
<実行開始アドレス>が指定された場合はそのアドレスから、指定されないとき
は Sフォーマットファイルロード時のエンドレコードで指定されたスタートア
ドレスに制御を移します。制御はサブルーチンコールの形で移されますので、
プログラムからRTSによってSファイルローダのコマンドプロンプトに制御を
戻すことができます。S ファイルローダに制御を戻したい場合は、実行するプ
ログラムで ER6,ER7を保存してください。 

13.1.6 L(Sフォーマットファイルロードフォーマットファイルロードフォーマットファイルロードフォーマットファイルロード) 
【フォーマット】 
  Ｌ 
 
【機能】 

このコマンドを投入すると、これ以降入力されるデータをモトローラ Sフォー
マットであるものと解釈してそのデータをメモリ上に展開します。このコマン
ドを投入後、ホストマシンのテキストファイル送信機能を使用して、ロードし
たいオブジェクトファイルを送信します。 
エンドレコードを受信するか、空行(リターンのみ)を受信するとコマンド入力
待ち状態に復帰します。エンドレコード中のアドレスフィールドで値が指定さ
れている場合には、その値をGコマンドのスタートアドレスとして保持します。 
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エンドレコードの指定アドレスが 0 の場合は、RAM 先頭番地(0x400000)をス
タートアドレスに設定します。 
《注意》 
１.ファイルの受信中はエコーバックしません。 
２.ファイルの最後にエンドレコードがない場合、あるいはエラーなどでエンド
レコードが正常に検出されなかった場合等ではＬコマンドが終了しないため、
ファイル送信終了後にキーボードから空行（リターンのみ）を送信し、コマン
ドプロンプトが表示されてから次のコマンドを投入してください。 

13.1.7 DISK(USBメモリコマンドメモリコマンドメモリコマンドメモリコマンド) 
【フォーマット】 
 DISK 
 
【機能】 

USBメモリディスクの管理コマンドモードに移行します。このコマンドを実行
すると、プロンプトが-[DISK]と表示されます。このモードで利用できるサブコ
マンドを表 13-2に示します。プロンプトで.(ピリオド)を入力すると DISKコマ
ンドを終了します。 
 

表 13-2 DISKサブコマンド 

コマンドコマンドコマンドコマンド名名名名    機能機能機能機能    
DIR    ディレクトリ内容を表示します。    
CD ディレクトリを変更します。 
MD ディレクトリを作成します。 
RD ディレクトリを削除します。 
DEL ファイルを削除します。 
DUMP ファイル内容を 16進数でコンソールに表示します。 
TYPE ファイル内容をコンソールに表示します。 
L Sフォーマットファイルをロードします。 
? サブコマンド一覧表示 
 

13.1.7.1 DIR 
【フォーマット】 
DIR ［<ファイル名>］ 
【機能】 
カレントディレクトリの内容を表示します。ファイル名を指定しない場合
は全ファイルが、ファイル名を指定した場合は指定されたファイルがリス
ト表示されます。ファイル名には?や*のワイルドカードが使用できます。 

 

13.1.7.2 CD 
【フォーマット】 
CD  <ディレクトリ名> 
【機能】 
カレントディレクトリを変更します。ディレクトリ名を指定しない場合は
エラーとなります。指定可能なディレクトリ名はカレントディレクトリの
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直接のサブディレクトリに限定されています。上位ディレクトリに移動す
る場合はディレクトリ名に..(ピリオド 2つ)を指定してください。 

 

13.1.7.3 MD 
【フォーマット】 
MD  <ディレクトリ名> 
【機能】 
ディレクトリを作成します。 
 

13.1.7.4 RD 
【フォーマット】 
RD  <ディレクトリ名> 
【機能】 
指定されたディレクトリを削除します。 

 

13.1.7.5 DEL 
【フォーマット】 
DEL  <ファイル名> 
【機能】 
指定されたファイルを削除します。ファイル名にはワイルドカード(?や*)
は使用できません。 

 

13.1.7.6 DUMP 
【フォーマット】 
DUMP  <ファイル名> 
【機能】 
指定されたファイル内容を 16進ダンプ表示します。 
表示中にエスケープキーを押すと表示を中止してコマンド入力に戻りま
す。それ以外のキーが押されると一行表示して休止し、再度何かのキーが
押されると表示を再開します。 

 

13.1.7.7 TYPE 
【フォーマット】 
TYPE  <ファイル名> 
【機能】 
指定されたファイル内容を表示します。 
表示中にエスケープキーを押すと表示を中止してコマンド入力に戻りま
す。それ以外のキーが押されると一行表示して休止し、再度何かのキーが
押されると表示を再開します。 
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13.1.7.8 L 
【フォーマット】 
L  <ファイル名> 
【機能】 
指定されたファイルをモトローラ Sフォーマットとしてメモリ上にロード
します。エンドレコード中のアドレスフィールドで値が指定されている場
合には、その値を Gコマンドのスタートアドレスとして保持します。エン
ドレコードの指定アドレスが 0の場合は、RAM先頭番地(0x400000)をスタ
ートアドレスに設定します。 

 

13.1.8 NET(TCP/IPコマンドコマンドコマンドコマンド) 
【フォーマット】 
 NET 
 

TCP/IPコマンドモードに移行します。このコマンドを実行すると、プロンプト
が-[NET]と表示されます。このモードで利用できるサブコマンドを表 13-3に示
します。プロンプトで.(ピリオド)を入力すると NETコマンドを終了します。 

 
表 13-3 NETサブコマンド 

コマンドコマンドコマンドコマンド名名名名    機能機能機能機能    
INFO    MAC/IP/MASK/GW設定値を表示します。    
IP IPアドレスを設定します。 
MASK ネットマスクを設定します。 
GW ゲートウェイアドレスを設定します。 
DHCP IP/MASK/GWを DHCPにより設定します。 
FTP FTPサーバを指定して接続します。 
FTPD FTPサーバとして動作します。 
? サブコマンド一覧表示 
 

13.1.8.1 INFO 
【フォーマット】 
INFO 
【機能】 

MACアドレス、IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ IPアドレスを
表示します。 

 

13.1.8.2 IP 
【フォーマット】 
IP  <IPアドレス> 
【機能】 

IPアドレスを指定します。アドレスを指定しない場合は現在の設定内容を
表示します。 
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13.1.8.3 MASK 
【フォーマット】 
MASK  <ネットマスク値> 
【機能】 
ネットマスクを設定します。マスクアドレスを指定しない場合は現在の設
定内容を表示します。 
 

13.1.8.4 GW 
【フォーマット】 
GW  <ゲートウェイ IPアドレス> 
【機能】 
ゲートウェイ IPアドレスを設定します。アドレスを指定しない場合は現在
の設定内容を表示します。 

 

13.1.8.5 DHCP 
【フォーマット】 
DHCP 
【機能】 

DHCPを使用して IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ IPアドレス
を設定します。 

 

13.1.8.6 FTP 
【フォーマット】 
FTP  <接続先 IPアドレス> 
【機能】 
指定された IPアドレスに FTP接続します。接続先から GETコマンドで取
得したファイルは USBメモリに保存されます。また USBメモリに保存さ
れているファイルを PUTコマンドで接続先の FTPサーバに送信すること
ができます。 

 

13.1.8.7 FTPD 
【フォーマット】 
FTPD 
【機能】 
このコマンドを実行すると、FTPサーバとして動作します。キー入力でこ
のモードを終了します。 
FTPクライアントからのLS, CD, MKDIR, DELETE, PUT, GET, BINARY
コマンドに対応しています。 
接続時にユーザ名とパスワードを要求しますが、入力内容にかかわりなく
接続可能です。 

 
 



    

    113

13.1.9 RTC(時刻表示時刻表示時刻表示時刻表示・・・・設定設定設定設定) 
【フォーマット】 
 RTC [<年 4桁> <月> <日> <時> <分> <秒>] 
 
【機能】 

引数なしでコマンドを実行すると、RTCから日付と時刻を読み出してコンソー
ルに表示します。パラメータをつけて実行した場合は、与えられた日付・時刻
を RTCに設定します。RTCコマンドのパラメータは、全て 10進数で与えます。
年(4桁)、月、日、時、分、秒をスペースで区切って入力してください。時刻は
24時間制で設定します。日付のみ、時刻のみの指定はできません。また設定値
の正当性はチェックしていませんので、不正な値を設定しないでください。 
曜日は年月日から自動設定されます。 
 

13.1.10 USB(VNC1Lテストテストテストテスト) 
【フォーマット】 
 USB 
 
【機能】 

USB コントローラ VNC1L を初期化し、コンソールの入出力をそのまま USB
コントローラに接続します。USBコントローラに直接コンソールからコマンド
を送り、応答を確認することができます。ESCキーを押すとこのモードを終了
し、プロンプトに戻ります。 
 
VNC1L のコマンドモードでデータをバイナリで送信したり、バイナリで受信
する場合、CTRL+￥を押すと 16 進データ入出力モードに切り替わります。
(CTRL-￥のコード 0x1C は送信されません。)このモードでは、入力された 2
桁の 16進数をバイナリデータとして VNC1Lに送信します。また、受信したデ
ータは全て 16進数で表示します。16進データ入出力モードで CTRL+¥を押す
と、16 進データ入出力モードを終了します。16 進データモードに切り替わる
ときコンソールには[HEXStart]、終了すると[HEXEnd]と表示されます。 

13.1.11 VT(ベクタテーブルモードベクタテーブルモードベクタテーブルモードベクタテーブルモード) 
【フォーマット】 
 VTE ｜ VTY 
  (リセット時は VTYモード) 
【機能】 

割り込みを使用したプログラムを RAM 上で実行する場合に、ベクタテーブル
のモードを変更します。リセット時のデフォールトは VTYモードです。 
YellowIDE6 で作成した RAM 上で実行可能なプログラムは、VTY モードで実
行することができます。VTYモードでは、RAMの先頭(0x400000番地)から 512
バイトがジャンプテーブルとなっています。 
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VTEモードの場合は、H8/3069の RAMエミュレーション機能を使用し、Gコ
マンドで指定されたアドレスに制御を移す前にフラッシュメモリのベクタテー
ブル部分を RAMで置き換えます。 
VTEモードを使用するプログラムでは、リンカの指定で割り込みベクタテーブ
ルを 0xFFE000番地からに配置してください。 

13.1.12 割割割割りりりり込込込込みみみみプログラムプログラムプログラムプログラムのののの実行実行実行実行 
H8/3069では割り込みベクタアドレスは固定(000000～0000FF)で、Sファイル
ローダ動作中は FLASHメモリ上に存在するため、RAM上にロードされたプロ
グラムからこのベクタテーブルの内容を変更することはできません。 
このため、RAMにロードされるアプリケーションから割り込みが利用できるよ
う、Sファイルローダでは 2種類の方法で対応しています。 
 
VTEモードでは、H8/3069の RAMエミュレーション機能を使用し、Gコマン
ドで RAM にロードしたプログラムに制御を移す直前に 0xFFE000～
0xFFEFFF(H8/3069内蔵 SRAM上)を 0番地からに割り当てます。作成するプ
ログラムでは通常 0x000000 番地から配置するベクタテーブルをリンカへの指
示を変更し 0xFFE000番地からに配置してください。 
 
VTY モードでは、RAM の先頭(0x400000)からベクタ番号に対応したジャンプ
テーブル(ベクタではないことに注意)が配置されています。作成するプログラ
ムでは、通常の割り込みベクタテーブルのかわりに、割り込み処理ルーチンへ
の JMP 命令を RAM の先頭からベクタ番号×4 のアドレスに配置してくださ
い。YellowIDE6は RAM上で実行するプログラムにこのジャンプテーブルを自
動的に作成します。 
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13.2 HT1040WR 
H8/3069内蔵フラッシュメモリ書き換えのユーティリティです。 
 
【説  明】 
メニュー構成は次の通りです。 
FILE – SEND 
 ファイルを選択して、SENDボタンを押すと、書込みを開始します。 
FILE – MAC 

MACアドレスを指定してユーザブートマットに書き込みします。 
この機能を使用する場合は、TP3を Lにしてブートモードで電源を投入してく
ださい。MAC 書き込みを行う場合、ユーザブートマットの内容およびユーザ
マットの内容は失われます。再設定するMACアドレスは必ず CN5上に表示さ
れている値を使用してください。異なる値を設定した場合は MAC アドレスが
他の弊社製品と重複する可能性があります。 

FILE – QUIT 
 プログラムを終了します。 
SETTINGS – PORT 
 HT1040との通信を行うポートを選択します。 
ABOUT 
 バージョンを表示します。 
 
【エラー】 
� COMx Open Error! 
指定された COMポートが使用できません。存在しないポート番号を指定してい
るか、他のソフトウェアと競合している可能性があります。通信ソフトウェアを
立ち上げている場合は、いったん終了してください。 

 
� Handshake Error 
� Handshake Timeout Error 

HT1040 との通信に失敗しました。FLASH メモリ書き込みモードにするための
ジャンパ設定が正しく設定されているか、HT1040 に正しく電源が接続されてい
るかどうかを確認してください。 
 

� Flash Programming Error 
何らかの原因で FLASHメモリ書き込みに失敗しました。HT1040の電源を再投
入してやり直してみてください。なお、H8/3069R F-ZTAT ハードウェアマニュ
アルによると、FLASHメモリ書き換え回数は 100回となっていますので、これ
を大幅に越える場合は書込みができない可能性があります。 

 
� 使用する COM ポートがリストに存在しない 
他のアプリケーションが使用中の COM ポートはリストに含まれません。
HT1040WRをいったん終了し、COMポートを使用している他のアプリケーショ
ンを終了して COMポートを開放してから HT1040WRを再起動してください。 
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14 外形寸法図外形寸法図外形寸法図外形寸法図 

 
図 14-1 外形寸法図 
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